

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









第一話　朝比奈若葉と噂な『彼』

幕間

第二話　朝比奈若葉と罰ゲームな彼氏

第三話　朝比奈若葉といつわりな彼氏

第四話　朝比奈若葉とひたむきな彼氏

第五話　朝比奈若葉と素敵な彼氏




電子書籍特典　書き下ろし短編『お誕生日のお祝いに』
















　　口絵・本文イラスト●桃[image: ]







[image: ]





　　　　一






　──私は、朝が来るのが怖い。

　ううん、正確に言えば『明日』が来るのが怖いのだ。

　ずっと布団の中で微睡まどろんでいたい。せめて、幸せな夢の中に浸っていたい。

　──けれど、現実は何い時つだって残酷だ。

「ん……うん……？」

　けたたましいアラームの音が鳴り響き、私を夢から呼び起こす。

　今日も、一日が始まるのだと、そう告げている……

　起きたくない。けれど、起きなくちゃいけない。

　両親に、妹に……私の大切な家族に、心配だけはかけたくないから。

　一、二、三……と布団の中で、数を数える。自己暗示みたいなものだけど、効果はある。

　さあ、十まで数えた。起きよう、起きなきゃ。目を、開けて────

「……ふふ、朝、かあ」

　乾いた笑みが、顔に貼り付くのがわかる。

「顔、洗ってこよう……」

　憂鬱な気分のまま、洗面所に向かう。

　蛇口をひねり、冷水を手にすくうと、思い切り顔面に叩たたきつける。

　せめて、気分だけでもスッキリさせたかった。

　──どこまで効果があるのか、自分でもわからないけど。

「……アハ、ハハハ。本当に、ひどい顔。皆には、見せられないや」

　鏡の中には、私──朝あさ比ひ奈な若わか葉ばの、青ざめた顔が映りこんでいる。

　唇をそっと噛かむと、沸き上がる不安を振り払うように、再び冷水をすくい取った。







　ダイニングに入ると、楽しそうな笑い声が聞こえてきた。みんな、もう席に着いているようだ。どうやら私が最後、ビリッケツみたい。それがちょっぴり、さみしい。

「──おはよう、みんな！」

　胸のモヤモヤを吹き飛ばすように、私は声を大きく張り上げる。すると、食卓を囲む三つの顔が、一斉にこちらを振り向いた。

「ああ、おはよう若葉。今日も元気が良いねえ」

「ふふ、その割にはお寝坊さんだこと。こんなに良いいお天気なのだから、たまには早起きしたらどうですか？」

　新聞を片手にお父さんが、穏やかに微笑ほほえんだ。その隣ではお母さんが、やんわりと私の寝坊助を窘たしなめつつ、手に持った茶ちや碗わんにご飯をよそってくれる。

　そういえば。先週までは雨が続いていたため、洗濯物が干せないと困っていたっけ。

　母が喜んでくれるなら、何よりだ。私も自分のことみたいに嬉うれしくなる。

　それは、両親の対面に座る、私の双子の妹も同じだったようで。

「おはよ、お姉ちゃん。先週までは雨ばっかりだったから、これだけ晴れていると、何だか嬉しくなってくるね！」

　ぶん、ぶんと腕を振り回し、双ふた葉ばが元気いっぱいの笑顔を見せてくれる。

　つられて右に左にたなびく、ツインテールの髪が抜群に可愛かわいらしくて微笑ましい。私も、見ているだけで頬ほおが緩んでしまう。

　髪型以外、私とほぼ同じ顔なのに……妹の笑顔は、どうしてこんなにも、きらめいて見えるのかな。

　双葉のはしゃぎっぷりに釣つられて、窓の方へと顔を向けた。まばゆい光がガラスに反射して、キラキラと輝いている。清すが々すがしい朝の日差し。

　なるほど。これは確かに、すてきな光景だ。この子が喜ぶ気持ちも、よくわかる。

　ニコニコと微笑む妹に向け、私もまた笑顔を返す。

「ふふ、ほんと。晴れていて気持ちが良いいですねぇ」

「そうそう、その通り。全く、先週は本当に参ったよな」

　私の言葉に、お父さんが反応した。うん、うん、と。同意するように頷うなずいている。

「そろそろ肌寒くなってくるってのに、雨に降られちゃたまんないよ」

　ぶるる、と口をすぼめて肩を竦すくめる父を見て、姉妹揃そろって吹き出してしまう。

「ほらほら、笑っていないで、早く食べなさい。学校に遅れちゃいますよ」

　──学校。母のその言葉が耳を通り、胸に重くのしかかる。

「あ……は、はい！　遅刻したら大変ですもんね」

　まずい。思わず、言葉に詰まってしまった。変に、思われなかったかな。

　横目でチラリと見ると、双ふた葉ばが怪け訝げんそうに眉を顰ひそめている。

　双子ならではの以心伝心だろうか。昔から双葉は、妙に勘が良いいのだ。

「そ、そういえば！　お父さん、昨日もまた何か買ってきたんですか？」

「ああ、掘り出し物が見つかったんだぞぉ！」

　誤ご魔ま化かすように話を向けると、お父さんは嬉うれしそうに頷いた。

「あなたったら、いい年して、またマンダムのプラモデルを買ってきたんですか？」

「マンダムじゃなくて、バンダムだよ、バ・ン・ダ・ム！　そんなアンニュイな名前じゃないっていつも言ってるだろ。連合の白い奴やつが、昼下がりの奥さまになっちまう！」

「似たようなもんじゃないの？　大差ないっしょ」

「違う、まるで違う！　くそう、何度言ってもこれだ！　うちの連中ときたら、男の浪ろ漫まんを全く理解してくれん！　寒い時代だ……！」

「あはは……わ、私はよくわからないけど、そのバンダム？のプラモは格かつ好こ良いいと思いますよ。名前の響きも良いですよね。その、強そうで」

「若わか葉ばは本当に良い子だなあ……よし、今度秘蔵の赤ジャクをプレゼントしよう」

　味方してくれた事がよっぽど嬉しかったんだろうか。にこやかに自分の趣味をおすすめしてくる。困った。正直、そっちには興味がない。

　どう断ろうか悩んでいると、双葉があっと声をあげた。

「お姉ちゃん！　もうこんな時間だよ！」

　いけない、話に夢中になりすぎちゃった！

「行ってきまーす！」

「行ってきまーす！」

　急いでご飯を片付けると、鞄かばんを片手に玄関から飛び出す。

　外は快晴も快晴。朝の日差しが白く輝き、目をくらませてくる。

「んじゃあ、また後でね！」

　双葉が手をひらひらと振りながら、私とは逆方向に走り出してゆく。

　妹とは学校が違う。自宅近辺の高校を選んだ私とは逆に、双ふた葉ばは三駅離れた所に通っているのだ。だというのに、『一緒に行ってきますを言いたいから』と、朝が苦手な私にいつも合わせてくれるから、本当にありがたく、うしろめたい。

　何な故ぜなら、私が幸せな気持ちでいられるのは、ここまでだから。

　後に待っているのは、紛まぎれもなく──




　──地獄、だ。





　　　　二






「ねえねえ、昨日のメッセ見たっしょ？　既読付いてんだから反応してよ」

「ごめんごめん、寝落ちしちゃった！」

　朝っぱらから、教室の中は活気に満ちていた。

　ホームルーム前のわずかな時間を惜しむように、誰もが皆、楽しそうなお喋しやべりに勤いそしんでいる。──私を、除いて。

　クラスの輪の中に入っていく事はできないし、その気にもなれない。

　私が話し掛けても、まともな返事は返ってこないとわかっているからだ。

「でさ……って。プッ、見てよ朝あさ比ひ奈なの奴やつ！」

　その声が耳に入った瞬間、私の体がぎくりと強こわ張ばる。

「アハハ、何アイツ。朝からゆーとーせーしちゃってさ」

「教科書だけがお友達って奴じゃねーですかぁ？　クク、かっわいそう！」

「そう言ってやんなって。いつもの事じゃん。今更変わらなくね？」

　きぃん、と耳が痛む。彼女達の声が三重奏となって胸に響き、心を掻かき乱してゆく。

「つうかさあ、よく学校来れるよね。凄すごい面つらの皮だこと。わたしなら耐えらんなーい！」

「くひゅひゅひゅひゅ、七なな瀬せさんと違ってＭなんでしょーよ、朝比奈さんは。ねえ、取とり巻まきさんもそう思うでしょう？」

「はは、確かに！　じゃあ、アタシ等らは良い事してるって事じゃん。若わか葉ばちゃんは虐いじめられて喜ぶ変態なんだからさ！　……でも、それはそうと莉り愛あ、その笑い方はどうにかなんねえの？　耳に障さわるんだけど」

　三つの視線が、こちらに刺さるのを感じる。それが誰のものか、確認するまでもない。

　入学してから半年ちょっとの間に、そのハキハキとした性格から、クラスの中心人物の位置へと見事に収まった、七瀬郁いく美みさんと、その取り巻き二人。

　頭が良く、成績は学年二位の座を常にキープしている不思議系の少女、東海林しようじ莉愛さん。それに、皮肉屋の取巻未み依いさんだ。

　彼女達は、何が気に喰くわないのか、事あるごとに私をからかい、イビリ出す。

　……どうして、こうなってしまったんだろう。

　思えば、昔から人と話すのは苦手な方であった。親しげに接する事ができるのは家族や、気心の知れた人間だけ。だから、友人も少なかった。

　高校に入れば、何かが変わるかもしれない。そんな淡い期待を抱き、最初はクラスメイトに話し掛けようと努力はした。でも……いつの間にか、『こう』なっていたのだ。

　この半年のあいだ、毎日のように受ける誹ひ謗ぼう中傷に、嘲りの笑い声。

　私が想像していた学園ライフは、もっと明るく楽しいものだったはずなのに。

　ちがう、こんなのはちがう。こんな現実、望んでなかった！

「ちょっと、朝あさ比ひ奈なぁ!?　無視してんじゃないわよ！」

「──ヒッ!?」

　どん、と目の前で机が叩たたかれる。ハッとして顔を上げると、いつの間にか、私の正面に七なな瀬せさんが立っていた。

「あ、七瀬……さん。な、なにか……？」

　声が震えているのが、自分でも良くわかる。体が勝手に委縮してしまう。

「ホント、辛気臭いのよアンタ。どうにかなんないの、ソレ！」

「あ、ご、ごめんなさい……」

　上から睨にらみ付けるような視線に耐え切れず、スッと目を逸そらしてしまった。

「何？　その目つき。何か文句あるわけ？　だったら言ってみなさいよ、ほら早く！」

「な、何もないです……」

「無口で陰気で、不愛想。ちょっと見ためが良いからってお高くとまってんでしょ？」

　私の容姿は、若い頃の母にそっくりらしく、子供の頃から将来は美人になる、綺き麗れいになる、と周りからよく言われていた。それが良い事なのか、私にはわからない。

　そもそも、男の子と接すること自体が得意ではない。苦手意識すらあった。

　男嫌い、というのではなく、ちょっとした仕草や言葉づかいが……そう、あえて言うなら性の違いからくる違和感、というものなんだろうか？　特に理由があるわけではないのだけれど、彼らの前に出ると、どうにも緊張してしまう。

　そんな様子が、奥ゆかしい、可愛かわいらしい、と何な故ぜか男子のあいだでは評判になり、中学時代は何度か告白された事もある。けれど、男の子に対する苦手感は、なくなるどころか、緊張と混乱のせいか、さらに増すばかり。どうしようかと悩み、返事を先延ばしにしているうちに、『お高い女』などと噂うわさを流されてしまった。

　大好きなお母さんから受け継いだ容姿だ。だから、それを鼻にかけたりなんて、するわけがない！　それだけは、断固として否定したいのに。

　けれど、昔も、そして今この時も。反論の言葉は出てはこない。何か言い返されたらどうしよう、と思うだけで体がすくみ、唇も震えて動かなくなってしまう。

　結局、私は黙ったままうつむき、首を横に振り続ける事しかできなかった……。





　　　　三






　四限目の授業が終わり、昼休みを告げるチャイムが鳴り響く。私は、お弁当箱を掴つかむと、先生が教室を出た瞬間を見計らい、逃げるようにして教室を飛び出した。

　目指すは校舎裏。薄暗く、誰も立ち寄らない日陰の場所だ。肌寒いこの季節に、わざわざこんな場所で昼食を取ろうとする生徒はいない。そう、私以外には。

　前は、私もクラスでご飯を食べていた。けれど、何度も何度もお弁当に悪戯いたずらされる事が続き、教室でご飯を食べるのを止やめてしまった。

　それでなくても虐いじめられるのだ。せめてお昼くらい、静かに食べたい。

「よし、誰もいない。今のうちにご飯を──っと、わあ！　今日もおいしそう……」

　卵焼きに野菜の煮つけ、鶏とり肉にくの胡ご麻ま和あえ……お弁当箱を開けると、色とりどりのおかずが目に入る。それを見るだけで、顔がほころんでしまう。

　ご飯を食べるこの時間だけが、学校での唯一の楽しみだった。お母さんが、家族が。傍そばにいてくれるような気がするから。

　……本当は、もう学校になんて行きたくない。でも、事情を話せばきっと両親や妹は心配するだろう。何より、私がこんな目に遭っているなんて、皆には知られたくない。

　あと、四ヵ月もすれば進級し、クラスも変わる。そうすれば少しはマシになるはず。

　お箸を微かすかに震わせながら、ゆっくりとおかずをつまみ、口に運んでいく。

　そうして、母の作ったお弁当を堪たん能のうしていた、その時だった。

「ブヒャヒャヒャヒャ！　お前、ぜんっぜんわかってないのな！　やっぱり亮りよう一いちじゃあその程度か！　ブハハハハハ！」

　ビクリ、と体が震える。なに、今の大声は!?

　物陰から顔を出し、恐る恐る様子を窺うかがってみると、男子生徒が何人か集まり、なにやら賑にぎやかに騒ぎ立てているのが見えた。

　思わず、あっ、と声を上げそうになる。彼らの顔には見覚えがあったのだ。

「んだと、てめえ晴はる斗と！　もういっぺん、言ってみやがれ！」

「何度でも言ってやろうではないか、ンン？　お前にはギャルゲーの真価がまるで見えていないのさ。上辺だけの属性に囚とらわれて、その目を曇らせる……ふっ、愚かな奴やつよのう」

「くそ、唯ゆいの奴に勧められたゲームの感想を言っただけで、なんでこんな侮辱を受けにゃならねえんだ！　ていうかおい、『このメガネ女、メガネを取った方が美人じゃねえの？』って言っただけじゃねえか！」

「それを取ったら戦争だろうが……！」

「何でだよ!?」

　……いけない。訳の分からない口くち喧げん嘩かを耳にして、意識が飛びかけちゃった。

　どうやら、浅黒い肌の少年と、ぽっちゃりとしたもう一人の少年が、激しく言い争っているようだ。彼ら二人の話から察するに、テレビゲームか何かの話だろうか？

　あまりにも無益な論争に辟へき易えきしたのか、沈黙を保っていた三人目の男子生徒が、大きなため息を吐つくのが見えた。彼は億おつ劫くうそうに首を振りながら、醜い罵り合いの中に割って入って行く。

「全く、落ち着きなよ二人とも。いつもの事なんだから、亮りよう一いちくんもいちいち反応しちゃダメだし、晴はる斗とくんも、無駄に煽あおらないの」

　眼鏡めがねをかけた、穏やかそうなその男の子は確か、波なみ川かわ瞬しゆんくんだ。学園きっての秀才と名高く、試験の成績は常に学年トップ。それどころか、全国模試でも上位に食い込んでいるらしく、彼一人でこの学校の偏差値を大きく引き上げているとかいう怪しげなウワサまで流れていた。とにかく、凄すごい人。

「これが落ち着いていられるかよ！　俺様が侮辱されたんだぞ、マジ許せん！　来い、晴斗！　今日という今日はそのエロゲ根性を叩たたき直してヤラぁ！」

　顔を真っ赤にして怒り狂う長髪の男子生徒は、備び前ぜん亮りよう一いちくん。群を抜いた運動能力の持ち主らしく、まだ一年生、それも入部して半年足らずでサッカー部のレギュラーの座を獲得したらしい。おまけに自分付きのメイドさんを傍そばにはべらせているようで、大金持ちの御曹司じゃないか、なんて噂うわさもあるとか。こっちも、別の意味で凄い人。

　……そして、問題なのが、最後の一人。

「へん、何を言うか、この筋肉ダルマ！　ダダ甘に甘やかされてるお坊ちゃまがよく言うぜ。どっからでもかかってこいや！　この腹は伊だ達てじゃないって所を見せてやる！」

　ふくよかなお腹なかをぽぽん、と叩いてふんぞり返る、その少年。

　真っ白な肌と、五分刈り頭。締りの無い唇と、垂れた目。メタボ一歩手前のその姿は、お世辞にも整っているとは言い難い。これは確かに女の子受けするはずはないだろう。少なくとも、その見た目は『噂』で聞いた通りのそのまんまだ。

「入いる間ま、晴斗……くん」

　デブ・オタ・キモイという三重苦を背負った、学園きっての嫌われ者。

　入学式の最中にえっちなゲームの談義で盛り上がり、そのまま強制退場を喰くらったという、この学校の長い歴史の中でも、かつてない伝説を築き上げた少年だ。

　その特異な容貌から『白饅まん頭じゆう』だの『連れん灯とう学園の大福もち』だの呼ばれているとか。

　私は参加させてもらえなかったけれど、女子コミュニティの間では、彼氏にしたくないキモオタランキングで堂々一位を飾った、と小耳にはさんだ事がある。

　こちらはもう、何と言うかスゴイ人だ。お近づきになりたくない、という意味で。

「やっぱあれだ！　ゲームは健全なのが一番だ！　格ゲーやれや、格ゲー！」

「バッカオメエ！　エロの無い人生に何の意味があるんだよ！　この童貞ストライカー！　いや、格ゲーもそれはそれでいやらしくて大変ご馳ち走そう様ですけどネ！」

「そんなキモイ事ばっか言ってっからもてねえんだよ、お前は！」

「この身は二次元に捧ささげてるんですぅ！　三次元なんぞ興味ないっての！」

　ますますヒートアップしていく馬鹿騒ぎ。備び前ぜんくんが遂ついにキックを繰り出し始め、入いる間まくんがそれをお腹なかで受け止める。波なみ川かわくんは、やれやれ、と。肩を竦すくめているようだ。

　学園でも有名な三人組。こうして間近で見るのは初めてだったが、何というか、圧倒的なインパクトがある。これは名物トリオ呼ばわりされるわけだと、納得した。

　……それにしても、うるさい。これじゃあ、静かなランチタイムが台無しだ。

　──入間くんは、皆から嫌われている筈はずなのに。なのに、どうして。

　どうして、あんなにも楽しそうにはしゃいでいられるんだろう。

　私はこの学校に来て、まだ一度も心から笑った事さえないのに。

　これは、嫉妬だ。たとえようもない、身勝手で醜い感情。

　水で流し込むようにして食事を済まし、校舎裏を足早に立ち去る。

　言い知れぬ、モヤモヤとした思いを胸に残して──
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　　　　四






　放課後の帰り道。私の足取りは朝よりはずっと軽い。ようやく全てから解放された気分だから、だろうか。早く、一分でも早く、家に着きたい。

　真新しいコンビニの角を曲がれば、近道だ。

　急せくようにして足を速めていくと、コンビニの入り口に、見知った顔があった。

「双ふた葉ば……？」

　思わぬ幸運に、顔がほころんでいくのがわかる。妹は私とは違い、部活に入っている。それも剣道部だというのだから凄すごい。練習は夜まで続く事も多く、帰りが一緒になる事なんてほぼあり得ないと言うのに。こんな所であの子に会えるだなんて。

　憂鬱な気分が一気に吹き飛んだ。自然と、足取りも軽くなってゆく。

　せっかくだから、お喋しやべりしながら帰ろう。そう思い、駆け出そうとして……

　────寸前で、思いとどまった。

「何だか、急に寒くなって来ましたね」

「ああ、ゆかりもそう思う？　そろそろ秋も終わりかなあ。セーターとか出さなくっちゃ」

「この間まで夏だと思ってたのに、もう十一月かあ。何だかここの所、月日が経たつのが早いや。ボクも年かねえ」

「あっはっは！　もー、ちなっちゃんたら、老いるの早すぎぃ！　あは、あははははは、げほ、げほん！　ぐほっ！」

「ちょ、双葉!?　そんなにツボに嵌はまったわけ？　何もむせるまで笑わんでも……」

　友達らしい三人の少女に囲まれ、妹は朗らかに笑っていた。

　ああ、そうだった。あんな風に双葉にはいつも、沢山の友人達がいたのを忘れてた。

　本当に、私とは大違いだ。同じ、双子なのに……どうして。なんで、こんなにも。

　──いけない。私はこんなにひがみっぽかっただろうか。

　大切な妹に嫉妬するだなんて、おかしいよ。

　首を振り、踵きびすを返す。声を掛ける事はできそうもなかった。

　回り道をして、家に帰る。玄関を開けると、双葉の靴はそこにない。

　随分と迂う回かいしたと思ったけれど、それでも妹より先に家に着いてしまったらしい。

　滲にじんで来る涙を手で拭い払うと、精一杯の笑顔を作る。

「────ただいま！」

「あらあら、お帰りなさい。今日も元気が良いですね」

　私の声を聞きつけて、お母さんが出迎えてくれる。

　その、おっとりとした微笑ほほえみを見るだけで、心が癒いやされた。

　ようやく安心できる場所に、お家うちに帰って来れたのだと、心からそう思えたから。

「はい！　私はいつも元気いっぱいですよ？」

　それは、嘘うそじゃない。私は、家族の前なら笑顔でいられるのだ。

　だから、私は今日という日が終わるのがいつも怖い。

　幸せな時間は短い。あっというまに過ぎ去ってしまうものだと、知っているから。

「今日は、おやつにケーキを作ってみました。手を洗ってから召し上がれ」

「わあ！　お母さんのケーキ、大好き！」

　家に帰ってくるたび、母の優しげな声を聞くたびに、学校での決意が鈍りそうになる。

　あと、ほんの半年足らず……しかし、半年という期間は十二分に長かった。

「夕食は、昨日の残りで悪いのですけど、明日は貴女あなたの好きなパスタを茹ゆでますからね。ふふ、明日を楽しみにしていてくださいな」

　────ああ……

「はい！　お母さん。たの、楽しみにしてますね！」

　────明日なんて、来なければいいのに。
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「何かさー、最近退屈よねぇ。平和、っていうかさぁ」

　朝の通学路。あちらこちらで、「おはよう」の挨拶が飛び交っている。

　大分寒くなってきたとはいえ、眠気はそう簡単に飛びやしない。

　眼をこすりながら、欠伸あくび交じりに登校する生徒達を横目に、七なな瀬せ郁いく美みはそう呟つぶやいた。

「そうですねえ、テストも近いですし、ここらでなーんか息抜きしたいですよネ」

　同意の声は、すぐに返ってきた。七瀬の両脇を歩いている東海林しようじ莉り愛あと取とり巻まき未み衣いが、うんうん、と頷うなずいている。

「そうよね、そうよね。あーあ、何か面白い事無いかなあ。こう、いっそ学校でもどかん、と──」

「リア充、爆発しろよ!!」

「んわっ!?　な、何よ、今の!?」

　雷鳴のように轟とどろく怒声が鼓膜を揺るがせる。

　気だるげな朝の空気など、一気に吹き飛んでしまった。

　周囲の生徒達も、何事かと、目を白黒させている。

　──すると。

「お、落ち着けよ。いつもの事じゃねえか」

「これが落ち着いていられるかってんだ！　毎朝毎朝、イチャイチャしやがって！」

　聞き覚えのあるダミ声に、七なな瀬せたち三人は顔を合わせた。

「校門の前にいるのって、入いる間まと備び前ぜんじゃない？　朝っぱらから何を騒いでんだか」

　取とり巻まきがため息交じりに肩を竦すくめる。彼女が指差した方向を見れば、数人の男女がワイワイガヤガヤと、周囲の迷惑も考えずに、何やら喚わめき散らしているのが見えた。

「ったく、同じことを何度も言わせんなよな。いい加減慣れろって」

「そうですよ、晴はる斗とさん。何もやましい事など無いのですから」

　備前亮りよう一いちの横で、エプロンドレスを身に着けた女性が、にこやかに微笑ほほえんだ。

「さ、亮一さま。今日の分のお弁当です。亮一さまのお好きな唐揚げをいっぱい、入れてありますからね」

「お、そいつは楽しみだ！　昼休みが待ち遠しいな！」

　白と紺のコントラストが眩まぶしい洋服。頭にちょこんと乗せたヘッドドレス、見み紛まがう事なきメイドさんである。日本人があの服を着ても似合わないだろうと誰かが言っていたが、彼女はそれを見事に着こなしている。漫画や映画の中から抜け出たみたいにピッタリだ。

「愛情たっぷりプライスレスな、毎朝の手作り弁当……ッ！　格差社会が極まりすぎだろ！　日本政府は何やってんだ！」

「また始まった……もう諦めなよ、晴斗くん」

　見当違いの怒りを国家にぶつける晴斗に、波なみ川かわ瞬しゆんが声をかけた。

「だって、だって！　こんな可愛かわいいメイドさんに毎日毎日ご奉仕してもらってる、なんて羨ましすぎるだろ!?　ズルイズルイ！」

「たく、晴斗にも困ったもんだぜ。コイツは俺様の大切な家族だ。姉代わり、母代りみたいなもんだって、お前も知ってるだろうに。なあ、唯ゆい？」

「……むう」

「え、何でそこでむくれるん？　お、俺何かした？」

「晴斗君の気持ちが、少しだけわかった気がするよ。亮一君は鈍いからねえ、全く」

　瞬が、涼しげな笑顔で晴斗の肩をぽん、と叩たたく。

「まあ、無いものねだりをしても仕方ないよ。羨ましい気持ちは解わかるけど、ここは男らしくさ、友人の恋模様を見守ってあげようじゃない」

「なーにを悟ったような事を言ってんだ、このムッツリ野郎が！　俺が知らないとでも思ったか？　昨夜も美み冬ふゆの奴やつと遅くまでイチャコラ電話してたろ！」

「あれ、ばれちゃってた？　やだなあ、そんなんじゃないよ、お義に兄いさん」

「ナチュラルに義兄呼びすんなや！　顔と台詞せりふが一致してねえぞ！　何だそのだらしなく緩んだツラぁ！」

　ひとしきり喚わめいてクールダウンしたのか、晴はる斗とが荒い息を吐いたまま肩を落とした。

「チクショウ！　やっぱり三次元に夢なんかねえんだ！　いいもん、いいもん！　俺には二次元美少女な嫁がいっぱいいるし！」

　と思ったら、今度は地団太踏んで怒鳴り出す。

　どうやら、さっきのは噴火前の溜ためであったようだ。

「負け惜しみじゃねえぞ、クソッタレェェェ!!」

　負け犬の遠とお吠ぼえ全開で叫ぶその姿は、あまりにも見苦しかった。正視に耐えない。

「うわ、朝からキモイもの見ちゃった……」

　うげぇ、と七なな瀬せが舌を出すと、今度もまた同意の声が返って来る。

「全く、気色悪いったらありませんねえ！　どうしてあんなゴミ虫がこの学校に居られるんだか！　不思議でなりませんヨ！」

「そうよね！　ったく、うちの学校一のお荷物の癖に、最近、キモオタぶりが加速してきてない？　備び前ぜんたちのツレだからって調子に乗って……どうにかならない────」

　ん？　待てよ。七瀬はそこで、ハタッと言葉を止めた。

「これ、もしかしたら使えるかも」

「え、え。どういう事ですか？」

　悪巧みの匂いを嗅ぎつけたか、東海林しようじが目を輝かせて身を乗り出した。

　ノリの良い友人に気を良くして、七瀬は語り出す。

　調子に乗っているあのキモオタデブにお灸きゆうをすえて、ついでに自分達の憂さを晴らせる、一石二鳥の『お遊び』を。

「まあ、それは楽しそうですね。くひゅひゅひゅ、私にも一枚噛かませて下さいな」

　相変わらずよく判わからない鳴き声を上げながら、東海林がニンマリと笑う。

　人を陥れるような「作戦」に関して、この娘は天才的なひらめきを持つ。

　これは、面白くなってきた。

　もやっとした気分が一気に晴れ、代わりに胸が熱く、ときめいてくる。まるで恋をしたかのような熱情が、脳内を駆け巡った。

「ふふっ、どうやらこれで、当分は退屈せずにすみそうね」
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　　　　一






「何だか、今日は変だな……」

　チャイムが鳴り響き、一時限目が終わる。いつもなら、先生が出て行ったタイミングを見計らって、この辺でクラスメイト達の『ちょっかい』が始まるのに……

　思い返せば、今日は朝からクラスの雰囲気がおかしかった。挨拶代わりにからかってくる子たちも、今朝は近寄ってすらこない。

　それどころか、あの七なな瀬せさんが、私に『おはよう』と声をかけてきたのだ！

　夢でも見ているみたいで、逆に気持ちが悪い。本来ならば、喜ぶべきだと、そう思うのだけど……素直にそれを歓迎できないのは、私がひねくれているせいなんだろうか。

「へえ、これがそうなの？」

「わあ、素敵！」

　わっ!?　なに、なに!?

　急に教室中に歓声が響き渡る。驚いて、そちらの方に目を移すと──

「七瀬さん？」

　大勢のクラスメイトに囲まれた、七瀬郁いく美みさんの姿がそこにあった。

　彼女の手には、綺き麗れいな装飾に彩られた小物が握られている。どうやら、それを周囲に見せびらかしているようだった。

　七瀬さんの手の中で、きらり、と鏡面のようなものが光を反射して輝いている。コンパクトか何かだろうか？

　皆、ため息を吐つきながらその小物に見入っているようだった。

　ここからではよく見えないが、きっと良い物なんだろう。

　ちょっと興味はあったけれど、私には関係のない話だ。また目を付けられる前に、顔を逸そらしておいた方がいいかな。

　──そう、思った矢先であった。

「朝あさ比ひ奈な、あんたもこっちに来なさいよ。特別に、見せてあげるからさ」

「……え？」

　いつになく穏やかな声で、七瀬さんが私にそう言ったのだ。

　正直、聞き間違えたかと思った。

　だって、彼女が私にそんな言葉を掛けてくれるなんて……あり得る筈はずがないのに。

「ほらほら、見てみなさいって。遠慮する事ないのよ」

　にこやかに微笑ほほえみながら、こちらに手を振る七瀬さん。

「あ、は……はい！」

　実を言えば、少しだけ……ううん、すごく嬉うれしかった。

　もしかしたら、彼女に、クラスの皆に受け入れてもらえたかと思ったのだ。

「ほら、これなんだけどさ」

「へえ、可愛かわいいですね。コンパクト、ですか？」

　手のひらにすっぽり収まり切る大きさのそれは、近くで見ると中々に素敵なデザインのものだった。薄い桃色を基調として、全体に花びらのような装飾が施されており、それなりに高級そうな物のように見えた。

「でしょ、ほら手に取ってみてよ。これね、お父さんから貰もらったの。有名なブランドの物なんだってさ」

「え、そうなんですか？」

　そう言われると少し尻込みしてしまう。壊したりしたら、どうしよう。

「遠慮しないで、ほら。どうぞどうぞ」

　そう言われると、ダメだ。断り切れない。それに、正直……興味もあった。

　結局、七なな瀬せさんの勢いに押されるようにして、私は手を差しだしてしまった。

「はい、どうぞ」

「わあ、すて────キャッ!?」

　コンパクトを受け取った瞬間、背中に強い衝撃が走る！

「あっ」

　その瞬間は、まるでスローモーションのように見えた。

　七瀬さんの手元から離れたコンパクトが、私の手のひらを滑り落ち、勢いよく床に叩たたきつけられ──甲高い音が、響く。

　まるで、花弁が散るように……桃色の破片が周囲に弾はじけ飛とんだ。

「きゃあっ何してんのよ、アンタ！」

「やだ、信じられない！」

　周りにいたクラスメイト達が、口々に騒ぎ出す。

「ち、違……っ！」

　今、確かに背中を押されて……！　慌てて後ろを振り向くが、そこには誰もいない。

「何やってんのよ、このバカ！」

「ご、ごめんなさい！」

　誰かが背中を押したの！　だから、手がすべって……！

　そう言いたかった。言えれば、良かったのに。

　けど、出てきたのは情けない謝罪の言葉だけ。

「このコンパクト、誕生日のプレゼントなのよ！　何万円もする高価なものなのに……どうしてくれるのよ！」

「そ、そんなに……!?」

　七なな瀬せさんの目から、ポロポロと涙が零こぼれ落ちてゆく。

　あ、え。ど、どうしよう……どうしよう……！

　思わぬ事態に愕がく然ぜんとしていると、追い打ちをかけるように、周囲から罵声が飛び交った。

「うわ、どんくさい奴やつ！」「七瀬さん、カワイソー！」「朝あさ比ひ奈なの奴、日頃の恨みを晴らそうってワケ？　最低ね。どんだけ陰険なの？」

　もう、言い訳なんてできる状況じゃない。

　罵声を受け、ひたすら縮こまる私の、その肩を……七瀬さんが、掴つかんだ。

　肉に喰くいこむ爪の痛さに、思わずうめいてしまう。

「アンタの親にも言うからね！　弁償しなさいよ！」

「あ、うう……」

　その叫びに乗っかるようにして、周囲の罵倒は更にヒートアップしていく。

　もう、どうしたら良いかわからなかった。

　私はただただ震えて立ち尽くす事しかできない。

　やがて少し落ち着いたのか、七瀬さんが肩をゆらしながら、無表情な顔でこちらを見た。

「まあ、アンタもわざとやったわけじゃないんでしょうし、許してあげてもいいわ」

「ほ、本当ですか!?」

「ええ、条件によるけどね」

　何でもいい、私でできることなら、何でもします！

　私が必死に頭を下げながら、そう告げると────

「言ったわね？」

　彼女は唇の端を釣つり上げながら、不気味に笑った。

「じゃあ……罰として、ゲームをしてもらうわ！」

「ゲ、ゲーム、ですか？」

「そうよ、とっても簡単なゲームだから心配しなくても大丈夫よ」

「な、何をすれば良いんですか？」

「あんたさあ、一組の入いる間まって知ってる？」

　脳裏に、先日の光景が浮かぶ。

「は、はい名前だけなら……一年一組の入間晴はる斗とくん、ですよね？」

「そう。馬鹿でスケベでメタボ。年中気持ち悪い話ばっかりしてる、あのキモオタ野郎よ」

「私達も困ってるんですよねえ。あの存在が目に入るだけでもウザったいのに」

　七瀬さんの後ろから、東海林しようじさんがひょっこりと顔を出した。

「最近ね、特に調子に乗ってるようでして。本当に小憎らしいと思いません？」

「は、はあ……？」

「でさあ、懲らしめてやりたいわけよ。この辺りで一発ガツン！とやっておかないと、私達の精神衛生的にも良くないし」

　七なな瀬せさん達は、何が言いたいんだろう？　話が、まるで見えない。

「だからそこでね、くひゅひゅひゅ……ゲームをするんですよぉ！」

　得意そうに東海林しようじさんが指を立てる。え、なに、それ？

　混乱する私を見かねたか、七瀬さんが、ぽん、と肩を叩たたいてきた。




「あんたさあ、入いる間まに告白してきてよ。それでアイツと付き合っちゃいなさい」




「──は？」

『ちょっとコンビニまで行って来て』それくらいの気安さと気軽さで、彼女はそう言った。

「わ、わけがわかりません！　何で、何で、そんな……！」

「全く、頭が悪いわね。いい、アイツは今まで彼女の一人もできた事のないくらいのキモオタデブでしょ？　そんな時に、アンタみたいに顔だけはそこそこ良い女に告白されたら、どう思う？」

　どうって……まさか！

「サルみたいに、がっついて来ると思わない？」

　七瀬さんが、ひどく冷たい笑みを浮かべた。思わず、背筋がぞっとする。

「そして、あなたとお付き合いを始めて、散々関係が進み、これ以上ないくらいのカップルとなったと思わせた所で──全部がヤラセだったとバラすんですよ」

　な、何？　何を言ってるの、この人達は？

「いかにゴキブリ並みにタフそうなあの男でも、早々には立ち直れなくなるでしょう。後は、精々残りの学園生活を静かぁに送っていただくだけ。自分の身の程を知ってもらって、ね」

　東海林さんが、ニッコリと微笑ほほえむ。天使のように愛らしく、清らかなその笑顔。怖いくらいに、表情は穏やかで……私は、自分の体が震え出すのを、止める事ができなかった。

「そんな、それはあんまりです！」

「はぁ？　拒否権なんてあると思ってんの？　この件、あんたの親にバラしてもいいのよ？」

　それに、と七瀬さんが手を振った。

「何でもするって、言ったじゃない。アンタ、嘘うそまで吐つくの？　あんな事をしでかしておいて、さ」

　────嵌はめられた！　さっきまでのは、全部演技だったのだ。

　今更、気付くなんて……自分のニブさと頭の悪さが恨めしい……！

「それは……」

　ハッキリ言って、断りたい。特に恨みの無い人を騙だます罪悪感も勿もち論ろんあるが、何よりも、自分の彼氏くらい自分で選びたかった。自分の意志で、告白したかった。

　それが、よりにもよって、学園一の嫌われ者の彼女になれ、だなんて！

　けれど、拒めない。拒めるはずもない。ここで断れば、待っているのは更なる虐いじめと、何万円もの大金の弁償だ。選択肢はどちらにせよ、一つしかなかった。

「う、ううう……」

　そして、私は──

「────わかり、ました」

　自分可愛かわいさのあまり、最悪の選択をしてしまうのだった。





　　　　二






　時間は矢のように過ぎ去り、あっという間に昼休みを迎える。

　いつもなら、唯一の息抜きであったはずのお弁当に、箸すら付けられず。

　私は教室に残り、ただひたすらに『その時』を待つしかなかった。

「えっと……四組はここかな？　失礼しまーす！」

　びくり、と体が震える。ああ、遂ついに、彼が来てしまった……。

「朝あさ比ひ奈なぁ？　愛いとしの彼が来たみたいよ。ふふ、良かったじゃないの」

　取とり巻まきさんがニヤリ、と笑いながら話しかけてくるが、それに応える気力もない。

　そうこうしているうちに、教室の扉がガラリ、と開く。

「お呼びとあらば、即参上！　一年一組の入いる間ま晴はる斗とですよ、っと」

　威勢の良い掛け声と共に入室してきたのは、ぽっちゃりとした体型の男の子。

　間違いない。入間晴斗くんだ。

「朝比奈さんって人はどちらっスか？　俺に何か用事があるって聞いたけど」

　哀れな生いけ贄にえの姿に興奮したか、教室のあちらこちらから忍び笑いが漏れてくる。

　──しかし。

「これから仁義無用のバトルが始まる予定だっつうのに、タイミングの悪いこった。さっさと用事を済ませてほしいぜ」

　続けて入って来た『彼』の登場と共に……教室の空気が凍りついた。

「全く、亮りよう一いちはせっかちで仕方ねーなあ。教室で待ってればいいじゃんか」

「すっぽかされたらたまんねえからな。今日という今日は決着を付けるぞ」

「お前どんだけだよ」

　入いる間まくんはカカッと笑うと、その後ろに居るもう一人、備び前ぜん亮りよう一いちくんの肩を叩たたいた。

　予期せぬ同伴者の存在に、クラスメイト達が困惑し、どよめく声が聞こえてくる。

　……それは、私だって同じだ。

　何で、彼もここにいるんだろう？　わざわざ二人一緒に呼んできたのかな。

　入間くん達のすぐ後ろには、『伝令係』を買って出た筈はずの東海林しようじさんが、青い顔をしながら突っ立っている。気のせいか、体も小刻みに震えているように見えた。

「ちょ、ちょっ！　莉り愛あ！　アンタ、こっち来なさい、こっち！」

　七なな瀬せさんはダッシュでそちらへ駆け寄ると、東海林さんの腕を掴つかみ、強引に教室の後ろへと引っ張り込んだ。

「どういう事よ、何でアイツまでここにいるのよ!?　アイツは下へ手たにファンとかいるんだから、実行前に事がバレたら色々とうるさいじゃないの！　入間のアホだけ呼んで来いって言ったでしょ！」

「ひゅ、ひゅぇぇ……！　だって、だって！　アイツ、自分も来るって聞かないんですもの！　妙な迫力あるし、こ、断り切れなかったんですぅ‥…！」

「まあ、アンタのやる事だし。何かオチがあるってわかってたけどさ、こうくるかぁ……」

　ぼそぼそ、と小声で言い合う三人組。

　どうやら、彼女らにとっても、備前くんの登場は予想外だったみたい。

「と、とにかく話を進めましょうよ。ほら、朝あさ比ひ奈なさん！」

「う、え？」

　突然、こちらに話が向けられた。戸惑う私に構わず、東海林さんが背中をグイグイと押し出してくる。

「入間さんに、話があるのでしょう？」

「あ……は、はい」

「君が、朝比奈さん？　俺に、どんなご用事かな」

「は、はい。あの、その──」

　こうして顔を合わせるのは初めてだけど、間近で改めて見た彼の容姿は、何とも言いにくい。ぽっちゃりとしたお腹なかと、餡あん子こでも入っているのか、というようなまん丸頭。いわゆるイケメンとは程遠い、締りの無い表情。

　ただでさえ男の子は苦手なのに、こうも独特の容貌をしていては話し掛ける事さえためらってしまう。加えて、目の前にいる少年からは悪い噂うわさしか聞こえてこないのだから、舌が回るわけがない。向かい合っているだけで緊張し、体が硬くなってゆく。

　しかも、これから私は彼に告白をしなければならないのだ！

　私がまごついているのを見て取ったのだろう。イライラしたかのような早足で、七瀬さんが私の一歩前へと踏み出してきた。

「ねえ、入いる間ま？　アンタ良かったわねえ。この子、アンタの事が好きなんだってさ」

「……へ？」

　目をぱちくり、とさせ……入間君は黙り込んでしまう。

　そのまま、しばらく口を閉じていたかと思うと、彼は真顔のまま、首を傾かしげた。

「そのギャグはあんまり面白くないな。大まけにまけても四十点が良い所でござ候そうろう」

「ご、ござ？　冗談とかじゃないって！　ねえ、朝あさ比ひ奈なさん？」

「あ、え……は、はい」

「んぇ!?」

　入間くんが素すっ頓とん狂きような声を上げたかと思うと、そのまま床にへたり込んでしまった。

　そ、そんなにショックだったの……？

「な、ななな……マジで!?」

「きゃっ」

　突然、教室中に響き渡るくらいの大きな声で、入間くんがそう叫んだ。

「ほ、本当に!?　お、おおお俺の事を!?　え、何？　これ、夢じゃないよね」

「思いも掛けない超展開だな……某少年漫画誌なら打ち切りに向かってまっしぐら、だろこれ」

　わなわなと震える入間君を見ていると、今更ながら、罪悪感がわいてくる。

　申し訳なさすぎて、逃げだしたい。さっきのはウソだと、打ち明けてしまいたい。

「は、はい。あの、私は、その……」

「あ、あわわわわっ!?」

　言葉に詰まる。どうしても、二の足を踏んでしまう。

　……本当に、告白しなくちゃ、いけないの？

　今なら、まだドッキリだと言えば間に合うんじゃないか。

　しかし、そんな迷いも──

「朝比奈さん？」

　──七なな瀬せさんの声が、粉砕してしまった。

「入間、くん……」

「は、はい！」

　ドクン、ドクン、と心臓が早鐘を打つ。体の震えが止まらない。

　もう、後には退ひけない。逃げることなど、できないのだ。

「……あなたの事が、好きです。どうか、私と付き合って、くだ、さい──」

　引ひき攣つる様な声で、決定的なその言葉を言い放つ。

「……」

　……あ、れ？　どうしたんだろう。

　顔を伏せたまま、彼の反応を待つが、一向に返事が帰ってこない。

「あまりのショックで、固まっちまったみたいだな。あー、朝あさ比ひ奈なさん、だったか？」

　備び前ぜんくんの呼びかけを受け、私は弾はじかれたように顔をあげた。

「あ、はい……！」

「悪いが、その告白は諦めてくれや。コイツは三次元の女には興味がねえんだ。二次元の嫁とやらに命を賭けてる大バカ野郎でね。その男気だけは、俺様も認めてんだ。だから、ここはスッパリと未練を断ち切って──」

「よ、喜んで！　お受けいたします！」

「っておぉぉぉい!?」

　──いつの間に、復活したのだろうか？

　硬直していたはずの入いる間まくんは、顔を真っ赤にして立ち上がっていた。

「こ、この私めで良ければ、是非に！　是非にぃぃぃ！」

　見る間に、彼の表情が満面の笑みへと変化してゆく。

　その様子に圧倒されてしまい、私は口を挟む事すらできなかった。

「うっひょぉぉぉ！　遂ついに、遂にこの俺にも春が、春が来た！　ああ、諦めなくて良かった！　父ちゃん、見てるかい？　俺、やったよ！」

「待てコラてめぇぇぇ！　あの誓いは！　夕日に誓ったお前の決意は何だったんだよ！　二次元神に魂も捧ささげるとか言ってたじゃねえか！」

「はっはっは、何のことかね、亮りよう一いちクン。そんな名前の神さまは知らないなあ？」

「こ、このヤロウ……！」

　ビキリ、と備前くんの顔に青筋が立つ。すごく怖い。怖すぎる。

　だというのに、入間くんときたら、そんな彼の怒りもどこ吹く風だ。

「ま、亮一は置いとくとして。朝比奈さん！」

「な、なんですか？」

「ほ、本当に俺で良いんですか？　その、か、彼氏彼女の関係って意味で」

　もじもじ、と手を絡めて彼が悶もだえだす。その仕草がまた、ちょっと気持ち悪い。

「は、はい……よ、よろしくお願いします」

「うう……うわーん！　やった、やったぁ！　俺に、彼女ができたんだ！」

　感極まってしまったのか、入間くんが泣きだしてしまった。

「ゆ、夢なら夢でいいから、どうか覚めないでくれ！」

　彼にとっては、そんなにも信じられないような出来事なんだろうか。しきりに自分の頬ほおをつねっては離し、またつねるを繰り返している。

「あ、朝比奈さん！　ありがとう、本当にありがとう！」

「い、いえ……」




　────ごめんなさい。




　泣きながら喜ぶ彼の姿を見て、その言葉が喉元までせり上がってくる。

　少しでも気を抜いたら、全部ぶちまけてしまいそうで。私はスカートの裾を握りしめながら、必死にそれを呑のみ込んだ。

「やったじゃない、おめでとう！」

　七なな瀬せさん達を中心にしたクラスメイト達が、口々に『お祝いの』言葉を告げてくる。

「あなた達、とってもお似合いだって！　マジにそう思うし！」

「は、い……ありがとう、ございます……」

「……うん？」

　入いる間まくんが、眉をひそめた。なぜか、胡う散さん臭くさそうな目で、七瀬さん達を見ている。

「あのさ、アンタ等らは本当に朝あさ比ひ奈なさんの友達なのか？」

「はぁ？　もちろん、大切なクラスメイトよ。ねえ？」

　こつ、こつ、と肘で脇をつつかれる。慌てて、私も頷うなずいた。

「は、はい！　と、友達ですよ？」

「まあ、朝比奈さんがそう言うんならいいんだけどさ。ごめん、変な事を聞いちゃって」
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「おい、晴はる斗と！　もう良いだろ？　さっさと行こうぜ。今日は何だか俺様の右足が酷ひどくざわめきやがるんだ……貴様を叩たたきのめせ、となぁ！」

「厨ちゆう二に乙。まあ、瞬しゆんの奴やつを待たせるのも悪いし、そろそろ帰るか」

　入いる間まくんは、まだ納得しきれていない様子だったが、備び前ぜんくんの催促には勝てなかったようだ。こちらに向き直ると、申し訳なさそうに頭を下げてくれた。

「ごめん、ちょっと連れを待たせてるんでここで失礼するけれど……良ければ、その……ほ、放課後は、一緒にかえ、帰りません、か？　しょ、紹介したい奴もいるし！」

「あ、は、はい！　こちらこそ、お願いしますね」

　精一杯の笑顔を作り、彼を見送る。唇の端っこが引ひき攣つっているのが、自分でもわかった。彼に、気付かれなかったろうか？

　そうこうしているうちに、入間くん達が廊下へと姿を消す。その背中が見えなくなった所で、ようやく息を吐いた。同時に足から力が抜け、へなへなと床に座り込んでしまう。

　しばし、静寂が教室に満ち──

「アハハハハハハ！」

　──ややあって、大きな笑い声が、響き渡った。

「きゃはははは！　あのデブに告白したよ、コイツ！」

「見た見た？　あの豚ぶた饅まん頭じゆう、涙を流して喜んじゃってさ、みっともないったら！」

　彼らが居なくなった途端に、教室中がワッと沸き上がった。

　彼に対する罵倒と、私への嘲りで、だ。

「やるじゃない、アンタ！　最高だったわよ！」

「あ、うう……」

「ま、ちゃんとゲームが終わるまでは付き合ってあげなさいよぉ？　どうせあいつ、死ぬまで童貞でしょ？　あ、そうだ！　ついでにアンタがそれ、貰もらってあげればぁ？」

　七なな瀬せさんの甲高い声を皮切りに、クラスの皆が腹を抱えて笑い出した。

「何それ、マジうけるんですけど！」

「根暗女とキモオタ男、良いカップルかもねえ？　あはははは！」

　今日、私は大きな嘘うそを吐ついた。それは決して許されない、人を傷付ける為ための偽り。

　私は、この嘘を吐いた事を、この先ずっと後悔し続ける事になるだろう。

『あ、朝あさ比ひ奈なさん！　ありがとう、本当にありがとう！』

　入間晴斗くん。私の告白を聞いて、あれ程までに喜んだ彼は、このゲームの終わりに、何を思うんだろう。

　……私は、それを知るのが、恐ろしかった。
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　　　　一






　嘘うそにまみれた告白劇が終わり、迎えた放課後。

　私は〝彼氏〟である入いる間まくんに誘われるまま、校門前にやってきていた。

　なんでも、特に親しくしている友人二人を私に紹介してくれる、というのだが……

　何といっても彼らは、学園でも名物と呼ばれるトリオだ。すれ違う生徒達の視線が居心地悪くて仕方がない。

「朝あさ比ひ奈なさん、紹介しますね。まず、こっちの眼鏡めがねが、波なみ川かわ瞬しゆん。俺の幼おさな馴な染じみなんです」

「初めまして、波川です。どうぞお見知りおきを」

　そんな好奇の目も彼らにとっては慣れっこなんだろうか。入間くんの声に応じて、波川くんが涼しい顔で微笑ほほえんでくる。

「そいで、コイツはさっきもいたけど、まあ、一応。中学からの悪友・備び前ぜん亮りよう一いち」

「備前だ。ま、一つよろしく頼むぜ」

「は、初めまして……朝比奈若わか葉ばです」

「へえ、下の名前は若葉さんって言うのかぁ！　名前もとっても可愛かわいらしいや」

「って、知らなかったのかい？」

　入間くんが嬉うれしそうに声を上げるのを見て、波川くんが目を丸くしている。

「まあ、コイツも教室で対面するまで顔もわからなかっただろうしなあ。当然って言えば当然かね」

　うん、うんと頷うなずく備前くん。彼も教室で一連のやり取りを見ていた筈はずだけど、その様子を見るに、この『ゲーム』に対する疑問は持っていないようだ。

　……少し、ホッとした。

「へえ……何にせよ、喜ばしい事には変わりないか。おめでとう、晴はる斗と君」

「思う所が無くもないが……祝福してやんよ。やったな、晴斗！」

「あ、ありがとな。二人とも！」

　はしゃぐ入間くんを囲むようにして、二人が祝福の言葉を投げかけてゆく。

　その光景をぼうっと眺めながら、私は沸き上がる罪悪感を必死で押さえつけていた。

「んじゃ、目通りも済んだことだし、俺らは行くか」

「そうだね、お邪魔虫は退散する事にしよう」

　入間くんの両肩をぽん、ぽん、と叩たたき、備前くん達が踵きびすを返した。

「あれ、もう行っちゃうのか？　一緒に帰ればいいのに」

「おう、練習もあるしな」

「僕も今日は用事があるから。じゃあ、朝あさ比ひ奈なさん。僕たちはこれで」

「おう、また明日な！」

　別々の方向に歩き出した二人のその背中に向けて、入いる間まくんが大きく手を振った。

「仲が良いんですね」

「まあ、腐れ縁って奴やつッスね。気心知れてるし、何でも話せるのは良い事だと思うけど」

　そう言いながらも、友人達の事を語る彼の顔は、どこか誇らしげだ。

　……正直、羨ましいと思った。

「じゃ、じゃあ……俺達も、その、帰りましょうか？」

「あ、は、はい」

　俯うつむいたまま歩き出そうとした所で、ふと視線を感じ、後ろを振り返った。

　私達の居るこの場所は、一年の教室から良く見える位置にある。

　ゆえに──『彼女』の顔が、窓の向こうに映り込んでいるのが、くっきりと見て取れた。

「七なな瀬せさん……」

　睨にらむような、嘲るようなその視線は、私に『ある事』を要求しているように見えた。

「あの、どうかしました？」

「い、いえ！　何でもありません！」

　彼に気付かれないよう視線を戻すと、その場から逃げるように歩き出した。







　帰り道。入間くんは、遠慮がちに、ではあったけど……私に色んな話を振ってくれた。

　主な内容は、学校の事。先ほどの二人の話題を筆頭に、面白おかしく身振り手振りで語り出す。おそらく、場を盛り上げようとしてくれているんだろう。

　けれど、私は曖昧に相あい槌づちを打つ事しかできなかった。

　まさか、馬鹿正直に虐いじめられていると話すわけにはいかない。かといって、どこでボロが出るかわからないから、咄とつ嗟さに嘘うそを吐ついて誤ご魔ま化かす事もできなかった。

　彼にしてみれば、さぞつまらない女の子に見えただろう。

　やがて話題は、好きなテレビ番組や音楽、そして互いに住んでいる家の場所などに移っていった。

　これなら、大丈夫。家を教えるのに若干の抵抗はあったものの、いってみれば、問題はそれくらいだ。入間くんの質問に、私は当たり障さわりのない答えを返してゆく。

「ふーん、朝比奈さんのお家うちは、この辺りにあるのかあ」

「は、はい。もうちょっと先にあります」

　そうこうしているうちに、分かれ道に差し掛かった。

　彼の住む家は、ここから二駅離れた場所にあるというのだから、ここで彼とはお別れできる。ひとまずこれで、今日の所は終了だ。この苦行から、ようやく解放される。

　──あと一つ、『ノルマ』をこなせば、それで……

　送って行こうか、という彼の言葉をできるだけ丁重にお断りする。

「じゃあ、ここで失礼しますね！　また明日、学校で！」

　そう言って、入いる間まくんが別れの挨拶を交わそうとする。

「あ……」

「あれ、何かありますか？」

　言葉にもならない掠かすれた声に反応し、入間くんが首を傾かしげた。

　本当は、ここでさよならをしたい。けれど、私には彼に言わなくてはならない事があった。そう、果たさなければならない、『ノルマ』があるのだ。

「は、はい。その……明後日あさつての土曜日、空いてますか？」

「土曜？　えっと、たぶん大丈夫かな。それが、どうかしましたか？」

　叶かなう事なら、空いてないと言って欲しかった。けれど、そんな身勝手な願いが通じる筈はずもない。こうなれば、ヤケだ。私は腹をくくった。大きく、大きく息を吸い込む。

「あ、その……よ、良ければ、なんですけれど」

「え？」




「──私と一緒に、遊びに行きませんか？」





　　　　二






　──土曜日。私は、憂鬱な気分のまま、待ち合わせの場所に向かって歩いていた。

　生まれてはじめて経験する、男の子とのデート。本当なら、大切な思い出となるはずのものなのに、今日のそれは嘘うそで塗り固められたもの。何の記念にもならない。

　そう思うと、自然とスピードも遅くなってゆく。体のあちこちに見えない重りがぶら下がっているみたいで、歩きにくい。

　ため息をつきつつ、ふと空を見上げた。

「あ……」

　どんよりと、陰った空。まるで、今の私の心を映し出したみたいに、薄暗い。

　もういや、いやだ。泣きたくなってきた。踏んだり蹴ったりっていうのは、こういうのを言うんだろうか。

　ため息をつきながら、アプリを起動。天気予報を確かめる。

　何度確認しても、画面の中には曇りマークが点滅しているのみで、降水確率は高くない。いっそ、大雨が降ってくれれば、中止になるのに。

　そんな酷ひどい考えが頭をよぎる。けれど──




『ま、ままま、まさか！　俺に、デートイベントなんつう奇跡のフラグが立つだなんて！　ひゃっほう、人生バラ色だぁ！』




　デートの約束を取り付けた時の入いる間まくんの様子を、思い出してしまった。

　ひどくはしゃいでいた彼の様子が脳裏に浮かび……ちくり、と胸が痛む。

　そんな事を考えながら歩いていると、やがて待ち合わせの場所が見えてきた。

　スマホを取り出し、時間を確認する。……八時十二分。約束の時間まであと十五分以上ある。少し早く着いてしまったようだけど、彼は──

「あ……！」

　待ち合わせ場所である、公園の噴水。その真ん前に、見覚えのあるまん丸顔が、たたずんでいるのが見えた。

　私も緊張しているが、彼はそれ以上だったようで、傍はた目めにも気の毒なくらい震えている。かくかく笑っているその膝は、生まれたての小鹿のように頼りない。

　何となく、声を掛けるのをためらってしまう。

　私がどうしようかと迷っていると、彼の方もこちらに気が付いたようだった。

「あ、朝あさ比ひ奈なさーん！　こっち、こっちです！」

　焦あせったように手を振る入間くん。それを見ちゃったらもう、無視なんてできない。仕方なく、そちらに近付いてゆく。

　──うれしそうに、しなきゃ。朗らかに、愛想をよくして……笑うのよ、若わか葉ば。

「ごめんなさい、待たせてしまいましたか？」

　精一杯の笑顔を作り、声を掛ける。

「そ、そんな事ないですよ！　俺も、今来たところですから！」

　そこで、会話が途切れた。次に何を言えば良いのか、わからない。多分、彼も同じなんだろう。二の句が継げず、どうにも、間が持たない。

「ええと……ま、まだ時間はありますけど、先に現地に行きましょうか！」

　それを察したのか、入間くんが明るい声を張り上げた。

「は、はい。構いませんよ」

　少し救われた気持ちになり、彼と連れ立って歩き出す。

　入間くんには申し訳なく思うが、何となく周囲の目が気になってしまう。

　何だか、居心地が悪い。つられるように私の気持ちもどんどんと沈んでゆき、せっかく取り繕ってきた、この笑顔の仮面が少しずつ剥はがれてゆくのがわかった。

　当たり前だけど、入間くんがそんな事を知るわけもない。一緒に下校した時のように、ひっきりなしに話し掛けてくる。

　それに受け応えはするけれど、私の心は全く晴れなかった。

「せ、折せつ角かくのデートなのに曇り空で残念っすね！　で、でも！　その分、思い切り楽しみましょう！」

「いえ、大丈夫、です。気にして……ませんから」

「そ、そうですか！　な、なら良かった。アハハ……！」

　やがて、目的地が見えてきた。ショッピングモールの中に設置された映画館。

　これが、今回のデートの『目玉』である。

「うーん、結構混んでるなあ」

　休日という事もあり、場内は家族連れやカップルなどで賑にぎわっているようだった。

　チケット売り場だけでなく、販売コーナーにもそれなりの列ができている。

「さて、何を見ましょうか？　なんでも良いって言ってたけれど、アクションやホラーよりは、やっぱり恋愛系ですかね？」

「え……っと」

　無難なデートのスポットといえば、やはり映画館だ。時間も潰せるし、間が持たない、という事も無い。だから、私の方から彼にそう提案したのだ。

　一応、ジャンルは何でも良いいと答えはしたけど、いざ現地に来てしまうと、少し尻込みしてしまう。やはり、彼と恋愛ものを見るのだけは、お断りしたい。

「そう、ですね……今、話題のあの映画でも良いいですか？」

　そう言って、看板を指差した。華やかなデザインのイラストで飾られたそれは、見る者の興味を惹ひきつけるような作りをしている。

「ああ、『白しら百ゆ合りのロボット』ですか。うん、俺も見てみたかったし、これにしましょうか！　二席、連番で空いてるかな？」

「あ、じゃあチケットを買って──」

　いつも使い走りをさせられている癖で、チケットを買いに受付へと向かおうとする。

「あ、いいッスよ。俺が買ってきますから、ここで待ってて下さい！」

「え、で、でも……」

「気にしない、気にしない！　んじゃ、行ってきますね！」

　そう言って笑うと、入いる間まくんはチケット売り場へと駆け出して行った。

　その後姿を見送りながら、私は不思議な気分を味わっていた。

　そういえば、家族以外の誰かにこうして気遣ってもらったのは、久しぶりだ。

　最後にそうしてもらえたのは、いつだったっけ。

　私は複雑な想おもいを抱えたまま、ただただぼうっと、彼の帰りを待つのだった。







　音もなく照明が落ち、周りがだんだん暗くなってゆく。

　劇場内でのマナー勧告と共に、新作映画の予告映像が次から次へと流れ出す。

　そういえば、双ふた葉ばは本編が始まる前のこの『間』が苦手だと言ってたっけ。

　何でも、お客は予告じゃなくて本編を見に来てるんだから、その他の余計なものは邪魔なお節介！だそうだ。せっかちなあの子らしくて、微笑ほほえましい。

　思い出し笑いをしそうになって、私は慌てて口元を抑えた。

　ちょっとだけ、興奮してきた。映画を見るなんて、久しぶりだ。

　横さえ見なければデートをしている、という感覚を忘れられそうだし。

　うん。せっかくここまで来たんだし、楽しんじゃった方が得だよね。

　そんな事を思っている間に予告が終わり、映画会社のマークと共に本編が始まった。

　うん、評判なだけあって、なかなか面白い。

　絶海の孤島に住む幽霊の女の子が、ひょんな事からロボットの男の子と出会い、少しずつ仲良くなっていく様子が丁寧に描写されてゆく。

　気が付けば私は、のめり込むようにして映画に見入っていた。

　やがて、物語は佳境に入る。主人公とヒロインの切ない別れの描写が、クライマックスを盛り上げていく。思わず手に汗を握った、その時だった。

「──え？」

　突然、生暖かい感触が、私の手を覆う！　何、なんなの!?

「きゃあっ!?」

　思わず、短い悲鳴をあげて、手を払った。

　すると、すぐ隣から焦あせったような声が響く。

「あ、わ！　すすす、すみません！」

「ひ、あ、あう……」

　突然の事に動揺して、涙ぐんでしまった。心臓がバクバクと強く脈打っているのがわかる。いやだ、怖い、怖い……！

「ごめんなさい、ごめんなさい！　調子に乗っちゃって……本当にすみません！」

　必死に呼吸を整えていると、入いる間まくんが泣きそうな声で必死に謝ってきた。

　そこで、ようやく何が起こったかに気付いた。

　どうやら、入間くんは映画の雰囲気に呑のまれたのか、私の手を握ろうとしたのだ。

　彼にしてみれば、ほんの軽い気持ちだったんだろう。実際、そんなに目くじら立てて怒るほどの事じゃない。何せ、私達は『恋人同士』なのだから。

「だ、大丈夫です。こっちこそ、手をはたいてしまって、ごめんなさい」

「あ、朝あさ比ひ奈なさんが謝る事じゃないですよ！　ああ、やっちゃった……何やってんだ、俺ぇ……！」

　他のお客さんの迷惑にもなるし、その後は努めて静かにしようと心がけ、表面上は穏やかに映画を観み終わる事はできた。

　けれど、エンディングがどうだったか、なんて全く記憶に残らなかった。

　先ほどの感触を事あるごとに思い出して、身震いしてしまったからだ。

　やがて、館内が明るくなり、周りの人々が皆、席を立つ。中には感動したのか、涙ぐむ人さえいるようだ。

　しかし、私達はそんな感傷に浸ることさえできず、足早に劇場を出た。

　気まずいままに、モール内をひたすら歩く。会話も全くなくて、このまま一日が終わるのかと、そんな不安におびえていると……

「朝あさ比ひ奈なさん！　先ほどは、申し訳ありませんでした！　改めて、謝らせて下さい！」それまで黙っていた入いる間まくんが、真剣な顔付きで頭を下げてきた。

「何せ、これまでこういった経験ゼロ！　まともに女の子とお付き合いなんてした事が無かったんで、気ばかり焦あせっちゃって」

「あ、い、いえ！　そんな、謝らなくても……」

「だから、朝比奈さんさえ良ければ、さっきの穴埋めをさせてくれませんか？　まだ、お昼には早いですし、少しお店を見て回るのはどうでしょう！」

　こちらを気遣ってくれているんだろう。明るく話し掛けてくれるのは、正直言って助かった。とても、ありがたいと思う。

「は、はい。私は大丈夫ですよ。その、入間くんがそうしたいならば」

「ありがとうございます！　それじゃ、まずはそうだなあ」

　彼が、大きな頭を振りながら、キョロキョロと辺りを見回す。

　私も釣つられるようにして目線を動かすが、立ち並ぶお店と、そこではしゃぐ人達に圧倒されて、どうにも候補が絞り込めそうになかった。

　それでなくても、このショッピングモールに来るのは、私も初めてだ。普段、あまりお外に出かける事もないし、こういった時に適切なお店の選び方もわからない。

「っと、お？　アレなんていいかな？」

　不意に一点に目標を定めたかと思うと、入間くんがパチン、と指を鳴らした。

「時間つぶしにも丁度良いし、あそこのゲームコーナーに行きましょうか」

「あ、はい」

　思わず了承の返事をしてしまい、そのまま彼に促されるままに、後を付いていく。

　お店に近付くにつれ、賑にぎやかなＢＧＭが私の耳に聞こえてきた。どんどん大きくなるその音に、なんだか足が竦すくみそうになる。

　けれど、結局。私は、流されるままに中へと足を踏み入れた。

「わあ……」

　店内は予想通り、うるさいくらいに盛況だった。

　あちらこちらから楽しそうな笑い声が聞こえてくる。子供の数が特に多いようで、親にゲーム代をせがんだり、友達同士ではしゃぎ合ったりしているようだ。

「……なんだか、すごいですね」

　お店の中には様々なゲームの機械？　が所狭しと立ち並んでいる。私でも知っているクレーンゲームに、あれは……釣つり竿ざおかな？　それにあっちは、競馬？　すごい、どうやって遊べばいいのか、想像も付かない。

　こういったお店に入るのは、初めてだ。不安もあったが、同時に何だか新鮮でもあった。

「ふうむ、新作も増えているみたいだな。朝あさ比ひ奈なさん、何で遊びましょうか？」

「えっと、ごめんなさい。私、こういった所に来たこと無くて」

「あ、なるほど！　それでは不肖、この入いる間ま晴はる斗とめがご案内いたしましょう」

　朗らかに笑いながら、彼は不慣れな私を先導してくれた。

　何でも、ここはメダルゲームが主体であるそうで、現金を交換して遊ぶのだとか。

　お財布を取り出そうとした私を制し、入間くんが交換機にお札を入れる。ジャラジャラと銀色のコインが取り皿に流れ落ちてきた。

「あの、私が出します！　さっき、映画の代金も払ってもらっちゃったし」

「でも、飲み物は朝比奈さんが買ってくれてたでしょ？　それでチャラだよ。チャラ。あれ、嬉うれしかったなあ。こういう言い方はアレかもだけど、朝比奈さんって気が利くんスね」

　照れたように頬ほおを掻かくと、入間くんはメダルが溜たまった皿を両手に抱えた。

　チャラなら、それこそ私の遊ぶ分は私が払うべきだと思うのだけど……

　しかし、そこはどうしても譲れないらしい。彼が特別そうなのか、それともデート中の男の子は、みんなこうなのだろうか……わからない。

「さてっと、まずはどれで遊ぼうかな。女の子がやりやすいゲームって言ったら、ＵＦＯキャッチャーとか？　でも、ここの台はアームが弱いからなあ。景品も微妙だし。と、すると……ああ、そうだ！」

　入間くんが一台のゲーム台を指差し、もう片方の手で私を手招きする。

「確か、朝比奈さんはクイズ番組をよく見るって言ってましたよね？」

「あ、はい。それが何か？」

　そういえば、彼と一緒に学校から帰る途中、好きなテレビ番組の話をちらっとしたっけ。でも、ソレがどうかしたのかな？

「じゃあ、これをやってみるのは、どうでしょうか？」

　筐きよう体たいに近付いてみると、台の上に妖精、だろうか？　羽を生やした可愛かわいらしい少女のお人形が設置されており、手足をピョコピョコ動かしているのが見えた。

「これは、簡単に言うとクイズゲームです。画面を押して幾つかの答えの中から正解を選ぶだけなので、ゲーム初心者でも問題なく遊べると思いますよ」

「へえ、色んなゲームがあるんですね」

　よく見ると、妖精はクエスチョンマークの形をした杖つえを持っている。横に書かれた説明書きを読むと、これで画面をタッチしてゲームを進めていくのだとか。

　あまり気が進まなかったが、折せつ角かく誘ってくれたのだし、少しくらい、いいかな。

　ちょぴりドキドキしながら、椅子に腰掛ける。

　座るのと同時に、ちゃりん、という小気味の良い音が響く。どうやら、入いる間まくんがメダルを投入してくれたらしい。

「不思議な魔法の世界にようこそ！」

　画面が光り、音声が聞こえてきた。どうやら、ゲームが始まるらしい。

「人々を苦しめたテラードラゴンを倒す為ため、クイズを解いて伝説の武具を手に入れて！」

　可愛かわいらしいキャラクターたちが画面に現れ、何やら問題を出してきた。

　それを眺めていると、入間くんがさり気なく口を挟み、操作方法を教えてくれる。この妖精人形を使って画面に触れ、出て来る問題を時間内に解いていけばクリア、らしい。

「ええと、山梨県の県庁所在地は何ど処こか、ですか。これは、確か……」

　ファンタジーなのに意外と現実的な問題が出てくる事に面食らうが、答えはわかる。

　画面には「Ａ・甲こう府ふ」「Ｂ・南みなみアルプス」「Ｃ・甲こう州しゆう」の三択が並んでいる。これのどれかを選べば良いのね。

「む、いきなり難問だな。これは南アルプスが妖しい気がするぜ……！」

　うん甲府、よね。Ａを選択……っと。

「正解です!!」

「わ、わわ!?」

　次の瞬間、モニターの中から大きな歓声が響き渡り、ＢＧＭが高らかなファンファーレを奏でだした。これは、もしかして──

「あ、当たった、の？」

「凄すごい、大当たりですよ！」

　ぱん、と手を叩たたきながら入間くんが声をあげた。

「俺なんて、全くわからなかったっすよ。朝あさ比ひ奈なさん、あったまいいなあ！」

「そ、そんな。大したことじゃないですし……」

　大はしゃぎで正解を褒ほめ称たたえられて、私は慌てて否定する。けど、入間くんはそれを謙遜だと受け取ったみたい。すごい、すごいと子供みたいに騒いでる。

　ほ、本気で言ってるの？　褒められ慣れていないせいか、体がむずむずしてくる。

　けど……

「え、えへへ」

　……悪い気は、しなかった。

「さあ、この調子でどんどん解いていきましょう！　目指すは全問クリアーですよ」

「は、はい！」

　威勢の良い掛け声に背中を押され、私は再び画面に向き直る。

　そうして、とても不思議な時間が始まった。




「トウモロコシの原産地……？　あれ、日本じゃないの？」

「……えっと、確か前にテレビで見た事があります。中央アメリカだそうですよ」




　次から次に表示される問題を、彼と一緒に解いていく。




「百万の大軍をたった三千人で撃破した戦い……？　そ、そんなのあるんですか？」

「あ、これネットで見た事があるかも。何だっけなぁ。チートで有名な光こう武ぶ帝ていのエピソードで、確か陽ひが昇りそうな名前だったような」

「むむ……？　じゃあ、この昆こん陽ようの戦い、ですか？」




　時には一緒に悩み、またある時は、わかった答えに口を揃そろえて声を出して。




「へえ、知らなかったなあ。マラソンの語源って古代ギリシャの都市だったのか」

「もっと詳しく言えば、アテナイ軍の勝利を告げて力尽きた伝令にちなんで、だとか。走る距離も、マラトンからアテナイまで走り続けた実際のソレを元にしたらしいですよ。ああ、そうそう。マラソンと言えばですね──」




　次第に会話にも熱が籠り、何い時つになく饒じよう舌ぜつになっていくのが、自分でもわかった。




「よぉっし！　正解！　大正解！」

「さあ次、行きますよぉ！　何でもドンと来いです！」




　──それは紛まぎれもなく「楽しい」ひと時であった。







「い、いよいよ、最後の問題ですね！」

　何だか、興奮してきた。これで終わってしまうのが勿もつ体たいないとさえ思う。

「俺も、ここまで来たのは初めてですよ。さあ、ラスト……気合入れていきましょう！」

「はいっ！」

　双ふた葉ばはスマホのアプリでよく遊んでいるようだったが、私はどうにも苦手意識があり、触らずじまいだった。だから、ゲームなんて子供の時にやったきりだ。しかも、途中で投げ出す事も多く、クリアしたゲームなど一つもなかった。

　しかし、ここまで来たら、このクイズゲームだけは是非とも全問正解してみたい。

　さあ、最後はどんな問題なのか……

「おや、最後は英文、かな？」

「ええ!?」




『Ｉｎ ｍｙ ｂｏｏｋ　ｙｏｕ ｓｈｏｕｌｄ ｓｔｏｐ ｓｍｏｋｉｎｇ．の意味を訳せ』




　──画面には、そう表示されていた。

　まずい！　私は英語だけは大の苦手なのだ。他の教科ならばそこそこ高得点を取れるのに、これだけはいつも赤点スレスレだ。

「よりによって、最後が英語の問題だなんて……！」

　それでも泣き言を言ってる暇は無い。

　こうしてる間にも、制限時間は刻一刻と迫って来るのだ。

　か、考えなきゃ！　冷静に、冷静になって答えをようく見るのよ！

　三つの、選択は──




　Ａ　私の本には、あなたが禁煙すべきだと記されている




　Ｂ　私の意見では、あなたは禁煙するべきです




　Ｃ　禁煙する方法は、私の本の中に載っている




　ええっと、ｂｏｏｋは本！

　だから、禁煙に関する事が本に書かれている、で間違いないはず！

　じゃあ、Ｂは引っ掛けか。でも、こういう場合、明らかに他の二つと内容が違うモノこそ正解だと言うケースも十分考えられる。

　でもでも、意味を考えるとあり得ないわけで……！

　ああ、頭がこんがらがってきた。目の前では、残り時間を示すデジタル数字がゆっくりとゼロに向かって進んでゆく。

　ただでさえ、見たくもない英文を自分の目で直視しているのだ。

　それが混乱に拍車をかけて、にっちもさっちも行かなくなってしまう。

　一度わけがわからなくなってしまうと、もう駄目だ。

　私の昔からの悪い癖。選べない、決められない。

　そうして、いつだって何かに乗り遅れるのだ。

　もう、カウントが三十を切った。ああ、もう、駄目──

「……ｂｏｏｋには、色んな意味があるんですよ」

「────え？」

「予約や記帳、なんかもそうだし。ある一定の文字を付け加えれば、ガラリと意味が変わってしまうんです」

　突然聞こえてきた穏やかな声に驚き、そちらを振り返る。

「入いる間ま、くん？」

「これは意地悪な引っ掛けですよ。だから、仲間外れにされている奴やつを選んであげたらそれでいいんです」

　目を閉じたまま、ゆっくりと。言い含めるように言葉を掛けてくれる。

「仲間外れにされるの、俺は嫌だなあ。だから、仲間に入ってもらいましょう？『正解』という、朝あさ比ひ奈なさんの答えの中に、ね」

　仲間外れ──その言葉が、胸に重く響く。

　そうだ、この言葉は「私」と同じなのだ。仲間外れにされるなんて悲しいし、許せない。

　──だったら、選ぶ答えは一つしかないよね。




　→Ｂ　私の意見では、あなたは禁煙するべきです




「正解です！」

　その瞬間、今までのＢＧＭを遥はるかに上回る大音声で、荘厳なファンファーレが鳴り響く！

　絢けん爛らん豪ごう華かなそれは、まるでオーケストラのように私の心を揺さぶり打った。

「やりましたね！　全問正解、ゲームクリアーですよ！」

　茫ぼう然ぜんとしている私の前で、入間くんが笑いながら手を振り回した。

「やった……？　あ、あは……あはははは！　やった、やったぁ！」

　一瞬遅れて、体中を達成感が駆け巡る。

　たかがゲーム、お遊びだというのに、この充実した気持ちはなんだろう！

　久しく感じていなかった、自分が何かをやり遂げたという確かな喜び。それが後から後からあふれて、止まらない。うれしい！　すっごく、うれしい！

「でも、最後の問題は入間くんのおかげですよ。クイズ、得意なんじゃないですか！」

「え、英語だけは昔から得意中の得意で……ハハ、他は全然駄目のダメダメだけど」

「謙遜しないでくださいよ。本当に、凄すごいと思ってますから！」

　なんだろう。自分でも驚くくらい、声が弾んでる。

　それに戸惑う間もなく、彼が照れ臭そうに笑う。

「朝あさ比ひ奈なさん、疲れてません？　もし、そうでなければ他のゲームも色々遊んでみませんか？」

「は、はい……是非！」

　普段なら遠慮しそうなその申し出を、この時の私は何な故ぜか、素直に受け入れていた。




　──それからはもう、凄かった。




「これ、面白いですよ！　こっちの釣つりゲーはホントリアルで！」




　入いる間まくんは、私の知らないゲームを次から次へと教えてくれる。




「これなんて最高ですよ！　二人プレイもできますから、今度は一緒にどうです？」




　それは、今まで感じた事の無い……とても不思議で、どこか心地良い時間であった。







「あ、もうこんな時間ですね」

　気が付けば、時計の針が午後一時に差し掛かっていた。

　映画を見終わり、ここに入ったのが十一時前だから、二時間以上も遊んでいた事になる。

「そろそろ、腹も減ったし、お昼ご飯にしましょうか！　ここ、ランチが美お味いしいお店があるんですよ。良かったら、そっちで────」

　お昼……そうだ、忘れてた！

「あ、あの。それ、なんですけど……」

「あ、まだお腹なか空すいてませんでした？　それなら──」

　彼の返答を待たず、バッグを開けて『それ』を取り出した。

　布でラッピングされた長方形の箱二つが、光にあたってうっすらと輝く。

　ゲームを円滑に進めるため、と笑う七なな瀬せさんの姿がそれにダブる。

　そう、これが。今日の為ために作って『こさせられた』お弁当であった。

「……え？　こ、これってまさか！」

「は、はい。お弁当です」

「アサヒナサンノ　テヅクリノ？」

「はい、そうですが？」

　突然、入いる間まくんがカタコトで喋しやべり出した。さっきの映画のロボットみたいだ。

　ど、どうしたんだろ？　それに、ものすっごい目でお弁当を見つめてるんですけど!?

　これが、何か──

「──あ、そっか！　ご、ごめんなさい！　今日、用意してくるって言わなくて！」

　きっと、今日の為ためにわざわざお店を調べてくれていたんだろう。もしかしたら、予約なんかもしていたかもしれない！　だとしたら……

　入間くんが腹を立てるのを想像し、私は思わず身を震わせてしまった。

「ウオオオオオオオオオオオオ！」

「ひゃいっ!?」

　突然、彼が大声を張り上げた！

「な、なななななな!?」

　一体、何？　何が起こったの!?

　混乱する私を余よ所そに、入間くんは狂ったように叫び続けた。

「うう、女の子からの手作り弁当……！　伝説の武具にも劣らぬ究極のアーティファクトが俺の目の前にあるなんて！　うわぁぁぁん！　生きててよかったよぉぉぉ！」

「あ、あの！　落ち着いてください！」

　どうやら、怒ってはいないようだけど、こ、この反応は流石さすがに恥ずかしい！

「うう、人生ってかくも素晴らしきものだったんだなあ！」

　人目もはばからず、泣き出した彼に戸惑ってしまう。

　感情が本当に豊かで、コロコロと変わっていく。

　何というか、見ていて飽きない人だなあ……。





　　　　三






「どうですか？　ここ、結構落ち着いて食べれるでしょう？」

「はい、そうですね。こんな所でご飯が食べれるなんて、盲点でした」

　入間くんのおすすめに従い、私達は市民会館へとやってきた。

　ここは、休日も習い事やサークル活動で広く一般に開放されているらしく、館内には食事を取るためのテーブル席なども用意されていた。

「俺もね、ちょくちょく利用させてもらってるんですよ。ここは一階が常時開放されているから、家族連れの人なんかもよく来るみたいで」

　もう、十一月も半ばだ。それでなくても陽ひは陰っているし、外は予想以上に寒い。温かい場所でご飯を食べられるのは嬉うれしい。

「それにしても、ほんっとに、朝あさ比ひ奈なさんの作ったお弁当は美お味いしいです！」

「あ、ありがとうございます」

「これもうまいなあ！　こっちも美味しいなあ！　ああ、幸せだなあ……！」

　彼は、見かけ通りの食いしん坊だったようで、気持ちの良いくらいの食べっぷりを見せてくれた。

　ひょいひょいひょい、とお箸がリズミカルに動き、みるみるうちにお弁当箱が空っぽになっていく。本当に嬉しそうに、楽しそうにご飯を平らげる彼を見ていると、なんともいえない気持ちになる。

　──このお弁当、私がそうしたくて作ってきたわけじゃないのに。

　そもそも、今日のデート自体、七なな瀬せさん達の指示によるものだ。

　入いる間まくんとのお昼ご飯用に、手作りのお弁当を用意するようにと言われたのも、そう。

　ゲームを手早く進める為ため……等と言ってはいたが、何の事はない。ようは私と入間くんを笑い者にして楽しみたいんだろう。それがわかっているから、お弁当を作っているときも、気が重くて仕方がなかった。

　けど──

「マジうめぇっすよ！　もう、この玉子焼きだけで白メシ三杯はいけるっていうか！」

「……ふふふ」

　──こんなに喜んでくれるのなら、作って来て良かった、かも。

　そんな風にさえ思える自分が、何だかおかしかった。

　入間晴はる斗と。彼は、とても不思議な人物だった。喜怒哀楽がはっきりしていて、おまけにそれが嫌いや味みに感じることもない。

　直接話すようになって、まだ数日しか経たっていないけど、噂うわさで聞いていた人物とは随分違うように思う。

　今日だって、えっちなゲームの話とか、いわゆるオタクっぽいアニメや漫画の話を延々と聞かされるのではないかと戦々恐々としていたのに……そんな事は全くない。

　むしろ、逆にこっちを色々と気遣ってくれているのがわかる。

　何より、人見知りの激しい私が、いつの間にか普通に話している事に驚いた。

　なんというか、今まで出会った事のないタイプの男の子だった。

　そんな風に、彼の事をじっと見ていると──

「おっと、食べてばかりで申し訳ないッスね！　ついつい、美味しくて」

「あ、いえ！　大丈夫ですよ」

「しかし、本当に料理が上手なんですね。ウチの母ちゃんとは雲泥の差ですよ。ひょっとして、お家うちでもよくご飯とか作っているんですか？」

「そうですねぇ、お母さんのお手伝いはよくしますよ。妹が料理だけは苦手なので、代わりに私が──って、しているうちに、自然と上達したというか──」

　どういうわけか、あの子は包丁の類たぐいを使うのが苦手なんだよね。むしろ手先は器用な方なのに、どうしてなんだろう。同じ双子なのに、得意不得意が出てくるから不思議だなあ。

「あ、妹さんもいるんですか？　じゃあ、朝あさ比ひ奈なさんのおうちって四人家族？」

「はい、そうです。みんな、とっても仲が良いんですよ」

　家族の話をするのは好き。それだけで、気分が良くなってしまう。

「さっき話に出た双子の妹の双ふた葉ばは、私の自慢なんですよ？　私と違って明るくて朗らかで優しくて。運動神経も抜群ですし、とってもお姉ちゃん想おもいの良い子なんですから！」

「うーん、それは羨ましい。ウチとは大違いだ」

「お母さんは怒ると怖いけど、いつもお淑しとやかで優しいですし」

　母の、あの物腰の柔らかさと優雅さには子供の頃から憧れていた。

　少しでも近づけるようにと、お母さんのように敬語を使い出したのは、いつからだったっけ？

「それで、お父さんはちょっと変わった趣味を持っていますが、唯一の男手だけあって、とっても頼りになりますし」

「変わった趣味？」

「バンダム、でしたっけ？　ああいうプラモデルをよく集めているんです。部屋が埋まりそうなくらい箱を積み上げてたり……」

　母はその辺に関しては大らかなので、一定の度が過ぎるまでは父の趣味に干渉しない。

　一度、作ってもいないプラモの箱が部屋を圧迫し過ぎて、ダイニングにまで浸食した時に雷が落ちたくらいだ。

　私の目にはどれも似たような物に見えるけど、父にとってはそうじゃないのだろう。楽しそうにプラモを作っている様子は、見ているこっちまで微笑ほほえましい気持ちになってくる。

「バンダムは俺も大好きですよ！　Ｍ91はマジ名機っていうか……っと、いけね」

　入いる間まくんが、慌てたように口をつぐんだ。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ何でもないんですよ。何だか愉快そうなお父さんだなあ、と」

　そう、その通り！　私は身を乗り出すようにして、父の素晴らしさを力説する。

「はい、とっても優しくて面白いお父さんです！」

「……朝比奈さんは、お父さんの事が大好きなんですね」

「ええ。お父さんも、お母さんも双葉も！　みんな、みんな大好きです！」

　何よりも、誰よりも大切な家族。彼らの話なら、いくらでもできる。

　入間くんは、そんな私の話に呆あきれた様子もなく、優しい笑顔で頷うなずいてくれた。

「えっと、入いる間まくんのお父さん達は、どんな人なんですか？」

　ふと、気になってしまい、そんな言葉が口に出た。

　こんな愉快な男の子を育てたお父さんたちって、一体……。

「ん？　俺の父ちゃん達ですか？」

　ニコニコと笑ったまま、入間くんがぴょこん、と人差し指を立てた。

「父ちゃんは、中学校の教師をやってたんですよ。子供の頃は俺もよく礼儀作法とか注意されたっけ」

　学校の先生とは意外だった。彼の破天荒ぶりからは、とてもそんなマジメで厳しい父親がいるようには見えない。

「けっこー、あれで愉快な性格をしていて、くだらないギャグなんかもよく飛ばしていたっけなあ。酒が入ると泣き上じよう戸ごになるのは困ったけど」

　そう言いながらも、彼の言葉は弾んでいるように聞こえる。実に、楽しそうだった。

「ま、怒るとやたらと厳しかったけどさ。でも、俺にとっては大事な父親ですよ」

「へえ……」

「それで、母ちゃんの方はまさに正反対！　肝きもっ玉も太い上に負けず嫌いだし。この間もスーパーの大売出しに一番乗りするんだと言って、この寒いのに朝の四時から店の前で張り込んでたんですよ？」

　朝の四時から!?　それは何というか、すごい行動力だ。

「俺は止めたんですけど、美み冬ふゆ──妹の奴やつまでそれに乗っかるもんだから、一緒に付き合う羽目になっちゃったし……」

「あれ、入間くんのお家うちも妹さんがいるんですか？」

　そんな話は聞いた事もなかった。という事は、彼の家も四人家族なのかな？

　少しだけ、親近感が沸いてくる。

「ええ、二つ下の十四歳でしてね。美冬っていうんです。俺に似ずに顔も頭も良くてね。いわゆる才色兼備ってのかな？　だからってわけじゃないけど、瞬しゆん──波なみ川かわの奴がもう、べた惚ぼれでね。暇さえあればメッセを飛ばしまくってるみたいなんすよ」

　あの波川くんが、彼の妹さんに？　何だか、想像がつかない。

「ただ、ウチのはそっちの愛らしい妹さんと違って、極度のドＳでねえ。自分に惚ほれてるってわかってるからか、瞬を振り回すだけ振り回して楽しんでやがるし……」

「あはは、た、楽しそうなご家族なんですね」

「ホント、毎日が賑にぎやか過ぎてたまんないっスよ！」

　辟へき易えきしたように肩を竦すくめるが、その顔は相変わらず楽しげだ。

　入間くんの家族も、きっと明るくて良い人たちなんだな、と想像できた。

　彼の話を聞いて、そんな風に和んでいると、入間くんが急にもじもじと体をよじり始めた。

「と、ところでそのう……ちょっと、聞いておきたい事があるんですが」

「何ですか？」

　首を傾かしげて問い掛けると、彼は迷うように目を伏せた。

　そのまま二、三度深呼吸をし、息を整えたかと思うと──

「あ、朝あさ比ひ奈なさんは、俺のどこを好きになってくれたんですか!?」

「え!?」

　突然の質問に、思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「あ、えっと、その……！」

　まずい！　事前にそう聞かれた際の応答まで考えていたのに、いざ本番となると、言葉が上う手まく出てこない！

「あ、ご、ごめんなさい！　む、無神経な質問でしたよね！」

「い、いえ！　あの、その──」

　焦あせれば焦るほど、舌が回らなくなっていく。何か、何か言わないといけないのに。

「あ、言わなくてもいいんですよ？　ちょっと、気になっただけ──」

「とーちゃん！　あそこ、あそこみて！」

「……え？」

　突然、何ど処こからか甲高い子供の声が聞こえてきた。

　驚いて、辺りを見回すと、幼稚園児くらい、だろうか？　ちっちゃな男の子が、興奮した顔でこちらを……というか入いる間まくんの方を指差していた。

「でっかいブタさんが服着てごはんたべてる！　何あれ、ぬいぐるみ!?」

　子供は素直だ、素直すぎる。コメントに困る言葉を平気で使いこなすんだから。

「すっげー！　おれブタさん、こんなちかくで見るの、はじめて！　あれだけ大きいと食いでがあるね！　どんだけトンカツ作れるのかな？」

「あ、あの、入間くん、その……」

　子供の言う事だから、とフォローを入れようとするが、少し遅かった。

　こちらが見ている事に気付いたのか、男の子が凄すごい勢いで走り寄ってきたのだ。

　そのままジロジロと、舐なめるような目つきで、入間くんの周囲を回りだす。

「わあ、ちかくでみると、なおでっけぇ！　おはだも、アザラシのあかちゃんみたいにしろい！　しろブタさんだ！」

「アザラシレベルの白さの評価。ほほう、中々見所のある少年だな」

　悪気は無いとはいえ、身体的特徴をからかわれているのに、入間くんは涼しい顔だ。

　見知らぬ子供に纏まとわりつかれていることを、全く気にもしていないみたい。

　これは、どうしたものか。私も反応に困っていると……

「こら、太た一いち！」

　少し離れた所から、大声が聞こえてきた。

　そちらを振り向くと、声の主はまだ若い男性だった。

　この子のお父さん、かな。泡を喰くったように駆け寄ってきたかと思うと、男の子の首根っこをひっつかんだ。

「失礼だろ！　その人はブタさんじゃない、人間だ！」

「そうなのか？　じんたいってすげぇな！」

「感心するんじゃなくて、謝りなさい！　すみません、この子が失礼な事を言ってしまって！」

　男の子の頭を掴つかみ、そのまま親子そろって頭を下げてくる。

「ブタ扱いされるのはいつもの事ですんで、気にしないでください。ええと、太一くんって言うのかな？」

　ソファーから降りると、入いる間まくんは床に膝を突き、目線を男の子のそれに合わせた。

「ブタさん、好きなのかい？」

「うん！　だいすき！　ぶひぶひ可愛かわいいし、たべてもおいしい！」

「そっかそっか。トンカツ美お味いしいもんなあ。俺も父ちゃんとよく食べたもんだよ」

「そうなの？　ブタさん──じゃなくて、えっと──」

　彼を知的生命体と認めてくれたんだろうけど、今度は呼び方に困ってしまったらしい。

　そんな太一くんの頭を撫なでながら、入間くんが微笑ほほえんだ。

「俺かい？　入間晴はる斗と、だよ。言えるかな？　は・る・と！」

「はると、って言うのか！　よろしくな！」

「こら、お兄ちゃん、だろ！　まったく、どうしてそう遠慮がないのか……！」

「素直で良い子じゃないですか。こちらこそよろしくな、太一くん」

　ガッチリ握手を交わし、ニマッと二人が笑い合う。

　見知らぬ子供、それも自分をブタ扱いした子とあんなに早く打ち解けられるものなの？

　太一くんと入間くんの大小コンビは、私達をそっちのけで、ワイワイ楽しそうにお喋しやべりをし始めた。

「何だか、邪魔をしちゃってごめんね。デート中だったんだろう？」

　それを察したか、太一くんのお父さんが申し訳なさそうに私に話し掛けてきた。

　知らない人と話すのは、どうも苦手だ。どうしても、しどろもどろになってしまう。

「あ、いえ。そのぅ……」

「あいつ、本当に物もの怖おじしないからさ。誰に似たんだか、全く」

　ハアッとため息を吐つくお父さん。色々、苦労しているのかもしれない。

　でも、そんな太一くんを見る目はとても穏やかだ。きっと、仲の良い親子なんだろうな。

「ほら、お兄ちゃんたちの邪魔をしちゃ駄目だろ。もうすぐ映画も始まるし、行くぞ」

「そうだ！　きょうはえいがをみるんだった！」

「お、太た一いちくん達も映画を見に行くのかな。俺達も午前中に見てきたよ」

「そうなの？　おれたちは、ペンギンさんをみにいくんだ！」

「ああ、あのアニメかな。結構評判良いし、面白そうだと思ってたんだよなあ」

　そのアニメの話は、私も聞いたことがある。テレビでもよく宣伝をしていたっけ。

　確か、内容は……

「やおやさんもいっぱいでるらしいし、たのしみ！」

　……あれ？　そんなの出たっけ？

「あー、八や百お万よろずの神さまの事か。八百屋じゃないって何度も言ってるのに」

　ああ。そうだ。確か、人々からの信仰が無くなり、消えそうになった神さま達を外から来たペンギンが救う、とかいうハートフルアニメ、だった。

「やおやさんじゃないの？」

「八百万の神さまって言うのは、簡単に言えばね。この日本には数えきれないくらい、いーっぱい、神さまがいるってことさ」

　こういう話に詳しいらしく、入いる間まくんが両手を広げて説明しだした。

「火とか雨とか雷とかもそうだし、凄すごい所ではトイレにもいるんだよ」

「べんじょにもいるの!?　神さま、すごい！　ますますたのしみ！　父ちゃん、はやくいこう！」

「わかった、わかった。その前に、お兄ちゃんたちにちゃんとご挨拶してからな？」

　やがて、彼らは仲良くお喋しやべりをしながら、市民会館を出てゆく。

　元気な男の子と、優しいお父さん。何だか、こっちまで微笑ほほえましくなってくるような光景だった。

　彼も、そう思ってくれているかな？　少し気になって横を見た。

　入間くんは、彼らの様子をじっと見つめている。

　どこか、その横顔が寂しそうに見えたのは、私の気のせいだろうか。

「……ご飯、続きを食べましょうか」

「あ、は、はい！」

　何がどうというわけではなかったけど、会話が途切れてしまう。

　さっきまでは普通に笑いながら話せていたのに、どうしてかなあ。

　そのまま、つつがなくお弁当も食べ終わり、私達も外に出る事にした。

　午前中とは違った意味で、間が持たない。こういった時、何かを話さなきゃいけないとは思うのだけれど、言葉が出てこないのだ。

「とっても、元気の良い子でしたね」

「あ──は、はい！　そうですね」

　また気遣ってくれたのだろうか。彼がふっとそんな風に話しかけてきてくれた。

「でも、入いる間まくんって色んな事を知っているんですね。八や百お万よろずの神さまの説明とか、ぽんと出てくるなんて」

「ちょっとした雑学ッスよ。ああいうお話、好きなんです」

「ふぅん……？」

　そう言って、入間くんが笑う。

　偉そうに知識をひけらかす訳じゃなく、子供にもわかりやすく、ああやって噛かみ砕いて説明できるのは、すごいと思うけどなあ。私にはとてもできそうにない。

「でも、太た一いちくんの見るって言ってたアニメ、何だか切ないですね。誰からも忘れられて、消えちゃう神さまなんて」

　何となく、私自身の境遇と重ねてしまう。

　もしも、自分がいなくなったら……すぐに、その存在なんて誰も気にしなくなってしまうのではないか。そんな、不安に駆られてしまった。

　すると、入間くんが急に立ち止まり、ふっ、と曇り切った空を見上げた。

　何か、気に障さわる様な事を言っただろうか？　不安がる私に、しかし彼は穏やかな口調で語り始めた。

「この世界には、目に見えない何かが、本当にいるかもしれませんよ」

「え？」

「普段は誰の目にも映らないけれど、きっと『彼ら』はそこにいて、俺達の事を見守ってくれているんじゃないかな」

　いきなり、不可思議な事を言い出されて、正直、戸惑ってしまう。

「彼ら？　神さまとか、妖精、みたいな？」

　でも、その語り口は茶ちや化かすような類たぐいのものではなく……私も、釣つられて話に乗ってしまった。

　子供の頃、母から聞かされた古いお伽とぎ噺ばなしを思い出す。

　彼ら、彼女らは何ど処こにでもいて、自然の営みを守り、人間たちの生活を良くしてくれているのだとか。

「お、妖精さん、という表現は面白いですね！　知ってます？　西洋のある地域の伝承では、人は死ぬと妖精に生まれ変わるそうですよ。特定の誰か以外には姿も見えず、声を聞く事もできないなら、日本の幽霊と変わりないかもしれませんね」

　幽霊……午前中に見た映画のヒロインがそうだったっけ。

　主人公であるロボットにしか見えず、声も聞こえない。一人ぼっちの女の子。

「──彼らは、何処にでもいるんじゃないでしょうか。火にも、水にも。もちろん、この土にも」

　入いる間まくんがまん丸の体を更に丸め、足元の土を手に取る。

「そして──風、にも」

　その手から土が零こぼれ、風に舞いながら空へ散ってゆく。それは、何だかとても幻想的な光景だった。

「皆、心の何ど処こかでは信じているんですよ。そういった彼らが確かにここにいて、俺達を見守ってくれている、という事を。きっとね、どれだけ時がたっても、たとえ俺達が死んでしまったとしても……完全に忘れられることなんてないし、忘れない。だから、どんなに寂しくても、辛つらくても──耐えられるんです。思い出はちゃんと、この胸に残ってるから」

　私は、息をするのも忘れたように、ただただ彼の言葉に耳を傾けていた。

「──実は俺、妖精さんとお話ができるって言ったら信じます？」

「へ!?」

「最初に会った時、あいつらが教えてくれたんですよ。朝あさ比ひ奈なさんが、優しい女の子だってね」

「え、ええええ!?」

　突然、おかしな事を言い出されて、混乱してしまう。

　何と言っていいものか、言葉に詰まっていると……

「なーんて、ね！」

　急に、彼がへにゃっとした、だらしのない笑みを浮かべたではないか！

「あ、騙だましたんですね！　今までのは全部嘘うそですか!?」

「ぷぷっ、朝比奈さんは純粋ッスね！」

　ころっと騙されてしまった！　いや、信じる方がどうかとは思うけれど！

「もうっ　あのですね──」

「元気は、出ましたか？」

「──え？」

　文句を言ってやろうと口を開く、まさにその瞬間を狙ったように。彼が、出し抜けにそんな事を言ってきた。

「あ、あれ？」

　言われて、気付く。何い時つの間にか、嫌な気持ちや寂しく切ない気持ちは何処かに飛んで無くなってしまっていた。

「朝から何だか元気がなかったから、心配していたんですよ。ま、まあ映画館のアレは俺のせいですけど……」

　入間くんはそう言うと、照れたように頬ほおを掻かき、ほっと息を吐いた。

「どうやら、大丈夫みたいですね。良かったぁ」

「あ──」

　何、だろう。今、何かこう、心がふわっとした、ような……

　今日は、来て良かったのかもしれない。

　悪くない……ううん、とても楽しいデートだった。心から、そう思う。

　──しかし。

「……ッ!?」

　スマホから鳴り響く着信音が、その平穏な気持ちを切り裂いた。

　このメロディは、予あらかじめ登録しておいたものだ。特定の誰かからメッセージが届いた時、すぐに判別できるように。そう、つまり。この相手は……




【七なな瀬せ郁いく美み：デートの具合はどうなのよ（笑）　さっさと証拠の写真、送んなさいよね】




　一瞬で、心が冷える。ああ、やっぱり現実は『こう』だったんだ。忘れてた。

「ど、どうかしましたか？」

「いえ、大したことじゃありません。それより、お願いがあるんですが」

　その言葉を告げるだけで、心がじくりと痛む。

「お、俺でできる事でしたら、何でも言ってくださいよ！」

「……ごめんなさい、じゃあ──」

　震える手で、スマホを差し出す。

「──私と一緒に、写真を撮ってくれませんか？」





　　　　四






　それからしばらくして、私達は駅への帰り道を歩いていた。

　まだ時間も早くはあったが、私が疲れていると思ったのだろう。

　入いる間まくんの方から、もう帰ろう、と言い出してくれたのだ。

　罪悪感と申し訳なさで、心がぐちゃぐちゃだった。

　彼の申し出に、少しホッとしてしまった自分が居るのがまた情けなくて、涙が出そう。

　手にぶら下げたスマホを見ると、先ほど撮った写真が目に入る。

　彼と一緒に撮影しろ、という「命令」が下ったため、どうしてもくっ付いて撮る他なかったこの画像。

　入間くんの事は、前ほど毛嫌いしていない。それどころか、好感の持てる男の子だと思う。でも、流石さすがに密着したいとまでは思えなかった。

　──そんな風に感じてしまう、自分は最低だ。

「朝あさ比ひ奈なさん、やっぱり顔色が悪いですよ。あそこのベンチで、少し休みましょう」

　そう言って、彼は商店街の店先に置いてあるベンチを指差した。

「はい……ごめんなさい」

　その申し出を断る気力もなく、私はベンチに腰掛けさせてもらった。

「こ、ここは俺の行きつけの店なので、少しくらい休んでも大丈夫ですよ。今、店長に声を掛けてきますから！」

　そう言うが早いか、お店の中に飛び込んでゆく。

　ややあって、入いる間まくんがペットボトルを抱えながらこちらに戻ってきた。

「今、許可を取ってきたんで、安心してください！　あ、これ！　お茶でもどうぞ！」

　ありがたくペットボトルを受け取り、喉を潤す。

　お茶の温かさが胸に沁しみて、何だか泣きそうになってしまった。

　それから、どれくらい休んだろうか？

　大分、気分も落ち着いてきた。あまり彼を拘束しておくのもどうかと思うし……

　もう、大丈夫だから帰りましょう。そう、声をかけようとした時だった。

「あっ!?」

　急に、入間くんが短い叫び声をあげた。
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「ど、どうかしたんですか!?」

　驚いてそちらを見ると、彼は店のガラスにへばりつき、中をじっと注視しているようだった。

　あのお店の中に、何かあるのかな？　そう思った所で、あっと声が出そうになった。

　そういえば、ここは何のお店なんだろ。それさえも気付く余裕がなかったのかと、少し恥ずかしくなる。それを誤ご魔ま化かすように、改めて看板を見上げた。

「青あお井い模型店……？」

　模型……プラモのお店なのだろうか。個人商店はあんまり見かけなくなってしまった、とお父さんが言っていたのを思い出す。じゃあ、ここは今どき珍しいのかな。

「あ、ご、ごめん！　も、もう大丈夫ですか？」

　私の視線に気付いたか、彼が慌ててこちらに向き直った。

「え？　あ、はい。心配をかけてごめんなさい。あの、何を見ていたんですか？」

「い、いえいえ！　ぜんっぜん！　大したことじゃありませんから！」

　必死で誤魔化す彼の様子を見て、私は首を傾かしげた。

　あのガラスケースの中に、何かあったのかな？

　すると、ドアが音を立てて開き、そこから一人の男性が姿を現した。

「どうした、晴はる斗と？」

「ひぃっ!?」

　店内から出てきたのは、天を衝つくかのような大男だった。その顔は髭ひげでモジャモジャで、まるで冬眠から覚めた熊のように厳いかつい顔立ちだ。

　その首には、何かのアクセサリーだろうか？　円形の小物をネックレスのようにぶらさげている。

「あ、店長。ベンチを貸してくれてサンキュー」

「ああ、構わんよ。大丈夫なのか、そこのお嬢ちゃんは」

　てん、ちょう？　もしかして、このクマさんがこの模型店の主あるじ、なのだろうか。

　そういえば、模型店のロゴが入ったエプロンのような物を身に着けてはいるけれど……

「うん、お蔭かげさまでね。あ、朝あさ比ひ奈なさん。こちらはこの模型店の店長、青井雅まさ彦ひこさん。顔はちょっと怖いけど、良い人ですよ」

　そう言われても、一見のインパクトはもの凄すごいものがあった。何となく、気後れしてしまう。

「あ、朝比奈と言います。休ませて下さって、ありがとうございました……」

「いやいや、気にしないでくれ。しかし、ねえ。アンタ、晴斗の彼女なんだって？　まさか、コイツに恋人ができるとはな！」

　がっはっは、と豪快に笑う店長さん。それだけで、体が竦すくみそうになった。

「えへへ、照れますなあ」

「物好きな姉ちゃんがいてくれて良かったな！　世の中、どんなミラクルがあるかわかんねえもんだ！」

「余計なお世話ですよ！」

「まあ、まあ。それよりお前、アレが気になってんだろ？」

　店長さんがガラスケースの方を親指でクイッと指す。

　その中には、他の物よりも少し大きめの箱が展示されていた。あれもプラモデル、なのかな？

「あの、あれは何ですか？」

「こいつがな、ずーっと欲しがってたプラモがようやく一個だけ、店に入荷したんだよ。ちょっとした伝つ手てがあってな。手に入れんの大変だったんだぜ」

　へえ、レア物って事なのかな。プラモデルにもそういうのがあるとは知らなかった。

「いやいや、朝あさ比ひ奈なさんが心配だし！　買い物はまた今度にするから、今日はこれで帰りますって！」

「まあ、そりゃあそうだな。でも、悪いな。次来るまでにまだ売ってるかわかんねえぞ」

「え、そうなんですか？」

「ああ、これを欲しがってるやつは他にもいるしなあ。取り置きとかはできねえんだ。不公平かもしれんが、早い者勝ちってのが一番角が立たないしな」

「うぐ……！」

　痛い所を突かれた、というように入いる間まくんが顔をしかめた。

「べ、別に構いませんよ。ぷ、プラモはいつか買えるし！　気長にネットオークションでも回るから、平気ッス！」

　私なんて放って、買ってくればいいのに。

　明らかに無理をしている彼を見ていると、心が痛む。

　思い返せば、今日はどれだけ彼のお世話になったかわからない。だったら、最後くらい好きにさせてあげたかった。

「構いませんよ？　私も気分が良くなりましたし、良ければ寄って行きませんか？」

「で、でも……！」

「大丈夫ですから。さ、中に入りましょう？」

「う、うう……俺の彼女は、なんて優しい子なんだ！」

　涙ぐんでいる彼に苦笑しつつ、ドアを通って店内に入る。

　プラモはお父さんの大事な趣味だ。この機会に少し、触れてみるのも悪くないかも。

　ぐるりと周囲を見回すと、辺り一面に整然と並ぶ模型の箱が目に入った。

　その種類も色々で、各カテゴリ毎に区画が分けられているようだ。ロボットや戦車、飛行機。更にはメカ？の鎧よろいを付けた女の子の人形？まであり、実に多彩だ。

　へえ、模型店の中って、こんな風になってるんだ。見ているだけでも、楽しいかも。

　何となく、一つ手に取って見る。白いロボットの箱。その下部に書かれたアルファベットがロボの名前のようだが、何て読むのかわからない。

　そういえば、お父さんも似たようなプラモデルを持っていたような……ちょっと、可愛かわいいデザインかも。

「ふーん、ふふーん♪」

　楽しそうな鼻歌が聞こえ、そちらの方へ目を向けた。

　よほど嬉うれしかったのか、スキップをしながらレジに向かう入いる間まくんの姿が見えた。

　彼は、どんなものを買ったんだろう。少しだけ興味がわいて、その後ろに付いた。

「何を買うんですか？」

「あ、これですか？　これはＡＡ戦士って言うＳＤサイズのロボットのプラモデルでして。昔出た、今じゃ手に入り辛づらい限定品なんですよ！」

　入間くんはキラキラした目で、持っている箱を見せてくれた。

「これは、金きん龍りゆう四大皇帝の陣、っていいまして。初代から四代目までの歴代皇帝のプラモを特注のクリアパーツ製に作り直してセットにしたものなんですよ！　特に三代目の格かつ好こ良さは異常でしてね！　ああ、電光剣が付けばなおの事良いのに……」

「へえ、貴重な物なんですね」

　良くわからないけど、彼がこうまで熱弁を振るってるんだし、相当に手に入り辛い物なんだろうなあ。

「どうでも良いが、そんな話をしてたら嬢ちゃんに引かれねえか？」

「ギャアアアアア！　またやっちまったぁぁぁ!!」

　突然、雄お叫たけびを上げたかと思うと、入間くんがのたうち回りながら店内をゴロゴロ転がってゆく。西部劇に出てくる藁わらのようなアレみたいで、ちょっと可愛いかもしれない。

「せ、折せつ角かくこういったオタ話は彼女の前ではしないようにと心がけてたのに！　台無しだ！」

「まあ、人生なんてそんなもんだ。そら、これをやるから元気出せ、少年！」

「これって……バンプラ？　それも、ライトガンナーのプラモっすか？　しかもえらく古いような……」

「ユア、プレゼンツ！　今なら＋百円でこいつもサービスしてやるよ」

　店長さんがカウンターの上に、プラモの箱を置く。

「どう見ても在庫整理でしょうが……今は間に合ってますよ」

「そう言うなって、ほら。そこの嬢ちゃんにくれてやるとかさ」

「へ？」

　突然水を向けられて、戸惑ってしまう。流石さすがに、初デートの女の子にこれをプレゼントするのはどうなんだろう。

　入いる間まくんもそう思ったらしく、顔を引ひき攣つらせながら大声をあげた。

「アホか!?　そんなもんプレゼントになるかぁぁぁ！」

　そうだよね、幾らなんでもこれはちょっと……って、あれ？

「あ、これ。このロボットって……」

　そのデザインには、見覚えがあった。確か、お父さんが作った事のある奴やつだ。

　そうとわかれば現金なもので、何となく、じーっと見入ってしまう。

　お父さんが持っているのと同じプラモデル……ちょっとだけ、興味があった。

「冗談で言ったんだが……お嬢ちゃん、まさかこれに興味があるのか？」

　よっぽど物欲しそうに見てしまったのだろうか。店長さんが、声を掛けてきた。

「あ、は、はい……」

「そら、彼女が欲しがってるみたいだぞ。よしよし、大負けに負けて、全部で二千円にしといてやろう」

「え、ちょ、待っ──」

「はい、毎度あり！」

　反論を許さず、店長さんはあっという間に梱こん包ぽうを済ませてしまった。

　呆あつ気けに取られて口を開いている入間くんを尻目に、私は商品の入った袋を受け取る。

　どうしたものかと困り果て、とにかく左右に振ってみた。全く抵抗感なく揺さぶられるそれを見て、私は案外プラモって軽いのだなあと場違いな感想を抱くのだった。







　支払いを済ませて店外に出ると、入間くんは大きく息を吐いた。

「ったく、あの店長の強引さには敵かなわねえや。すみません、朝あさ比ひ奈なさん。こんなもの、迷惑でしょう？」

　申し訳なさそうな彼の顔を見ていると、突き返すのも悪い気がしてくる。

「い、いえ！　せっかくですし、いただけるのなら嬉うれしいですよ」

「ま、マジっすか？　じゃ、じゃあどうぞ持って帰ってください」

　了承の言葉と共に、幾つか作るに当たって気を付けなきゃいけない事を訊きいた。

　……作り方を直接教えようか、という申し出は丁重にお断りする。

　必要な道具もあるようだけど、それはお父さんに借りればいいかな。

　プラモ作成のイロハを聞き終わると、そこで会話も途切れた。

　ここでこうしていても仕方がない。どちらからともなく、歩き出す。

　色々あって疲れたせいもあり、帰り道では特にお喋しやべりはしなかった。

　やがて、駅が見えて来る。彼とは逆方向なので、ここでお別れだ。

「それじゃあ、私はここで。今日は、楽しかったです……」

「本当に、送っていかなくても大丈夫ですか？」

「え、ええ。もうなんともないですから。あの、私はここで」

　心配そうな彼に向かって笑いかけ、改めてさよならを告げる。

「そ、それじゃあ朝あさ比ひ奈なさん！　また来週、学校で！」

　明るい声を張り上げる彼に、軽く頭を下げ、改札を通り抜けた。

　電車に乗り込むまで、彼が隣のホームから手を振ってくれるのが見える。

　その姿が何な故ぜか、強く心に残った。





　　　　五






「ただいま！」

「お帰り、お姉ちゃん！　なんだ、帰ってくるの早いじゃん！　まだ四時前だよ？」

　家に帰るなり、双ふた葉ばがリビングから飛び出し、私に抱き付いてきた。

「お友達と映画を見に行ってたんでしょ？　どうだった？　楽しかった？」

「は、はい！　見終わった後なんて、皆で感想を言い合いながら、はしゃいじゃいましたよ」

　いつもの笑顔で、いつも通りの嘘うそを吐つく。心の隅っこがキリリと痛んだが、もう慣れた。

「お母さん達は？　買い物ですか？」

「今日は二人とも、夕方までお出かけだって。久しぶりに二人っきりでゆっくり過ごすんだって張り切ってたよ。いやあ、いつまでも若いねえ、うんうん！」

「ふふふ、それで双葉はお邪魔にならないようにお留守番ですか？　良い子ですね」

「そうでしょそうでしょ、褒めて褒めて！」

　頬ほおを胸元にグリグリとこすり付けてくる妹が、本当に可愛かわいらしい。

　要望通りに優しく頭を撫なでてあげると、双葉は気持ちよさそうに目を細めた。

「あ、そうだ！　明日は私もお出かけするよ。友達が誕生パーティーをやるんだって」

「へ、へえ……い、いいですね」

　内心の嫉妬が滲にじみださないうちに、その場を離れる。

　大事な妹に、こんな気持ちを知られたくない。

　急ぎ足で部屋に駆け込むと、そのままベッドに倒れ込んだ。

　それを見計らったかのように、ＬＩＮＥの着信音が響く。さきほどと同じメロディ。

　……七なな瀬せさんだ。送った画像を見たのだろう。

　どうせ、メッセージの内容は私を馬鹿にしたり、笑い者にするようなものに決まってる。

　今は、それを確かめる気力さえ湧いてこなかった。

　胃の辺りが、ずんと重く痛む。涙が滲にじんでこないように、顔を枕に押し付けた。

　衝動的に腕を布団に投げ出した所で、ふと、手が何かに触れる。

　持ちあげてみると、今日買ってもらったプラモ、その包装紙が目に入った。

　そういえば、これが入いる間まくんから貰もらった初めてのプレゼント、という事になるのだろうか……しばし躊躇ためらった後、思い切って包みを破き、中身を取り出してみた。

　箱を手にとってみると、意外と大きいのがわかる。そのパッケージには、勇ましげに銃を構えたロボットが描かれていた。

　中を開けると、ビニールの中に幾つものパーツが重なって入っている。これを、ニッパーで切り離し、組み立てれば良いんだったっけ。

「あ、説明書が入ってる……」

　薄い紙の説明書を開くと、組み立て方法の他に、このロボット……Ｍスーツというらしい、の説明も記されていた。

　えっと、連合軍、という軍隊に採用された量産型Ｍスーツというのがこの『ライトガンナー』なのね。

　つまり、同じ型が幾つも作られ、同じようにパイロット達に使われてゆくんだろう。

　量産、みんな、同じ……その言葉は、胸にズキリときた。

　何で、私は皆と同じになれないのかな？

　学校に行っても虐いじめられ、初デートも恋人も、偽りに過ぎない。

　特別じゃ無くったって、いい。みんなと、同じになりたかった……！

　そんなちっぽけな願いなのに、どうして。私には叶かなえることもできないんだろうか。

「う、ふ、ふぇぇ……」

　堪こらえていた涙が、ポロポロと零こぼれ落ちてゆく。

「もう、嫌だよぉ。皆と同じに、なりたい……！　私だけ仲間外れは、やだぁ……」

　段々と、視界が暗くなってゆく。意識が薄れ、眠りへと誘われてゆくのがわかった。

　もう、いい。疲れた。今日はこのまま、寝てしまおう。

　意識が、そうして、夢の中に落ちる、寸前──




『朝あさ比ひ奈なさん』




　何な故ぜだろう？　頬ほおを緩ませた、彼の優しい笑顔が、頭に浮かんで離れなかった……。
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　　　　一






　──放課後。私は、校門に背中をくっつけながら、空を見上げていた。

　初デートの日から、そろそろ一週間が経たつ。あれから、彼との間に進展はない。

　放課後に一緒に帰ったりはするが、お昼も別々だ。

　私の学園生活において、入いる間まくんとの接点は、さほど多くはなかった。

　買ってもらったプラモデルも、自室の机の上に置きっぱなし。手を付けてすらいない。

　何となく、その気になれないのだ。彼には悪いと思うけれど。

　それでも、あえて私の中で変わった事を挙げるのならば、それはただ一つ。

「お待たせしました！」

「あ……」

「朝あさ比ひ奈なさーん！　遅くなってすみません！」

「ふふ、大丈夫ですよ。じゃあ、一緒に帰りましょうか」

　──彼と並んで歩く事に、抵抗感が少なくなった、という事だった。

「それでそれで、今日はまーた亮りよう一いちの奴やつがですね、勝負だ勝負だと喚わめき散らして」

「備び前ぜんくん、結構ムキになりそうなタイプですし……入間くんが、また何か煽あおったんじゃないですよね？」

　帰り道でのお喋しやべりは、もう毎日の恒例となりつつあった。

　入間くんは、話し上手の聞き上手だったようで、時に面白おかしく話を脚色し、それでいて、いざ私からの話となると、ニコニコ笑いながら相あい槌づちを打ってくれた。

　堅苦しくなく、気軽に話せる。しかも、それは決して苦痛な時間じゃない。

　彼との関係については、今はそれだけで十分なのではないかと、私はそう思っていた。

　けれど‥…残念ながら、『彼女達』はそうは思ってくれなかったのだった。







「手ぬるいわね！」

　朝のホームルーム前。ざわつく教室の中でなお、その怒鳴り声は際立って響き渡った。

「で、でも……」

「小学生じゃないのよ？　真面目まじめにヤる気ないんでしょ。ね、そうなんでしょう？」

　私を上からねめつける様にして、七なな瀬せさんが机をコツコツと叩たたく。

「そんな！　そんな事はありません……！」

「口答えする気？　こんなんじゃ、いつまで経ってもゲームが終わらないじゃないの！　あんた、このお遊びをする意味がわかってんの？」

「まあまあ、七なな瀬せさん。それくらいに、それくらいに」

　意外な事に、助け舟を出してくれたのは東海林しようじさんだった。

　イラつく七瀬さんを宥なだめるように微笑ほほえむと、ぽん、と私の肩に手を置いた。

「彼女だって、自分がしてしまった事をちゃーんと理解してくれていますよ」

　でも、その目は笑っていない。身を屈かがめ、こちらを覗のぞき込こむようにしながら、耳元にそっと口を寄せ、彼女はこう囁ささやいたのだ。

「ねえ、そうでしょう？　朝あさ比ひ奈なさん♪」

「う、は、はい……」

　なまじ、顔立ちが愛らしいだけに、彼女の言葉にはゾッとする程の迫力があった。

「しょうがないわねえ。私達がテコ入れをしてあげるから、感謝しなさいよ」

　口元を歪ゆがめながら、七瀬さんがそう言い放つ。

「あんたさあ、男と付き合った事、無いんだよね？　じゃあ、キスも未経験でしょ」

「え？　ええ、はい……」

　突然、何を言い出すのだろうか。七瀬さんの問いかけの意味が理解できない。

　けれど、彼女がこんな様子を見せるときは、大抵ろくでもない事が起きるんだ。

　……嫌な予感が膨らんでいく。

「へえ、じゃあ決まりね！　あんた、次のデートであの白豚とキスをしなさい」

「な──!?」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　それくらい、その言葉には私の心を砕く破壊力が秘められていたのだ。

「そ、それは許してください！　そこまでは、で、できません！」

「ばーか。あんたに拒否権なんてあると思ってんの？　いいから、言われた通りにすればいいのよ、わかったわね!?」

　七瀬さんの声が教室に響き渡った、その次の瞬間。

　その様子を面白がってみていたクラスメイト達が、一斉にざわめきだす。

　無論、それは同情や戸惑いの声なんかじゃない。私を見下す、蔑みの嘲笑だ。

　断りたい、けれど……断れない。

　自分が、心底情けなくなる。どうして、私はいつもこんな目に遭ってしまうんだろう。

「う……」

　そうして、私はいつもと同じく──

「わかり、ました……」

　──囃はやし立てるクラスメイト達の前で、ゆっくりと首を縦に振ったのだった。





　　　　二






　憂鬱な気持ちで迎えた日曜日。今日は、入いる間まくんとの二回目となるデートの日であり、そして私が彼とキスをしなければならない、最悪の厄日だ。

　見上げた景色は快晴そのもの。風は冷たくて肌寒さは感じるけれど、昨日まで降っていた雨も止やみ、明るい陽ひの光が辺りを包み込んでいる。

　空はこんなにも青々と晴れ渡っているのに、これからの事を考えると、気が重い。

　ため息をついて顔をうつむかせると、点々と浮かぶ、濁り切った水みず溜たまりが目に入った。

　何だか、ますます気持ちが沈んでく。今すぐにでも回れ右をして帰りたくなってしまう。

　……こんな事を考えていちゃ、いけないよね。

　もうすぐ、待ち合わせ場所に着く。せめて、キスの話を持ち出すまでは、入間くんと楽しく過ごしたい。この前の、デートの時のように。

　現在時刻は、待ち合わせの二十分前。おそらく、前の時のように彼は先に到着している事だろう。彼の性格からして、それくらいの想像はつく。

　二回目のデートに誘った時の、入間くんの嬉うれしそうな顔を思い出し……ほんの少しだけ、気持ちが和らいだ。

　けれど、予想に反して……待ち合わせ場所に、彼の姿はなかった。

「あれ？」

　本屋の前での待ち合わせだった筈はずだけど、間違えたわけじゃないよね？

　あ、もしかして時間をつぶす為ために中にいるのかも。

　そう思って店内を探してみるが、それらしき人は見当たらない。あの特徴的な外見だ、見落とす事などあり得ない。

　まあ、まだ時間前だ。指定した時刻まで、あと十分はある。そう思い、先に待っている事にした。前回は彼を待たせてしまったのだ。今回は、私が待とう。そう思った。

　こうして一人、ぼうっと佇たたずんでいると、考えてはいけない、余計な事まで頭に浮かんでしまう。学校の事、「ゲーム」の事、そして──彼の、事。

　正直、入間くんの事は嫌いじゃない。ううん、その性格は好ましいとさえ思う。

　でも、恋人として見られるかというと、話は別だ。

　未だに男の子と手をつなぐ事さえ躊躇ためらってしまうというのに、その先の段階なんて想像すらした事がない。とてもじゃないが、私にできるとは思えなかった。

　何より、好きでもない相手とキスをするというのは、彼に対して失礼なんじゃないかな。

　もやもやした気分のまま、私は彼が来るのをじっと待ち続けた。







　……おかしい。もう、約束の時間から三十分は過ぎたのに……彼は、どうしてしまったのだろうか？　いくら待っても、入いる間まくんは一向に現れない。

　やはり、待ち合わせ場所を私が勘違いしてしまったのだろうか？

　そう思って彼との会話を思い返し、改めて周囲を確認してみる。

　やっぱり、間違ってはいない……はず。

　じゃあ、どうして？　何な故ぜ、彼はここにやって来ないんだろう。

　スマホをチラ見するが、入間くんからの着信はなにもない。

　遅刻するにせよ、連絡もしてこないなんて、おかしい。彼との付き合いはまだ短いけど、そういうところがだらしないようには思えなかった。

　じっと見つめても、画面はうんともすんとも言わない。デジタル表示が、機械的に時間を刻んでいくだけだ。諦めてポッケにスマホを仕し舞まいこもうとしたところで、ふと気付く。

　──そうだ！　私から連絡すればいいんじゃない！

　なんでそんな簡単な事に思い当たらなかったんだろう。

　ＬＩＮＥを起動し、彼のアカウントを表示しようとするが、そこで指が止まる。

　何故か、ためらってしまう。




　──このまま、彼とのデートが中止になってしまえばいいのに。




　そんな声が、かすかに聞こえた気がした。

　そうだ。あと、もうちょっとだけ待とう。もしかしたら、電車が遅れているのかも。

　あと少し、もう少しだけ……

　しかし、それから三十分以上経たっても、彼は現れない。

　いい加減、心配になってきた。もしかして、何かあったのかもしれない。

　あれこれ考えている場合じゃない。連絡を、してみよう。直接、彼に電話を……

　ようやく決心し、指先が通話のマークに触れた、その時だった。

「え、着信!?」

　聞き覚えのあるメロディが流れ、画面に着信先の情報が表示される。

　その電話は果たして、待ち人からのものだった。

「はい、もしもし入間くん？　今、どこに──」

「す、すみませんっ！」

　私が尋ねる間もなく、入間くんの焦あせった声が電話口から聞こえてきた。

「本当にお待たせしちゃって、ごめんなさい！　急な用事が入っちゃって……今日はそっちに行けそうもなくなっちゃったんです！」

「あ、そうだったんですか？」

　良かった、事故や病気になったわけじゃなかったんだ。少し、ホッとする。

「この埋め合わせは必ずしますから！　ほんっとうに！　申し訳ない！」

　必死に謝る彼の声を聞いてると、何だか気の毒になってきた。

　気にする事はないですよ、と。なるべく柔らかい口調で伝えると、ようやく入いる間まくんも落ち着いてきたようだった。

「本当に、気にしないでくださいね？　それじゃあ、また明日。学校で……」

　まだ平謝りを続けようとする彼を制し、通話を切る。

　微かすかに、私の口からため息が漏れた。それが、安あん堵どから来たものなのは間違いない。

　けど、ほんの少しだけ……彼とのデートを惜しむ気持ちもあった。

「さて、これからどうしようかな？」

　まだ、お昼には早すぎる。ずっと立ちっぱなしだったから足も固まっちゃったし、少し街を散策してみるのも良いかもしれない。

「こうやって、ぶらりと一人で歩くのも久しぶりかも」

　何となく、気持ちが浮き立ってくる。せっかくだし、この前彼と一緒に行ったショッピングモールにでも足を伸ばしてみようかな？　あそこのゲームコーナーで遊んでみるのも悪くない。そんな事を思いながら、何気なく道を歩いていると……

「あれ、あそこにいるのは──」

　ふと、顔を向けた通りの先に、見覚えのある親子連れが目に留とまった。

　確か、太た一いちくんと、そのお父さん……よね。今日も親子でおでかけかな？

　奇遇、という言葉はこういう時に使うのかな。

　前回と今回。デートの度に彼らを見かけるなんて。

　……まあ、今回は中止になっちゃったんだけど。

「父ちゃん……こっちにもいないよ？」

「何ど処こに行ったんだろうなぁ。あの格かつ好こうならすぐに見つけられると思ったんだけど」

　人探し、かな？　何やら、深刻そうな口ぶりで話をしているようだ。

　気にはなったけど、一度会っただけの彼らにこちらから話し掛けるのも、何だか躊躇ためらってしまう。へ、変に首を突っ込むのも、失礼だよね……？

　そう判断し、足早にその場を離れようとする。

　これで良いんだと、自分に言い聞かせ──

「駄目だ、全く見当たらない。何処へどう行ったのか、さっぱりわからん」

「もういっかい、もういっかいもどってみようよ！」

　背中越しに、彼らの会話が聞こえてくる。随分大きな声で喋しやべっているようだ。

　よっぽど困った事でもあったのかな？　やっぱり、気になるかも。

　迷いながら私が足を止めた、その瞬間だった。

「ああ、そうだな。何とか、彼が無事でいてくれると良いんだけど」

「大丈夫かな？　ハルトにいちゃん、しんじゃったりしない!?」

　──な!?

　い、今なんて！　今、何て言ったの!?

　その言葉の意味を頭で理解するよりも先に。

「どど、どういう事なんですか!?　彼に、入いる間まくんに何かあったんですか!?」

　反射的に、私は彼らの元に駆け寄っていた。

「君は、確かあの時の……！　ああ、良い所で会った！」

「ねえちゃん、ハルトにいちゃんが、おれの、おれのせいで……」

　可愛かわいらしい顔をぐしゃぐしゃにして、太た一いちくんが涙ながらに訴えてくる。

　一体、何があったの!?

「落ち着け、太一！　……ごめんね。今日もデートだったんだろ？　なのにこんな……」

　泣き出してしまった太一くんを宥なだめつつ、お父さんがこちらに向き直る。

「実はね、さっき──」

　太一くんのお父さんが語るところによると、こうだった。

　お父さんと太一くんは、新設されたテーマパーク目当てに、親子二人で遊びに来ていたらしい。私も、その場所の噂うわさは聞いている。立体型のゲームが楽しめるとかで、特に若い子たちに人気が出ているとか、なんとか。混み具合によっては、デートの途中で立ち寄ろうか、と入間くんと話し合ったことを思い出す。

「……その途中でね、本当に偶然だったんだけど、学生時代の友人と再会してしまって」

　趣味で自作のアクセサリーや小物類を路上販売しているという『友人』。

　お父さんも、彼と会うのは久しぶりだったらしく、太一くんそっちのけで、話が弾む弾む。夢中でお喋しやべりを続けていて……気が付いたら、隣にいたはずの息子の姿が、どこにも見当たらない。

　なんでも、退屈した太一くんが、宣伝のぬいぐるみに付いていってしまい、気が付いたらお父さんとはぐれてしまった、らしい。

　見知らぬ街に、ただ一人。周りに知っている人間は誰もいない。

　泣きじゃくる太一くんの前に通りがかったのが……そう、入間くんだった。

　事情を知った入間くんは、太一くんを上う手まく宥め、一緒にお父さんを探そうとしてくれたというのだから、彼らしいと思う。

　けれど、テーマパーク目当てだろうか、折しも快晴だった事も災いし、どこを見ても人、人、人ばかりで、なかなか見つける事ができなかったようだ。

「おまわりさん、交番にいなかったんだ。おれ、とーちゃんの電話番号のメモ、わすれちゃって……れんらくも、できなかったんだ」

　太た一いちくんが、そう言ってうつむく。

　かわいそうに。そんな状況じゃあ、この子も不安だったに違いない。

　それでも入いる間まくんは諦めず、不安がる太一くんを慰めながら、あちらこちらを探し回ったらしい。そしてついに、苦労が実って、お父さんを見つけた、らしいんだけど……。

「こいつが、横断歩道の向こうにいる僕を見て、一目散に駆け出しちゃってね。信号が赤だというのに、それを気にもせずに……」

　お父さんを見つけて、よっぽど嬉うれしかったのだろう。脇目も振らずに走り出した結果、

　その横合いから、スピードを出したトラックが突っ込んできて──

「晴はる斗と君が咄とつ嗟さに飛び出して、この子を庇かばってくれたんだ。お蔭かげで、太一は怪け我がもせずに済んだんだけど……彼は、思いきり転んだ挙句に、水みず溜たまりに体を叩たたきつけられて──」

「な、そんな……！」

「全身、泥だらけで、怪我をしたかどうかも判わからない状態だった。慌てて駆け寄って、体の具合を確かめようとしたんだけど、急に彼が慌てだしてね。いま何時なのか、僕に確かめてきたんだよ」

「そ、それで？」

「大遅刻したとか、焦あせり出しちゃって。それで、いきなり『朝あさ比ひ奈なさん、ごめんなさぃぃぃ！』って叫びながら走り出して行っちゃったんだ。呆あつ気けに取られてそれを見送ったのが失敗だったよ。我に返って追いかけたんだけど、その時にはもう遅かった。全然見当たらなくて……どうしようかと」

　……あまりの事に、私は言葉も出なかった。まさか、そんな事になってたなんて！

「もしも、彼に連絡が付いたのなら、教えてくれないかい？　息子の恩人だ。お礼もしたいし……何より、彼の体が心配だ！　頭でも打っていたら、その場は平気でも時間が経たってから取り返しの付かない事にだってなりうるからね！」

　戸惑う私に太一くんのお父さんが名刺を差し出し、そう告げた。

　その後、どんな会話をしたのかはおぼろげで、よく覚えていない。

　わかっているのは、差し出された名刺を受け取り、連絡を約束したくらいだ。

　──気が付いたら私は、駅の方へと足を向けていた。

　入間くんは、この駅を利用していた筈はず。あれから時間は経ったけど、もしかしたら……

「──あ！」

　いた、見つけた！　あの特徴的な後姿は、間違いない！

「入間く──」

　そのまま、彼の元に駆け寄ろうとして──言葉を、失った。

　彼の姿は、傍はた目めに見ても恐ろしく無残なものだった。

　太一くんのお父さんの話にあったように、頭から泥を被かぶったらしく、てっぺんから爪先までぐっしょりと汚れ……滴が地面に点々と零こぼれ落ちている。

　元は良い値段であったろう服はあちこちが破れ、泥にまみれ……ボロ布と化していた。

　パッと見た所、血などは流れていなさそうだったが、それでも思わず目を背けたくなるほどに、その姿は痛々しかった。

「何あのブサイク！　やだー汚い！　ホームレスかなんか？」

「うわ、気持ち悪……っ　おい、目を合わせんなよ」

　周囲から、彼を嘲笑する言葉が聞こえてくる。

　入いる間まくんは、そんな嘲り声を背に受けながら、力無く、歩いていた。

　泥に塗まみれた体を拭おうともせず、とぼとぼと、とぼとぼと……

　そして、そんな彼の様子を見て、野や次じ馬うま達は更に声を上げて囃はやし立てた。

　そればかりか、スマホで写真を撮っている人さえいる。

「──ッ！」

　瞬間、私の心に燃え上ったのは、たとえようのない怒りだった！

　彼が、どれほどの事をしたのか知りもしない癖に、よくも、そんな──！

　これ程の怒りを感じたのは、生まれて初めてだった。

　感情の赴くままに、周囲の野次馬達を怒鳴りつけてやろうと口を開いた、その時。

「どうしたの、晴はる斗と君!?」

「おい、何やってんだお前！」

　突然聞こえてきた声に出鼻を挫くじかれて、私は咄とつ嗟さに物陰へ身を引っ込めてしまった。

「あれは…‥備び前ぜんくんに、波なみ川かわくん？」

　名物トリオの残り二人が、入間くんのところに駆け寄っていく。

「瞬しゆん、それに亮りよう一いち……？　二人とも、どうしてここにいるんだ？」

「それはこっちの台詞せりふだっ！　お前、朝あさ比ひ奈なとデートしてたんじゃないのかよ!?」

「亮一君の言う通りだよ！　それに、その姿は一体どうしたのさ!?」

「こ、これは、そのぅ……」

「ああ、ちょっと待て」

　備前くんがぐるり、と周りを見渡し、野次馬達をにらみつけた。その目は血走り、異様な迫力が込められているのがわかる。先ほどまで憤っていた私でさえ、背筋が凍り付いてしまう程に。

「おい、見せもんじゃねえぞ……失うせな！」

　備前くんの一喝を受け、周囲の野次馬達が蜘く蛛もの子を散らすようにして逃げ去ってゆく。

　私もまた腰が引け、思わず尻もちをついてしまいそうになる。

　こちらに向けられたわけでもないのに、聴いただけで全身の毛が逆立つようだ。

「さて、うるせえのはいなくなったみたいだ。チラホラ遠巻きで見てるのはもう放っておくぞ。写真でも撮りやがったら、ぶん殴りにいくが」

「事件になるから、穏便にね。それはそうと、晴はる斗と君。一体、何があったんだい？」

「えっと、これは、そのぅ……」

　迷うようなそぶりを見せた後、入いる間まくんが恥ずかしそうに頭を掻かいた。

「こ、転んじゃってさ！　いやあ、俺ってばドジで仕方ねえよなあ！」

　え、彼は、何を言って……

「馬鹿抜かせ！　どこの世界にただ転んだだけでそんな風になる奴やつがいるんだよ！」

「そうだよ、幾らなんでもそんなわけ……」

「いや、嘘うそじゃないさ。本当に、そうなんだ」

「晴斗君……」

「てめえ、まだそんな事を──！」

　確かに、そんな言い訳が信じられるわけがない。私だってそうだよ。

　けれど、憤って詰め寄る備び前ぜんくんのその肩を、波なみ川かわくんが掴つかんで押おし止とどめた。

「そっか。まったく、君は昔からドジだよね」

「おい、瞬しゆん!?」

「亮りよう一いち君。彼自身がそう言ってるんだよ。なら、それでいいじゃない」

　二人の視線が絡んでぶつかり合う。見えない火花が散ったようにさえ見えた。

　しかし、それも一瞬の事。先に目を逸そらしたのは、備前くんだった。

「……チッ。わーったよ」

「悪いな。ありがとう、二人とも」

　お礼を言う入間くんからそっぽを向き、備前くんは拗すねたように腕を組んだ。

「でも、その様子だと。今日のデートは……」

「……急用ができたって言って、断ってきたよ」

「お前……」

　入間くんはがっくりと肩を落とし、力無くうつむいた。




「……こんな姿で話しかけたらさ、朝あさ比ひ奈なさんが恥をかいちゃうだろ？」




　──え？

「俺はいいんだよ。どんなに笑われたって、罵倒されたって。慣れてるし、何とも無い。けどさ、けど……俺の事を好きだって言ってくれた女の子が、笑い者にされるのだけは耐えらんねえよ……」

　ぽた、と。彼の目から、泥の滴とは違う液体が落ちるのが見えた。

　よろり、と私の足がふらつく。目の前が揺れ、立っている事さえむずかしくて、へたり込むようにして地面に尻もちをついてしまった。

　──それほどに、彼の言い放った言葉は衝撃的だった。

「ごめん！　せっかくみんなにも励ましてもらったのに！　朝あさ比ひ奈なさんをこの寒い中、一時間以上も待たせちゃったよ……ああ、俺って奴やつは本当に駄目だなあ」

「……まったく、そのズレっぷりが晴はる斗と君らしいね。僕らの励ましがどうの、なんて気にしなくていいのに」

「でも……朝比奈さんが」

「まあ、彼女に連絡もせず、待ちぼうけさせちゃったのは確かに良くないけどね。でも、それだって取り返しのつくことでしょ？　絶交を言い渡されたわけでもないんだからさ」

「そうだ、んな事で一々悩んでんじゃねーぞ、鬱陶しい！　朝比奈には明日、ちゃんと謝ればいいだろ？」

「……ああ、そうするよ。サンキュ、二人とも」

　波なみ川かわくんが差し出したハンカチで顔を拭い、入いる間まくんが照れ臭そうに笑った。

「とりあえず、その格かつ好こうをどうにかするぞ！　このまま帰ったら、あのクソ女はともかく、お前のお袋さんが心配するだろうが」

「そうだね。服はこちらで用意しておくからさ。とりあえず、その辺のスパ銭で体を洗ってきなよ。それと、一応病院にも行こうね。どこか打ってないか見てもらわなきゃ」
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「うう、友情が目に染みるなあ。こ、これは汗なんだからねっ」

「キメエ」「キモイね」

　そうして、彼らはその場を立ち去って行った。私は、情けない事に一歩も動けず……

　三人の背中を、そっと見送ることしかできなかった。




『俺の事を好きだって言ってくれた女の子が、笑い者にされるのだけは耐えらんねえよ』




　耳に、先ほどの彼の言葉がずっと木こ霊だましている。

　ざわめく胸をそっと押さえ──私も、その場から立ち去った。







　──帰り道。私はただただぼうっとしながら、道を歩いていた。

　一応、太た一いちくんのお父さんには、名刺の連絡先へと電話をした。詳しい事は後で聞くけど、彼は病院にも行ったらしいから大丈夫です、と。呆ほうけた頭で説明するのは一苦労だった。

　冷たい風が、火ほ照てった頬ほおに気持ちが良い。何な故ぜか、体がほんのりと熱いのだ。

　風邪でも、引いちゃったのかな？

　何だか、今日の私は変だ。顔を振って、熱をさまそうとしていると──

「うわーん！　どこにもないよぉ！」

　顔を向けた先から、子供特有の甲高い泣き声が聞こえてきた。

　あそこは……公園？　何か、あったのかな？

　先ほどの太一くんの事を思い出す。すると、足は自然と声の方向へと歩き出していた。

「あの子かな？」

　中に入ると、泣き声の主が誰だかはすぐにわかった。

　小学校三～四年生くらいだろうか？　女の子が一人、焦あせった様子でしきりに周囲を見回している。いつもなら、気の毒に思いつつも関わり合いになるのを避ける所だ。

　だけど、今日の私はやはり、変だったらしい。

「どうしたんですか、こんな所で泣いて」

「ひっく、ひっく……お、おかあしゃんの、おつかい、圭けい吾ごくん達に……」

　泣きじゃくっていたせいか言葉に詰まり、上う手まく説明ができないようだ。

　入いる間まくんがそうしていたように腰を落とし、頭を撫なでてあげる。

　ハンカチで目元をぬぐい、落ち着くようにゆっくりと話し掛けてあげると、ようやく泣なき止やんだようで、ぽつぽつと事情を話し出してくれた。

　この子──遥はるかちゃんと言うらしい──のクラスに圭吾くん、という乱暴な男の子がいる。その子に運悪く遭遇し、お母さんから頼まれたお使いのバッグを取られ、この公園に隠されてしまったらしい。早く見つけないと、お母さんに叱られてしまうのだとか。

　まったく、何ど処こにも苛いじめっ子はいるものね。

　何となく、この子の境遇に自分のそれを重ねてしまう。

「よおーし！　お姉さんが、手伝ってあげますよ」

「え、いいの!?」

「ふふ。気にしない、気にしない。さあ、早く探しましょう？」

「うん、ありがとうお姉さん！」







　それから探すこと、しばし。中々目当ての物は見つからない。

　公園そのものは手狭で、隠す場所なんてそうそうあるわけもないのに。

「あ、もしかして！」

　私は、ふと思い立ち、公園の真ん中にある木の、その上を見上げる。

　思い当たりそうな場所は全て探し終えた。だとすれば多分、遥はるかちゃんの盲点になるような所に隠しているはず。つまり、子供の視点では見えない位置、死角になる場所だ。

　と、すると──もしや！

　そう思い、木の茂みに向けて手を伸ばす。すると、布のような感触が手に触れた！

　ビンゴ！　大当たりだ！

「あったあ！　ありましたよ、遥ちゃん」

「ホント？　わあい、ありがとう!!」

　バッグの汚れを払い、遥ちゃんに手渡す。中身は全部ちゃんとあったようで、彼女は満面の笑みを浮かべている。良かった。本当に、良かったね。

　何だか私まで嬉うれしくなってきた。晴れやかな気分で帰ろうとするが、腕をはっしと掴つかまれる。見ると、遥ちゃんがニコニコしながら私の手をグイグイと引っ張っていた。

　まあ、特に用事もないし、もう少しくらい付き合ってあげちゃおう。

　そのまま、遥ちゃんにせがまれるようにして公園のベンチに座り、おしゃべりを楽しむ。

　彼女は、色んな事を私に話してくれた。家族のこと、友達のこと、好きな男の子のこと。道端で売ってたコンパクトが気に入ったので、毎日身に着けている、ということまで。

　何より、私の興味を惹ひいたのは彼女の少し変わった『友達』の事だった。

「レンちゃん、ですか？　へえ、犬を飼っているんですね」

「うん、一番の親友なの！　私よりもね、お姉ちゃんなんだよ？」

　遥ちゃんは、レンちゃんの事がよっぽど好きなんだろう。

「彼女」の日常を、ドジで愛あい嬌きようのある所まで含めていっぱい話してくれた。

「それでね、それでね。この間、パパの好きなおつまみのお肉を食べちゃって、怒られて逃げ回って大騒ぎだったの！　なだめるの、大変だったんだから」

「まあ、ふふ。遥はるかちゃんは、本当にレンちゃんと仲が良いんですね」

「うん、ケンカする事もあるけどね。最後は、いつもしょうがないなあって顔をして、私のお腹なかに鼻をこすり付けてくるの。私の言う事は何でも聞いてくれるし、パパやママの言う事より私の事を優先してくれる、優しい子なの！」

　もっと小さい時から、いじめられたり、困った事があると、真っ先にすっ飛んで来てくれるのは、レンちゃんらしい。さっき泣いていた時も、彼女が助けにきてくれないかと思って叫んでいたようだ。

　悲しい時、泣きたい時はレンちゃんの毛皮にくるまり、目を閉じる。そうしていると、すごく勇気づけられて、明日も頑張ろうと思えるのだとか。何だか、羨ましいな。

　けれど、嬉うれしそうにレンちゃんの事を話していたかと思うと、遥ちゃんが急に顔を曇らせて、うつむいてしまった。

　どうしたんだろう？　心配になって声をかけると、遥ちゃんは顔を下に向けたまま、呟つぶやくように言葉を吐き出した。

「本当はね、こんなんじゃ良くないって思ってるの。ママもパパも、いつまでもレンが傍そばにいるわけじゃないよ、って言うから。私も、このままレンに頼りっぱなしで良いのかなって考えちゃって」

「遥ちゃん……」

「レンの寿命はね、人間より短いんだって。もう犬の中では良い年だし、いつかは、サヨナラしなきゃいけないんだって、思うようになったの」

　私は動物を飼った事が無いが、お別れの時はとても辛つらいだろう、くらいは想像できる。

　けど、こんな小さい子が、もう命について考える事ができて、それを受け入れようと思っているなんて。少し、驚いてしまった。

「でもね、その時が来るまでは……ううん！　その時が来ても、変わらないよ！　レンはずっと、ずーっと、私の大切なお友達だから！」

「……羨ましい、な」

　考えるだけでも辛いだろうに、迷いなく言い切る遥ちゃんの強さと、その絆きずなの深さに感じ入ってしまった。

「お姉さんにはいないの？　そういう人」

「……え？　その子みたいな？」

「うん！　犬や猫さんじゃなくてもさ、お姉さんにとってのレンだよ。いつまでも一緒にいて、遊びたいと思えるようなお友達！」

「私にとっての、レンちゃん……」




『朝あさ比ひ奈なさん』




「──っ」

　何な故ぜか、『彼』の姿が頭に浮かび、再び頬ほおが熱くなってきた。

「あ、ごめんなさい！　変な事、聞いちゃって……」

　自分のせいで気分を悪くさせたのかと勘違いしたか、遥はるかちゃんが慌てて頭を下げてくる。

「う、ううん。大丈夫ですよ」

　そう答えながらも、さっきの言葉が妙に耳に残った。

　少し考え込むようにして、顎に手を伸ばしていると……

「わん、わん！」

「あ、レン！」

　突然、鳴き声がしたかと思うと、黒い影が風のように公園を走り抜けた。

　私が身構える間もなく、それはぴょん、と遥ちゃんの体に飛び付き、ペロペロと頬を舐なめだした。黒い毛並みの大きな犬だ。種類は判わからないが、精せい悍かんそうな顔つきは如い何かにも強そうである。これが、話に聞いたレンちゃんなのだろうか。

「もう、リールはどうしたの？　また外してきちゃったんでしょ。駄目よ、お母さんに怒られるのは私なんだからね」

　そう窘たしなめながらも、遥ちゃんの顔は明るい。全身から喜びのオーラが迸ほとばしっているようにさえ見える。

「お姉さん、これがレンよ。さ、ご挨拶なさいレン。私をね、助けてくれた人なのよ」

「わん！」

　こちらに向き直り、お行儀よく足並みを揃そろえると、レンちゃんは尻尾しつぽを振りながら一鳴きする。まるで、遥ちゃんの言葉を理解しているみたい。本当に賢い子なのね。

「こんにちは、レンちゃん」

　おそるおそる体に触れるが、レンちゃんは嫌がる素振りも見せない。

「わうわう」

　ひとしきり撫なでさせてもらうと、レンちゃんが遥ちゃんのスカートの裾を噛かんで引っ張った。どこか、急せかしているようにも見える。

「なあに、レン？　あ、そっか！　お使い、まだ途中だった！」

　お喋しやべりに夢中で忘れていたのだろう。遥ちゃんは慌ててベンチから飛び降りた。

「ごめんね、お姉さん。私、もう行かなきゃ」

「大丈夫ですよ。こっちこそ、引き止めてごめんなさいね」

　遥ちゃんにせがまれて、アドレスを交換する。また会って、お喋りしたいと言うのだ。最近の小学生は自分のスマホまで持っているのかと驚くが、こちらとしても大歓迎だ。

　こんな可愛かわいらしいお友達が『二人』もできただなんて、本当にうれしい。

「このお礼は、今度絶対するからね！　ばいばい！」

　そう言うと、レンちゃんと一緒に、公園の出口へと駆け出してゆく。律儀な子だ。そんなの、気にしなくても良いいのに。

　仲良く去っていく彼女達を見送ると、私もゆっくりと立ち上がり、公園を後にする。

　……何となく、心が温かくなったような、そんな気がした。
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　一夜明け、私は眠たい目をこすりながら、学校に向かっていた。

　昨日は、何だか色々ありすぎて……逆に、眠れなくなってしまったのだ。

　遥はるかちゃんと別れた後、七なな瀬せさん達にデートが中止になった旨むねを伝えた。ひどく疑われ、電話越しに罵倒されちゃったけど、こればっかりはどうしようもない。

　これから、教室で何を言われるのやら。それを考えるだけで眩暈めまいがしてきそうだった。

　やがて、校門が見えてきた。今日もまた、辛つらい一日が始まるのだと思うと、憂鬱だ。

　そんな事を思いながら、門を潜くぐり抜ぬけようとすると──

「あ、朝あさ比ひ奈なさん！」

「は、はひ!?」

　しまった。寝ぼけ眼の所に突然呼び掛けられたせいで、変な声が出ちゃった！

　慌ててそちらを振り向くと、そこには見慣れたお饅まん頭じゆう顔がひとつ。

「あ、い、入いる間まくんでしたか。お、おはようございますぅ……」

　何な故ぜだろう？　彼と話すのが、どうにも照れ臭い。本当に、私はどうしちゃったの？

　顔を隠すようにうつむき、手をもじもじと組み合わせた所で、はたっと気付く。

　──って、そうだ！　私も、彼に用事があったんだ！

　すっかり忘れてた。太た一いちくんのお父さんが心配していた事を、彼に伝えないと。

「あの、昨日の事ですが──」

「そ、それについて、ちょっと……朝比奈さんにお話があるんです！」

　こちらの言葉を遮るようにして、入間くんがそんな提案をしてきたから驚いた。

　……何だろう？　まだ、頭がぼやけて冴さえないせいか、彼の真意が読み取れない。

　まだ、ホームルームまで時間の余裕はある。それにどうせ、早く教室に行っても七瀬さん達にからかわれる時間が増えるだけだ。それなら、彼に付き合う方が良いに決まってる。

「はい、いいですよ。何でしょうか？」

「こ、ここじゃあなんなので、あっちで話しても良いですか？」

「は、はあ……？」

　そうして、彼に連れられて行った先は、あの校舎裏。いつも私がお弁当を食べている場所であった。一体、ここで何を話すつもりなのだろう？

　そう、私が不思議に思っていると……

「あ、朝あさ比ひ奈なさん！　昨日は大変失礼しましたぁ！」

「ふ、ふぇ!?」

　いきなり、彼が土下座をして謝罪をしてきた！

「連絡もせず、あんな寒いところで一時間もお待たせしちゃって……ほんっとうにすみません！」

「い、いえ！　気にしてませんから！　か、顔を上げて下さい！」

　地べたに額をこすりつけるようにして詫わび倒すその姿を見たら、面食らう処どころの騒ぎではない。逆に恐縮してしまう。ちゃんと理由はあったのだし、そこまで大おお袈げ裟さにする事じゃないのに。

「わ、私は大丈夫でしたし！　そ、それよりも──」

　そう、それよりも、体の方は大丈夫なんだろうか？

　パッと見た限りでは、怪け我がはなさそうだけど……心配だ。

　ポケットの中に手を入れ、お財布を確認する。この中に、太た一いちくんのお父さんの名刺を入れてあるのだ。丁度良い、ここで渡しておこう。

　でも、その前に一つ。これだけは言っておかなければならない。

「あの、昨日の事なんですが……本当に用事があったのですか？」

「え!?　い、いえ、それは、その」

　ぶっちゃけ、私は少し怒っていた。太一くんを助けたのは素晴らしい事だけど、一つ間違えれば入いる間まくんまで危なかったかもしれないのだ！

　自然、私の口調は彼を問い詰める様なものになっていた。

「入間くん!?」

「う、うわわわわ！　す、すみません！　用事ってのは嘘うそだったんです！」

　ようやく、話す気になったのか。私は少しホッとしながら、彼の言葉を待った。

　しかし──

「じじ、実は寝坊しちゃって！　それを話すのが格かつ好こ悪くて、嘘を吐ついちゃったんです！」

「──へ？」

「自分はぬくぬくベッドで寝転がってたのに、朝比奈さんは寒いお外に居る。それが、何て言うか申し訳なくて、それで──」

　……うそだ。何で、そんな事を言うの？

　子供を事故から助けた、だなんて立派過ぎる程に立派な理由なのに。

　寒いと言うなら、彼の方がよっぽど寒かった筈はず。冷たい泥水を頭から被かぶり、拭いもせずにそのまま歩いていたのだから。

「お、俺は最低ッス！　穴があったら入りたい……！」

　なのに、何な故ぜ──




『え、えっとその……こ、転んじゃってさ！　いやあ、俺ってばドジで仕方ねえよなあ！』




　──ああ、そうだ。そうだった。彼は、昨日もこう言っていたじゃない。

　何となく、彼という人間が分かった気がする。

　彼は、私に迷惑をかけたということ、それに対して、太た一いちくんを言い訳に使いたくなかったんじゃないかな。

　……何故か、心の何ど処こかが、ズキリと痛んだ。

「……体の具合が悪かった、とかじゃあないんですね？」

「は、はい……」

「どこか、怪け我がをしたりとかもないですね!?　これも嘘うそだったら、絶対に許しません！」

「はいぃぃぃ！　か，神に誓って！　俺は何処に出しても恥ずかしくない、健康優良児です！」

「──それなら」

　くすり、と笑って口調を和らげる。

「この前、連れて行ってくれたケーキ屋さん。とっても美お味いしかったです」

「──へ？」

「ほら、初デートのお詫わびだって言って、ケーキをご馳ち走そうしてくれたじゃないですか。あそこ、今日の放課後にでも連れて行ってください。それで、全部チャラにしてあげますよ」

「ええ!?　そ、そんなんでいいんですか!?」

　私の言葉がよっぽど意外だったんだろうか。入いる間まくんはガバッと顔を上げ、目を白黒させている。何だか、その様子がとても可愛かわいらしく思えて、吹き出してしまいそうだ。

　勿もち論ろん、良いに決まってる。それに、あなたは昨日こう言ったじゃない。

「──埋め合わせ、してくれるんでしょ？」

「あ……は、はい!!　　喜んで！」

「ふふ……」

　良かった。ようやく入間くんが笑ってくれた！

　何故だか顔を真っ赤に染めてるけど、風邪を引いて熱があるんじゃないよね？

　ぽーっとした顔でこちらを見ているのが気になるが、何だかホッとした。

　私は、笑顔を崩さずに、握りしめていた財布をそっとポケットに仕し舞まい直した。
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「はい、はい。そうです、はい、もう彼は心配ありませんので。ええ、なので心配しないで大丈夫です。はい、もちろん。彼に何かあったら、すぐに連絡しますので。はい、じゃあ、また……」

　通話を切り、一息つく。やはり、というか太た一いちくんのお父さんも大分渋ってはいたものの、最終的にはこちらの意を汲くんでくれて助かった。良い人だな、と思う。

　ベッドに腰掛け、昼間の一件を思い出す。謝罪云うん々ぬんが一段落した後の入いる間まくんは、何だか様子がおかしかった。放課後にケーキ屋さんに入った後もそれは続いていて、何かにつけてはこちらの方をチラチラ見てくるのだ。そのくせ、何事かと見返すと、顔を赤くして慌てだすから不思議だ。やっぱり、どこか調子が悪いんじゃないのかな？

　そんな風に思いながら、スマホを机の上に置こうとして──ふと、思い直す。

　写真のフォルダを開き、目当ての画像をタップする。

　いつぞやの、デートの際に撮った写真が、画面いっぱいに表示された。

「うーん……？　改めて見ると、酷ひどい顔をしてるよね」

　もちろん、彼が、じゃない。問題なのは、私の表情だ。いかにも嫌そうでかつ涙目で、頬ほおなど引ひき攣つっている。お世辞にも可愛かわいいとは思えない。

　入間くんに見せなくて本当に良かった。送って欲しいと言われても、断固拒否したのは正解だったよね。

　今日は、彼に埋め合わせをしたもらったんだ。なら、この写真のお返しも、何かするべきなんじゃないのかな？　入間くんは、何をしてあげたら嬉うれしいと思ってくれるんだろう。

　うーん？　彼が、喜ぶような事と言えば──

「──あ！　そうだ！」

　一つだけ、思い付いた。これなら、入間くんへのお礼にピッタリかも！

　自身の思い付きの素晴らしさに膝を叩たたくと、私は自室を飛び出した。

「お母さん、お母さん！　お願いがあるんですけど！」

　居間でお茶を飲んでいる母を見つけ、すぐさまそちらに駆け寄る。

「まあ、どうしたんですか？」

「はい、実はですね──」







　──翌日、早朝。

　家族もまだ起きてこないような時間帯に、私は一人、台所で調理に励んでいた。

「ふふーん、ふっふふーん♪」

　何だか、とても楽しい。この間、七なな瀬せさんに強制され、無理やりお弁当を作らされた時とは大違いだ。心が弾み、手や体の動きまで滑らかになる。知らなかった。気持ち一つで、こんなに変わるんだ。

「よぉし、後はこれを盛り付けて、と……できた！」

　目の前に並ぶ三つの包みを見て、私は満足げに頷うなずいた。

　うん、我ながら良い出来だと思う。これなら、きっと彼も喜んでくれるはず。

「さ、後は皆に気付かれないように、入いる間まくんの分だけ別にして──」

「おっはよー！」

「ひゃっ!?」

　いきなりドアが開き、双ふた葉ばがにゅっと顔を出した。なんて、タイミングの悪い……！

「あれ、お母さんじゃないや。お姉ちゃんだ！　どしたの、今日はやけに早いんだね」

「あ、あわわ！　ふふ、双葉！」

　どうしよう、何て言って誤ご魔ま化かしたらいいの!?

　しかし、私が焦あせっている間に、双葉はテーブルの上の三つの包みに興味を移してしまったらしい。不思議そうに見開かれた目が、見る間に喜色を帯びていく。

「ああ！　ひょっとして、お弁当を作ってくれたの？　やったね！」

　流石さすがの勘の良さで、妹はこれが何なのか、一目で看破してしまったみたいだ。

「そそそ、そうなんです！　ちょっと料理の練習をしたくて、今日はお弁当を──」

「わあ、嬉うれしいなあ！　お姉ちゃんのご飯、私大好き！　今日はお昼にお姉ちゃん弁当が食べれるなんて──って、あれ？」

　双葉の目が不審げに細められた。あわ、あわわわわわ！

「お弁当が、三つ？　あれれ、おかしいなあ。お父さんは今日、会食があるからお昼は要らないって言ってたよね？　お母さんの分？　でも、それじゃあ包むのはおかしいし」

　か、勘が良いにも程があるよ！　どうなってんの、この子！　どっかの名探偵なの!?

「ははぁん？」

「ひぃっ!?」

　にやーっと双葉が笑う。真実を見つけた。もう逃げられぬぞ。覚悟せよ。

　双子の共感がどうとかでなくても、わかる。その顔は、そう物語っている。

「ふうん？　最近、どうも様子がおかしいなあって思ってたら……そういうことなんだ。おめでとうって言えばいいのかなぁ？」

「ちちち、違うの！　彼とは、そんなんじゃ──」

「……『彼』？　ふっふっふ、語るに落ちたねえ、お姉ちゃん？　私はまだ、そんな事聞いてないのになあ」

「は、謀はかったんですね、双ふた葉ばぁ！」

「ヒヒヒ、わかりやすいお姉ちゃんが悪いのだよ！　ねえ、誰？　誰なの？　お姉ちゃんを誑たぶらかした、その男の子！　名前だけでも教えてよぉ」

　ニマニマ笑いながら、双葉が絡んでくる。

　この時、この光景を見ていたのが双葉だけではなかったことを、私は知らなかった。妹の追及をかわすのに精いっぱいで、台所の外にまで気を配る余裕がなかったのだ。

　ぶっちゃけて言えば、両親の存在を、すっかり忘れていたのである。




「……会話が気になって仕方がないのに、この雰囲気じゃ入れない……クソッ！　双葉、追及の手を緩めるな！　もう少し、そう！　ガードを崩して──そこだ！」

「もう、盗み聞きなんてお行儀が悪いですよ、あなた。さあさ、今日はお赤飯でも炊きましょうかね？」
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　そうして、待ちに待った昼休み。私は足早に席を立ち、教室を出ようとする、。

　クラスメイト達の不審そうな視線が、背に刺さる。

[image: ]

　それを無理やり振り切るようにして、廊下に出た。

「きき、緊張が……っ」

　実は、入いる間まくんのクラスに行くのは初めてなのだ。彼の教室は、確か一組だったはず。

　なら、三つ先の教室だ。

　一つ、教室を通り過ぎるたびに心臓が弾はじけそうになる。いっそ引き返そうか、という思いが頭を掠かすめたほどだ。

　やがて、二組を通り過ぎ……遂ついに、一組の前に辿たどり着ついた。

　さ、さあ！　中に入ろう……！　私は、ゆっくりと教室のドアに触れた。

「はーっ、はー……っ」

　駄目だ。手を掛けたはいいものの、中々ドアを開く事ができない。

　よ、よぉし！　もう一度、深呼吸をして──

「……ム？　アンタ、そこで何をやってるんだ？」

「ふ、ふぇ!?」

　突然、背後から声が掛けられた。

「お、どうした兄貴？」

「いや、教室の前に女の子がいてな。──ウチのクラスに何か用かい、お嬢さん」

「い、いえ！　そ、そのその……！」

　振り向くと、そこには二人の男子生徒が立っていた。その顔立ちは実によく似ていて、前髪が左右対称な以外は体型さえもそっくりだった。私と同じように、双子なのかな？

　二人とも、その脇に長方形の板のような物を抱えている。あれは、タブレット？

　会話の内容からして、このクラスの生徒だとは思うけど、しまった。

　教室に入る前に声を掛けられるなんて、この展開は予想していなかった……！

「怖がることねえって。別に取って喰くったりはしないからさ、イッヒッヒ」

　男子生徒の片割れが、そう言ってカラカラと笑う。多分、私を和ませてくれようとしているんだろうけど、こういうタイプの男の人は、どうも苦手だった。

「おい、隆りゆう二じ。そういう話し方は逆効果みたいだぜ。このお嬢さんには刺激が強すぎるようだ。見ろ、怯おびえておるわ」

「あーどうやら、そのようで。しまったな、こういう小動物みたいなタイプの子と話すのは久しぶりすぎて戸惑っちまう。ウチの女子共は良くも悪くもアクが強いし、莉り愛あの奴やつもほら、ここんところはノリが悪いじゃんか。全く、アイツの歪ゆがんだ高校デビューはどうにかならないかねえ」

　私を放置したまま、二人は勝手に盛り上がっている。ええと、どうしたらいいんだろ？

「アイツ、反応は未だに面白いんだが、どうも最近は見み栄えの方が先走っちまってるというか、なんというか。進学・進級を機に気持ちを一新するなら、晴はる斗とみたいな方向でいけばよいのだがな」

　あれ？　今、この人。入いる間まくんの名前を……？

「あ、あの……？」

「おっと、これは失礼した。俺は伊だ達て隆りゆう一いち。こっちのクローン男が双子の弟である伊達隆りゆう二じだ。よろしく、お嬢さん」

　伊達兄弟……ああ、そう言えば聞いたことがある。あちらこちらに謎の情報網を持つ、変人の双子がいるらしい、と。嘘うそかまことか、一年のみならず、全校生徒の個人情報をその手に握っている、という怪談めいた話もあったっけ。流石さすがにそれはないと思うけど。

　いや、そんなことよりも大事なことは他にある。そうだ、噂うわさが確かなら、彼らも入間くんと同じ一組の男子生徒だったはず──

「ほう。さり気なく自己紹介に流れるとは、流石兄貴。デキる男よな」

「お近づきになれるチャンスは逃すな。それが親父おやじの教えだ、弟よ」

　な、何だか、ものすっごくマイペースな人達だなあ。

「わ、私は四組の朝あさ比ひ奈な若わか葉ばと言います。あの、さっき入間くんの名前を……？」

「なんだ、晴はる斗との奴やつに用事か？　アイツなら多分、教室に居ると思うぞ──って、ん？　朝比奈？」

「お、兄貴。その名前には聞き覚えがあるぜ。この子がほら、そうじゃね？」

　伊達くん達は顔を見合わせたかと思うと、何やら得心したかのように頷うなずき合った。

　あれ？　どうしてこの人達、私の名前を？

　そう疑問に思っていると、彼らはニコニコ笑いながら、親しげに話し掛けてきた。

「そっか、そっか！　アンタの事は、晴斗からようく聞いてるぜ。可愛かわいくてとびきり優しい彼女ができた、ってな！」

「うむ、奥ゆかしそうであるしな。晴斗の奴は果報者だな」

　クラスのみんなが彼に向けるような、嘲笑では無い。伊達くん達のそれは、心から友人の幸福を喜んでいるような、そんな笑顔だった。

「あ、あの？　入間くんは、クラスではどういう……？」

　何な故ぜか、彼の事が無性に知りたくなった。

　その欲求に背中を押されるようにして、私はそんな質問を口にしていた。

「晴斗か？　あいつは、何ていったって、面白い奴だぜ！　馬鹿で間抜けだけど、裏表がねえし。しょっちゅうエロゲーの話をしなけりゃ、もっといいのにな！」

「同感だな。あれほど、明け透けに物を言える男は、昨今珍しいぞ。明るいし、何だかんだで優しいしな。あれで、二次元に心を惹ひかれすぎていなければもっと良いのだろうが。まあ、それは俺達も言えたことじゃないな」

　うんうん、と双子たちが頷き合う。

「その辺り、お嬢さんには期待してるぞ。是非とも、三次元の良さをアイツに教えてやってくれ」

「は、はあ」

「でもアイツ、時々、スゲエ大人っぽく見える事がないか？　ほら、前にクラスで殴り合いのケンカが有った時もさ」

「ん？　ああ、そうだな」

　学校で殴り合いのケンカ……そんなの、本当にあるんだ。

　漫画か、ドラマの中だけのモノかと思ってた。

「今から思うと、すっげえくだらねえ理由でケンカをしちまったんだけどさ。二人とも、引くに引けなくなっちまって。そしたらアイツ、殴り合いの真っただ中にいきなり割り込んできて、何て言ったと思う？」

「さ、さあ？」

「このタブに動画を撮ってあるぞ。まあ、絵面を見るのは刺激が強いだろうから、聞くだけでも、ほれ。イヤホン付けて、どうぞ」

『お、何やってんだ？　俺も混ぜろよ』

　あ、入いる間まくんの声だ。

「この後、見事なダブルパンチを左右から喰くらっててな。その打撃音がこれだ」

「ひいっ!?　さ、再生しなくて良いです！」

「三ゲージはもってくほどのナッコォだったんだが、あいつケロッとしていてな。そればかりか、ぽかんとしている二人に向かって、こう言ったんだ」

　伊だ達てくん（兄）が、再生ボタンを押した。

『スッキリしたか？　んじゃ、ケンカはコレで終わりな。さあ、そんな事はもうやめて、俺のこの『泣いた』エロゲー百選を聞いて魂を震わせろや！』

『聞くか、アホ！　このエロゲ脳、エロ饅まん頭じゆう！』　『そうだそうだ、未来の大魔法使い候補の癖に！　どうせ三十路みそじまで童貞だろ、お前』

『何、だと……？　お前らには、感動する心ってものがないのか！　この冷血漢どもが！　いいか、まず！　このゲームの泣きポイントはだな！』

　そこから先は、聞くに堪えないブーイングの嵐だった。男女関係なく、クラスの心が一致団結して入間くんを罵倒していく。見ようによっては美しい光景……なの、かな？

「と、まあ、こんくらいだ。いつの間にか、ケンカしている二人もこれに加わっててだなあ。気付いた時には、仲直りを果たしていたわけだ。あれは見事なヒールっぷりだったな」

「全く、大した奴やつだぜ。アイツにゃ、敵かなわねえよ」

　何な故ぜだろう？　彼の良い面を聞くと、心がポカポカしてくる。

　太た一いちくんの件を思い出す。多分、ああいった具合に、ケンカを止めたとしても、それを自慢げに吹ふい聴ちようしたりはしていないのだろう。調停の仕方も、彼らしいといえば、彼らしい。

「っと、話が長くなっちまったな。ま、アイツの事を一つよろしく頼むぜ、って事だ！」

「は、はい……」

　彼らは、事情を知らない。私と入いる間まくんが付き合ってる本当の理由と、ゲームの事を。

　少しだけ、私の胸が痛んだ。

「ふむ、話はここら辺にしておこうか。晴はる斗とに会いに来たのだろう？　さあ、行こうではないか」

「え、ええ……！」

　そこで、ふっと気付く。先ほどまであった緊張感が、綺き麗れいサッパリと無くなっていた。

　入間くんの話を聞いたからだろうか。何だか胸がじんわりと温かい。

　それに、彼の違った面がまた一つわかったし……伊だ達てくん達には、感謝しなくちゃ。

「……ありがとうございました」

「へへ、礼を言われるような事はしてねえぜ。ほら、開けるぞ」

　扉が、音を立てながら開く。私は、ドキドキしながら、教室の中へと足を運び入れ──




「だから、言ってるだろうが！　俺はエロゲーやギャルゲーで、その手のシチュは勉強していると！　一晩で五ゲーム全クリア！　全ＣＧ回収は…‥伊達じゃあねえんだよ！」




　なな、なに!?　教室に入るなり、聞き覚えのある大声が、私の耳を貫いた！

　びっくりして、そちらを見ると……

「あ──」

　もはや見慣れたお饅まん頭じゆうさんが、クラスメイト達相手に、熱弁を振るっているのが見えた。

「いいか、委員長！　エロゲで培った知識をフル活用すれば、きっとあの子にも喜んでもらえるんだ！」

「大した自信じゃない？　そんな事言って、どーせ本番じゃガチガチに緊張してキスもできやしないくせに。ねえ、かなみもそう思わない？」

　けらけらと楽しげに笑う女生徒に促され、ポニーテールの少女が肩をすくめた。

「入間は、口ばっか達者だからねえ。いざって時になったら、大いにテンパるっしょ」

かなみ、と呼ばれた少女が気だるげにそう言うと、周囲から同意の声が次々と上がる。

　その中の一人が、入間くんの肩をぽん、と叩たたいて愉快そうに笑った。

「ま、精々上う手まくやるこったな。お前さんの成果とやらを期待してるぜ？」

「ええい、好き勝手言いおってからに！　大体、和かず真ま！　お前も人の事を言えるのかよ！」

「ふん、俺を甘く見るなよ？　ほれ、このＬＩＮＥを見ろよ。出会い系女子とのコンタクトは取り済みだ！　これから合コンなりを開いて可愛かわいい女の子とお近づきになり、そのまま彼氏彼女の関係になるって寸法よ！　完璧な計画！」

　和かず真ま、と呼ばれた男子生徒が、実に穴だらけなプロジェクトを語り出す。

「しょ、正直それもドン引きだけどね。大丈夫？　あんた、騙だまされてない？」

「へっ、何とでも言いやがれ！　コイツにだって彼女ができたんだ！　俺だって、見てろよ？　そん時になって後悔しても遅いんだぞ、委員長！　それに入いる間ま！」

「ま、精々頑張れや！　万が一上う手まくいったら、ダブルデートと洒落しやれ込こむか？」

「ふぅむ、最近の入間は絶好調だねえ」

　かなみさん（？）が感心したように頷うなずいている。

　それを聞いて、ますます入間くんはノリにノッていく。

「そりゃ、勿もち論ろん！　あーんな可愛かわいくて、とーっても可愛い女の子が、俺の彼女なんだぜ？　不景気な顔になる筈はずないって！　ぜーったい、彼女を幸せにしてあげるんだ！」

　顔から火が出そうだ。彼の中では、私は女神か聖女のように祭り上げられているみたい。

「脳内シミュレーションだって、完璧なんだぞ？　恋人たちの夜……雪が舞う木の下で、俺と朝あさ比ひ奈なさんは、そぉっと優しいキスをするんだ……」

「うっわぁ、キ・モ・イ！」

「そ、そして。キスを重ねるうちに、段々と気持ちも近付いていって……ハァハァ」

　委員長さん（？）のツッコミも意に介さない。今の入間くんは無敵であった。

　どうしよう、この辺りで止めた方が良いのかな。彼の名誉の為ためにも。

　とりあえず、そーっと入間くんの後方へと回る。しかし、彼は気付いていない。

　それどころか、語りも鼻息も、ドンドンと荒く、力強くなっていく。

「や、やがて、二人は雪の結晶に包まれながら、身も心も一つになるんだよ！」

　え、は、初めてが野外なの？　しかも雪の中？

　それはちょっと、ロマンチックを通り越して、寒そうというか、何と言うか……

「ひゃっはあ！　純愛サイコー！　無む理り矢や理りとか寝取られは駄目、絶対！」

　しまいにはガッツポーズまで決めながら、入間くんが絶叫する。

　どうしよう、本当にどうしよう。

　救いを求めるように伊だ達てくん達を見るが、彼らもどうして良いかわからないのだろう。双子揃そろってガックリと肩を落とし、額に手を当てている。「ＯＨ……」という呟つぶやき声まで聞こえてきた。

　困りに困り果てていると、聞き覚えのある声が耳に届く。

「いやあ、晴はる斗とくんは今日も通常運転だねえ」

「まったくだ、昨日まであんなに落ち込んでたくせによ」

　備び前ぜんくんと波なみ川かわくんだ！

　そ、そうだ。彼らにコンタクトを取って、何とか穏便に私の存在を伝えよう！

　両手を振って、おーいおーいと訴えかける。すると、備び前ぜんくんがこちらを見た。

　やった！　気付いてくれた！

「おい、瞬しゆん？　晴はる斗との後ろで手ぇ振ってるのって、確かさあ」

「何だい──って、ああああ!?」

　波なみ川かわくんが顔色を変えた。驚きよう愕がくに開かれた目は、こっちをピタリと捉えている。

「あー、早く放課後にならないかなあ。朝あさ比ひ奈なさんに会いたいな！　ま、あの子の前じゃとてもこんなエロゲ話はできないけどネ！」

　早く、波川くん、早く！　手遅れになる前に！

　しかし、その願いも空むなしく、入いる間まくんの周囲に居る生徒達が私の存在に気付いてしまう。

「あ……」

「え、え……？」

　入間くんを囃はやし立てていたクラスメイト達が、言葉に詰まって黙り込む。

　そこを中心にして波のように静寂が広がり、瞬時にして教室は沈黙の檻おりと化した。

「え、何でみんな黙り込むの？　ん、後ろ後ろ？　あ、何だか嫌な予感がする奴やつだこれ！」

　ゆっくりと、入間くんが振り返る。当然、その後ろにいるのは私、朝比奈若わか葉ば。

　目と目がバッチリと合い、二人の間に緊張が走った。

「あ……えっと、こ、こんにちは？」

「ギャアアアアアアアア！　あああ、朝比奈さん!?　な、何な故ぜここにぃ！」

「い、いえその。入間くんにですね、用事があって、あの……」

　入間くんの悲痛な叫びをきっかけに、教室が再びざわめきを取り戻す。

「──おい、あの子が入間の彼女だったのかよ！」

「馬鹿、なんで早く教えてやんなかったんだ！」

「だ、だって！　まさか、あんな可愛かわいい子が入間の彼女だなんて思わないじゃん!?」

「さっきの会話、確実に聞かれてたよね……」

「あたしだったら、首吊つるレベルよ、あれ。自業自得とはいえ、可哀かわい想そうに……」

　意外な事に、その殆ほとんどは入間くんに対する同情の声だった。

　教室の入り口で固まっていた伊だ達てくん達も、天を仰いで嘆息している。

「せ、せっかく持ち上げてやったのに……あの大バカ野郎」

「何というか、期待を裏切らない御ご仁じんよな。とりあえず、慰めに行くぞ」

　そして、混乱の渦中に居る入間くんの周囲では、先ほどまで囃し立てていた女生徒……委員長さん、だったかな？　達が何とも言えない表情でフォローを試みていた。

「そ、その…‥入間、ガンバ！」

「うん、まあなんだ……今日の掃除当番、代わってやんよ」

「明日の課題、答え見せてやるからさ、強くイキロよ少年」

　彼らの声と表情は、とても優しく、温かさに満ちていた。見てるこっちが、いたたまれないくらいに。

「ヤ〇ルト飲むか？」「チョコもあるぜ？」

　伊だ達てくん達もそこに加わり、乳酸菌飲料とお菓子を薦めている。

　クラスメイト達のありがた迷惑な厚意を受け、入いる間まくんが再び叫び出した。

「その生温かい優しさをやめろぉぉぉ！　有難すぎて、胸にくるんだよ!?」

　生徒達に囲まれ、彼は涙目になりながら抗議している。

　どうしたものかと、私が迷っていると……

「その、ごめんね朝あさ比ひ奈なさん。騒がしいクラスで、驚いたでしょ？」

　流石さすがに見かねたのか、波なみ川かわくんがこちらに歩み寄ってきてくれた。

「あ、いえ。確かに驚きましたけど、その、えっちな話にどうこうと言うわけじゃ……」

　そうだ、彼の話は、その。確かに自重はして欲しいけど、本当に驚いたのはそんなことじゃあない。私が目を見張ったのは、彼の教室での立ち位置だった。

　男子だけでなく、女子も普通に入間くんと接している。

　ううん、それどころか、随分と親しげな様子で……

「ああ、なるほど。『そっち』か」

　得たり、というように微笑ほほえむと、波川くんは穏やかな口調で話し出す。

「他のクラスでの評判と、ずいぶん違うでしょ。ここでの彼の姿を見て、驚く人も結構いるんだよ。ほら、しょっちゅうあんな言動をしているから。それを嫌う人も多いのさ」

　そう言うと、やや困ったように眉をひそめた。それは、半ば公然となっている、入間くんに関する噂うわさについてであった。

「実際、うちのクラスでもね。彼を煙たがっている生徒がいないとは言わないよ。万人に好かれるなんて、絶対に無理だから」

　それは、痛い程よくわかる。私自身がそうだから。万人に、どころではなく、クラスでは誰からも好かれてなんかいない。

「でもね、彼とこの半年付き合えば、良い所をわかってくれる人も、それなりに出てくるんだよ。見ての通り、晴はる斗と君はお節介焼きな上に、明るいからね。彼の近くにいれば、自おのずとみんな笑顔になるのさ。彼の事が好きであれ、嫌いであれ……それだけは、間違いないと思うよ」

　それは、何となくわかる気がする。彼と一緒にいると、すごく楽しいのだ。

　余計な気を遣わないで済むし、何より居心地が良い。

　そんなことを思いながら、入間くんを眺めていると……

「おら、何い時つまでテンパってやがる。さっさと再起動しやがれ」

「──ハッ！　いかん、いかん！」

　備び前ぜんくんのツッコミを受け、入いる間まくんがようやく正気に戻ったようだ。

「朝あさ比ひ奈なさん、お見苦しい所をお見せしました！　今日は、どうかしたんですか？」

「あ、はい！　そ、そのぅ……」

　ここで引いちゃ駄目！　きっとまた雰囲気に呑のまれてしまうにきまっている。

　このままじゃ、せっかく作ったお弁当が無駄になっちゃう！

「──お、お弁当を作ってきたんです」

　昨日の決意を思い出し、私は、ほんの少しだけ勇気を振り絞った。

「一緒に、食べて、くれませんか……？」

「──え」

　私の提案を聞いた入間くんの目から、ほろりと涙が流れ落ち、それは見る間に滝となる。

　え、なにごと？

「う、うわああああ！　なんて、なんて良い子なんだ！　俺は幸せ者だよぉぉぉ！」

「じゃ、じゃあ、いいんですね？」

「勿もち論ろん！　たとえ満漢全席を平らげた後でも、朝比奈さんのお弁当なら幾らでも入るし！」

　喜びの声を上げながら入間くんが踊り出す。

「ったく、調子の良い奴やつだぜ。泣いたカラスがもう笑いやがった」

「まあ、まあ。何はともあれ、彼女に引かれなくて良かったじゃないの。ええと、あなた朝比奈さん、だっけ？」

　呆あきれたように苦笑する備前くんを宥なだめると、委員長さんがこちらに歩み寄って来た。

「は、はい！」

「あなた、勇気あるわねぇ。入間の彼女になるなんてさ。こいつの友達ってならともかく、恋人なんてあたしなら絶対にごめんだけどね」

「え、えっと……？」

　どう答えたら良いか迷っていると、入間くんがそこに割り込んできた。

「ええい、余計な事を言うんじゃねーよ！　ほ、ほら！　朝比奈さん、行きましょう！」

「あ、はい！」

「全く、本当にやかましい奴」

　飯いい塚づかさんが、クスクス笑いながらこちらに手を差し出してきた。

「あたしは、飯塚陽よう子こ。このクラスの代表委員長なんてやってるわ。まあキャンキャン吠ほえる駄犬どもの躾しつけが主なお仕事ね」

「あ、はい。朝比奈若わか葉ばです……」

　え、握手……よね？　でも、私なんかがして、いいのかな。

　迷っていると、彼女の方から私の手を取り、両手で包み込んでくれた。

「朝比奈さん、良かったらまた遊びにきてね。コイツの壮大な滑りっぷりを聞かせて頂戴な」

　飯いい塚づかさんの言葉に同調するように、他の生徒達も私に笑顔を向けてくれた。

「そうだぜ、遠慮すんなよ！　入いる間まの選んだ奴やつならいつでも大歓迎だぜ」

「そー、そー。このアホに変な事をされたら、言ってみ？　私が速攻でぶっ飛ばしてやっから、安心しな」

　そんな事を言われたのは、初めてだった。どう答えていいか、迷ってしまう。

「……本当に、お節介な連中だよ」

　しみじみと、入間くんが呟つぶやく。言葉とは裏腹に、その顔はとても嬉うれしそうだった。

「それじゃ、お弁当を食べに行きますか！　おう、みんな！　帰ったらうーんと自慢してやっから、覚えておけよ！」

　教室のあちらこちらから冷やかしの声と、拍手が巻き起こる。

　生徒達の笑顔を背に、私達は教室を出る。去り際、扉の近くに居る伊だ達てくん達に声をかけるのも、忘れない。どうしても、お礼が言いたかったのだ。

「あの、色々とありがとうございました！」

「気にする事はない。結局自爆させたようなもんだしな。これに懲りず、また来てくれると嬉しいぞ」

「そうそう。パンチ一発分の代金を払っただけさ。兄貴の言う通り、あんまり役には立たなかったしな」

「そんな事はありません！　今度、改めてお礼をしますね」

　ぺこり、と頭を下げその場を去る。

　今まで感じた事のない高揚感が、私の心を包み込んでいた。





　　　　七






　暖かい所で食べようという入間くんの言葉を断り、私は校舎裏へとやって来た。

　この学校の裏庭は、結構なスペースがある。けれど、日当たりは良くなく、利用する人も少ない。だから、私にとっては格かつ好こうの食事場所だった。

　……それになにより、私のクラスの人達に見つかり、この気分に水を差されるのが嫌だったから。

「無理を言って、ごめんなさい」

「俺は、全然構いませんよ！　朝あさ比ひ奈なさんが寒くないなら、それで良いんですから」

「……ありがとう、ございます」

　持ってきたお弁当を開け、中身を披露する。前回よりも、少し気合を入れた。

　前が好評だったから、今回のもいけると思うのだけど。いざ本番となると、やっぱり緊張してしまう。……でも、その心配はどうやら杞き憂ゆうだったみたい。

「美う味まい、こら美味いで！　最高や！」

　以前にも増して食欲旺盛な彼の姿に、心の底からホッとする。

「この卵焼きは絶品だ！　甘すぎもせず、舌にまったりとなんたらかんたら……」

　キリッとした顔で、そんな評価？　まで下してくれた。

「学園きっての食いしん坊、この入いる間ま晴はる斗と山さん人じんも太鼓判を押す出来だ！」

　そんな彼を見ていると、何だか心がふわふわする。

　申し訳ないような、嬉うれしいような…‥複雑な気持ち。

　ふと、教室での一幕を思い出す。

　彼は、私が思っているよりもずっと多くの友達に慕われていた。

　……感じるのは、微かすかな嫉妬？

　ああ、そっか。私は心のどこかで、彼が自分と同類だと思っていたんだ。

　二人の理解者がいるとはいえ、クラスの爪つま弾はじきものである、と。

　先ほどまでの高揚感が急に冷めていくのがわかる。

　自分が、どれだけ浅ましい人間なのかを思い知ったような気がして──

「──朝あさ比ひ奈なさん！」

「え……わっ!?」

　突然、口の中に何かが放り込まれた！　思わず噛かんでしまうと、甘酢っぱい味が舌いっぱいに広がっていく。これは、私が作った酢豚？

　うん、やっぱり良くできてる。味付けも問題ないし、これなら──って！

「ちょ、いきなり何をするんですか!?」

「自分の作ったお弁当の味はどう？　とっても、美お味いしいでしょ？」

「あ……」

「もし、さっきの件を気にしているのなら、本っ当に申し訳ありません！　ついつい、暴走しちゃって……」

　そこで、入間くんは言葉を切ってこちらを見た。その顔は赤く染まっている。

「朝比奈さんを好きだって気持ちが強すぎて、その……ちょっと、はしゃいじゃって！」

「え、え……!?」

　──なにそれ、ズルイ。

　何気ない素振りで「好きだ」って言うなんて……不意打ちも、良い所だ。

　そんな私の気持ちも知らず、入間くんは話を止めようとしない。

「これからは気を付けますんで、許してください。だから、そんな顔をしないで欲しいんです」

　お弁当箱に再び箸をつけ、入間くんはおかずを口に放り込んだ。

「こーんなに美お味いしいお弁当なんですから。楽しく食べなきゃ、損ですよ！」

　そう言うと、入いる間まくんは両手を広げてニコニコ笑う。

「ほらほら、楽しく、楽しく！」

　それを見ていると、私のささくれ立った心がほどけてゆくようだった。

　……まったく、情けない。これ程の好意を貰もらっておいて、何を不ふ貞て腐くされていたんだろ。

「もう、気にしてなんていませんよ？」

「本当ですか!?　正直、地獄を見た気分でしたよ！　ああ、良かったぁ……」

　大おお袈げ裟さに安あん堵どする彼を見ていると、不意に悪戯いたずら心が沸き上がった。

「だって、入間くんがえっちなのは、初めからわかっていましたから」

「ええ、エッチじゃないよ！　紳士です！」

「暗がりを良い事に、女の子の手をいきなり握ろうとしたくせに？」

「あれはその、若さゆえの過ちと言いますか、ちょっとした勘違いといいますか……！」

「ふふふ、どうだか？」

　何だか、とっても楽しくなってきた。堪こらえ切れず、声を出して笑ってしまう。

「あ……やっぱり、そうだ」

「え？」

「昨日も思ったけど、笑ってる時の朝あさ比ひ奈なさんって、すっごく可愛かわいいです」

「なな、何を急に……!?」

　え、笑顔？　まさか、私が……？

「朝比奈さんは、絶対その方がいいって！　ああ、もう俺は、俺はもう……！」

　そこで、ようやく気付いた。いつの間にか、私は笑っていたのだ。

　愛想笑いや、誤ご魔ま化かしじゃない。屈託のない、心からの笑みを浮かべる事ができていた！

　この学校で、私はそんな風に笑う事なんて絶対にないと、そう思ってた。

　それが、それ、が──

「どうかしましたか、朝比奈さん？」

　……何だか、胸が熱い。あの日と同じように、頬ほおも火ほ照てってきた。

　そのせい、だろうか？

「──若わか葉ば」

　気が付くと、私は──

「はい？」

「私の名前です。今度から、そう呼んでください」

「え、え？」

「……ね、晴はる斗とくん」

　──その言葉を、口にしていた。

「──っ！　ま、まさか、女の子にそんな事を言われる日が来るなんて!?　こ、これは現実なのか？　まさか俺、知らぬうちにゲームの世界にダイブしていたんじゃ……」

「……嫌、ですか？」

「いいい、嫌なわけないっすよ！　うっひょう！　俺の夢が、一つ叶かなったぜ！　ありがとう、朝比──わ、若わか葉ば、さん」

　照れくさそうに呼び直す入いる間ま──晴はる斗とくんを見てると、私まで何だか気恥ずかしくなってきた。それを誤ご魔ま化かすように、声を張り上げる。

「おやおや～？　他にも何か夢があるんですか？　私で叶えられることなら、叶えてあげますよ？」

「い、いやいや！　それはまだちょっと言えないし！」

　あら、彼女にも秘密なの？　それは良くない事だと思う。

「隠し事なんて、男らしくないですよ？　ほらほら、吐けば楽になりますから♪」

「か、勘弁してくれよ！」

「ふふ、どうしよっかな～？」

　──その日、私は自分が『ゲーム』をしている事すら忘れ、久しぶりに、心の底から。家族以外の『誰か』との会話を楽しんだのだった。





　　　　八






「うーん……？　こっちのパーツがこう、と」

　彼を名前で呼んだ、その日の夜。私は自室の机の上で、プラスチックの塊と格闘していた。そう、晴斗くんからプレゼントしてもらった、あのプラモデルだ。

「あ、腕が組み上がった！　えへへ、意外と簡単ね」

　パーツをラインから切り離し、説明書の通りに組み上げてゆく。

　うん。これはなかなか、楽しい。

　今まで気付かなかったけど、こういう細かい作業は性にあっているみたい。

　何だか、小学校の頃の図工の授業を思い出す。

　プラモ作りに必要なニッパーは、お父さんから借りた。

　理由を話したら、是非手伝うと言ってくれたけど……申し訳ないが、断った。

　素人がいきなり上手に組み立てる事ができるとは思わない。でも、自分一人の力で作ってみたかったのだ。この、彼から貰もらったプラモだけは。

　遠回しにそう伝えてみたら、何な故ぜかお父さんは渋い顔をして黙り込んでしまった。

『やっぱり、男か？　女の子は、彼氏の趣味に染まりやすいって言うし……』

　そうして、なにかブツブツ言いながらお母さんのところに行っちゃった。

　何だか、凄すごく動揺していたみたいだけど、どうしたのかな？

　そんな事を思い返しながらも、プラモ作りは着々と完成に向かって進んでゆく。

　やがて、殆ほとんどのパーツが組み上がり、最後の仕上げの段階に突入する。

　よぉし、それじゃあシールを綺き麗れいに貼って、武器や盾を持たせれば……！

「やったぁ！　完成！」

　所々に切り離し後の『バリ』があり、玄人くろうとから見ればお粗末も良い所なのだろうが、うん！　中々、格かつ好こ良いい！

　こんなふうに、自分で何かを作ったのは、いつ以来だろ？　何だか、感慨深い。

「お父さんの部屋に飾られていた、ジャ……何とかも良いいけど、私はこっちの方がずーっと気に入っちゃった！」

　そうだ！　これ、写真を撮って、晴はる斗とくんに見せよう！

　きっと喜んでくれるよね。プレゼントの事を気にしてたから、丁度良い！

　ＬＩＮＥにアップしても良いけど、やっぱり、直接画像を見せたいな。その方が、彼の喜ぶ顔も見られるし、うん、そうしよう！

「えへへ、楽しみだなぁ」

　そうだ、明日のお弁当は何を作ろうかな？　彼なら、何でも美お味いしいと言ってくれそうだけど、やっぱり似たような物は避けたいし。料理上手な女の子だと、思ってもらいたい。

「うーん、悩んじゃう」

　そういえば、今は何時だっけ？　時計を見ると……九時半だ。いつもなら、まだ起きている時間だけど、うん。明日も早いし、もう寝ちゃおう！

　できれば、もう一回お風呂に入っておきたいけれど、それは、明日の朝にしようっと。

　その方がサッパリするし、綺麗な自分をあの人に見てもらえる。

　……思えば、彼と出会ってから、私のリズムは狂いっぱなしの気がする。

　けれど、それは決して悪い気分じゃなかった。

　電気を消し、布団にもぐる。何だか、変に興奮してきちゃった。

　眠らなければならないのに、これでは目が冴さえてしょうがない。

「ああ、早く──」




　──明日に、なりますように……。
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　　　　一






「うーん、今日も良い天気！　絶好の登校日和びよりだなあ」

　晴れ渡った青空は、見ているだけで気持ちがいい。やっぱり、朝はこうでなくっちゃ。

　窓から差し込む日差しに目を細め、よしっと気合を入れ直す。

「双ふた葉ば、もう行くよ？　ほら、早く早く」

「わわ、待ってよ、お姉ちゃん！」

　転びそうになりながら、双葉が後を付いて来る。

「お母さん、行ってきまーす！」

「い、行ってきまーす！」

　よぉし、急がなきゃ！　ああ、もう。靴を履く時間さえ、もったいない！

「それじゃあ、また後でね。車に気を付けるのよ！」

　肩越しに妹へ声を掛けた──のだけれど、あれ？　返事が返ってこない。

　もしかして、まだ玄関で手こずってるのかな？　そう思って振り向くと、双葉は何やら不思議そうな顔をしながら、こちらをじっと見つめていた。

「最近、お姉ちゃん変わったね」

「そ、そうかな？」

「うん、なーんか、話し方とか、口調とか。少し、柔らかくなった気がする」

「え……？」

「うん、私、今のお姉ちゃんの方が好きだな！」

　そう言って、双葉はニコニコ笑っている。何な故ぜか、妹はとても嬉うれしそうだ。

　えっと、どういう意味だろう。私の話し方が、柔らかくなった……？

　うーん？　私は普通にしているつもりなんだけど。自分では全くわからないや。

「じゃあ、お姉ちゃん！　また後でねー！」

　妹が反対方向に歩き出して行くのを確認し、私は再び走り出す。

　スマホを取り出し、時刻を確認する。七時十五分。少し前の私なら、まだベッドの中にいる時間だ。そう考えると、何だか不思議な気分になる。

　──うん、このペースなら、絶対晴はる斗とくんよりも先に着ける！

　やがて、いつもの分かれ道が見えてくる。ゴールはもうすぐそこだ。

　息を弾ませながら、足を前へ前へと動かす。よぉし、今日は私の勝ち──

「あ──っ？」

　私は、思わず声をあげてしまった。

　トップランナーの気分でやってきたというのに、勝利者はすでにいたのだ。

　分かれ道の前に立っているのは、いつも見慣れた、まん丸頭さん。言わずと知れた私の彼氏、入いる間ま晴はる斗とくんである。

　──しまった！　また今日も先を越されちゃうなんて！

　悔しくて悔しくて、地団太を踏みそうになる。

「あ、若わか葉ばさーん！　おはよう！」

　すると、彼が私に気付いたか、大きな声で手を振ってくれた。

　なによその、無駄にドヤッた笑顔は。くー、憎らしいったらありゃしない！

　私は、拗すねたように口を尖とがらせた。

「うー、今日こそはイケルと思ったのに！　一体、いつからここにいるの!?」

「ふふふ、まだまだ、修業が足りん。この晴斗を舐なめたらあかんぜよ！」

　く、悔しい……！　もう、いい気になっちゃって！

「明日を見てなさい！　次こそは私が一番乗りしますからね！」

「ひょっひょっひょ……それはどうかなあ？　明日も同じセリフをはくと予言しよう」

　彼の軽口に、ふくれっ面つらを返して見せる。でも、決して嫌な気分じゃない。

「もう……っそんな事ばっかり言って！　どーせ私はノロマですよ」

「あれれ、拗ねちゃった？」

　横目でチラッとこちらを窺うかがう仕草が腹立たしくも、微笑ほほえましい。

「拗ねてなんかいません！　子どもじゃないんだから、もう！　ああ、それとですね！」

「それと？」

　そうだ、これだけは言っておかなければなるまい！　私は息を大きく吸って──

「……言い忘れていました。おはよう、晴斗くん」

　とびっきりの笑顔で、彼に微笑んだ。

「う、うおう……！　ふ、不意打ちはずるいな！」

「やーい、引っ掛かりましたね♪」

　下の名前で呼び合うようになってから、はや、一週間。

　最初はやっぱり恥ずかしくて、どうも呼び辛づらかったけど……今ではほら、この通り。

　人間って慣れるものだなあ、うんうん。

　先ほどのお返しとばかりに、ドヤ顔を向けると、彼は慌ててそっぽを向いてしまう。

　顔を赤くしてドギマギする晴斗くんは、何だかとっても可愛かわいらしかった。

「ふふ、お返しですよ。さあ、そろそろ学校に行きましょ？」

「やれやれ、女の子には敵かなわんなあ」

　彼と並んで歩き出す。かつて感じていた抵抗感は、今はまったくない。

　なのに、どうしてだろう。ときどき、ひどく気恥ずかしくなる事があった。

　胸が温かくなり、頬ほおが熱を持つ。この感情が、この想おもいが何なのか……

　私は自分で自分がわからなくなる。

「今朝は、大変だったの。お父さんがお母さんに、まーた叱られて……」

　──何気ない会話が、楽しい。

「若わか葉ばさんは、家族の話が本当に好きなんだね。毎朝毎朝、感心しちゃうなあ」

　──彼の笑顔を見れるのが、嬉うれしい。

　うん、そうだ。だから、これだけは自信を持って言える。

　晴はる斗とくんと過ごす日々はとても楽しく、胸が弾むものである、と。







　昼休み。私達は、空になったお弁当箱を手に下げて、一年一組へと向かっていた。

「ふふ、今日も良い食べっぷりでしたね」

「いやあ、若葉さんのご飯なら、いくらでも入っちゃうよ！」

　他た愛あいの無いおしゃべりをしながら、教室の扉を開く。

「あら、朝あさ比ひ奈なさん。今日もご苦労様。つらい、苦行だったでしょうに……」

「嫌な時は嫌だと言うのも勇気だよ？」

　入り口付近に居た飯いい塚づかさんと、その隣に居る、ポニーテールの女の子──九く条じようかなみさんが私に笑顔を向けてくれた。

「オメーら……人聞きの悪い事を言わんで欲しいな」

「ま、やっかみと受け取っておきなって。彼女と二人で昼メシとか、羨ましいにも程があるっつの。なあ、兄貴？」

「同意する。見ろ、このグラフを。ここのところ、クラス内のヒエラルキーが著しく偏り始めた。無責任にイチャつく男の影に、泣く者たちもいるという事を覚えておくのだな」

「ああ。主に俺達とかな」

　タブレットを片手に、伊だ達て兄弟がニヒルな笑みを浮かべた。

「あはは、しょうがない人たちですね。じゃあ、晴斗くん、また放課後に……皆さん、お騒がせしました！」

「りょうかーい！」

　晴斗くんが笑顔で手を振ると、何人かの生徒達が同じように挨拶を返してくれる。

　気分はすっきり、晴れやかだ。ふんふふん、と鼻歌まで口ずさんでしまう。

　けど、それも自分の教室に戻るまで。席に着くと、さっきまでの爽快気分が途端にしぼみ、消えてしまう。あーあ、もう昼休みが終わりかあ。

　これから、放課後までの数時間が退屈で退屈で仕方ないや。

　すると、それを見計らったかのように七なな瀬せさんが話しかけてきた。

「あんた、中々がんばってるみたいじゃない？　ようやく、マジになってくれたのね」

「……へ？」

　一瞬、彼女が何を言っているのか、理解できなかった。

「お弁当の差し入れまでやってるそうじゃないの。くすくす、アンタもよくやるわ。ゲームのためとはいえ、あんなブタ饅まん頭じゆう相手によくやるわ。私にはできそうにな──」

　──今、何て言ったの？

「ぶた、饅頭……？」

　彼の事を侮辱され、思わず七なな瀬せさんを睨にらみ付けてしまう。

「は？　な、何よ。あんた変な顔をしちゃって……ああ、そんなに嫌々やってるわけか」

　私の態度を誤解したか、七瀬さんはうんうん、と一人勝手に頷うなずいている。

「最近『お人形遊び』をしてなかったし、アンタのその顔、新鮮ね。まあ、せいぜい頑張りなさいよ。根暗女とキモオタのカップルっていうのも見ものだわ」

　言いたい放題言うだけ言って、彼女は自分の席へと帰っていった。

　私は彼女を睨み付けたまま、机の下で拳を強く、握りしめていた。

　……そうしていないと、自分が何をしてしまうかわからなかったのだ。

　あれほど晴はる斗とくんに嫌悪感を抱いていた自分が、こんな風に思うようになるなんて。

　私自身、意外だったけれど──とにもかくにも、腹が立つ事には変わりない。
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　そんな風に、憤っていると……

「あ、あの……朝あさ比ひ奈なさん」

「ひゃいっ!?」

　びび、びっくりしたぁ！　ななな、なに!?　誰!?

　声のした方へと顔を向ける。いつの間にか、私のすぐ横に一人の女子生徒が立っていた。

　私よりも頭一つ分は小さいだろうか。落ち着かなさそうに体を揺する様は、どことなく、子犬みたいな雰囲気があった。同じ小柄な体型でも、東海林しようじさんとはまた違うタイプの『可愛かわいい』女の子だ。

「えっと、確か……矢や島じまさん？」

「う、うん。そうだよ」

　記憶の片隅から、その名前を引っ張り出す。えっと……そうだ。矢や島じま瑠る璃りさんだ。うん、間違いない。ほとんど付き合いもなかったから、忘れかけてた。

　そう、クラスメイトとはいえ、彼女とはあんまり話したこともない。

　七なな瀬せさんのグループとも距離を取っているようで、私へちょっかいを出してくる事さえなかったのに……どうしたんだろう。

「あの、私に何か用ですか？」

　さては、七瀬さん達に何か言われたか。そう思い、彼女達の方を見ようとして──

　あれ、いない。

　お手洗いにでも行ったのか、いつの間にか、七瀬グループは教室の外へと出て行ってしまったようだった。じゃあ、何で矢島さんがここにいるの？

　戸惑う私をよそに、彼女はおずおずと話し始めた。

「その、朝比奈さんは辛つらくないの？　『あの』入いる間まくんと無む理り矢や理り付き合うように言われて……」

「──っ！」

　矢島さんの言葉に、先ほどの怒りがぶり返しそうになる。

　けれど、私が何か言うよりも先に、彼女の瞳がじわりと潤む。見る見るうちに涙が零こぼれ、ちっちゃなほっぺを流れ落ちていく──って、なんで!?

　ギョッとする私に向けて、矢島さんがいきなり頭を下げてきた！

「ご、ごめ、ごめんな、さ……！」

「ちょっ、ど、どうしたの!?」

　慌てて、ハンカチを差し出す。

　矢島さんはそれを不思議そうに見た後、怖々とした手つきで受け取り、目を拭った。

「何だかわからないけど、落ち着いて、ね？」

　子供のころ、よく双ふた葉ばにしてあげたように、背中を撫なでてあげる。

　矢や島じまさんは、嗚咽おえつを繰り返しながら、途切れ途切れではあるけれど、話し始めてくれた。

　私は彼女が言葉に詰まるたびに慰め、なだめ、先を促し……そうすることで、何とかその断片を拾い上げてゆく。うん、言いたい事は大体わかった。

　どうやら、彼女自身はこの『ゲーム』に乗り気ではなかったらしい。

　ただ、クラスの雰囲気からして止やめろとも言い出せず、自己嫌悪に陥っていたそうだ。

「さ、さっきの朝あさ比ひ奈なさん、とっても怖い顔、してた……！　じ、自殺でもしたらどうしようって、わた……私！　こ、怖くなっちゃって……！」

　……私の様子が日に日におかしくなるのを見て、遂ついに精神を病んだのかと思ったようだ。そっか、それで心配して声をかけてくれたんだ。

「なるほど……」

　私、そんなに怖い顔をしてたのかな……？

　矢島さんの様子を見る限り、親しくもない彼女が心配してくれるくらい、ヤバ気な雰囲気を漂わせていたみたいだけど。もしかして、自分が気が付かなかっただけで、今までもそういうことがあった、とか？　え、え？

　……晴はる斗とくんの前では出さないように、気を付けなきゃ！

「私は、意い気く地じなしなの……ほんとはあの時、それは違う、そんなの駄目だ！って言わなきゃいけなかったのに。ごめんなさい……！」

「え、いや、あの……？」

　そう言われても、こっちも困ってしまう。

　無意識のうちに矢島さんから目を逸そらすと……クラスの様子が、目に入った。

　私達の会話が気になるのか、何人もの生徒達がこちらを窺うかがっているようだ。

　その中には普段、七なな瀬せさんの言葉に追従している人たちも多い。

　私の視線に気が付き、皆、気まずそうに目を逸らしてしまう。

　それは、実に不思議な光景であり……同時に、ああ、と納得がいくものでもあった。

　誰だって、私みたいな目に遭いたくはない。一つ間違えば、クラスで虐いじめられ、こんなゲームを押し付けられる。だから、他の大多数に迎合するのだ。

　矢島さんも、その一人なんだろう。ただ、他のクラスメイト達よりも、ほんの少しだけ優しかった。だから、勇気を振り絞って話し掛けてくれたのだ。それだけの、こと。

　以前までの私なら、彼女に悪感情を抱いたかもしれない。肝心な時に何も言わず、良い子ぶるだけの偽善者と。そう、心の中で罵倒したに違いない。

　でも、何な故ぜか今の私はそう思えない。むしろ、こんなにも気をつかわせちゃって、逆に申し訳ないくらいだ。

「矢島さん、顔をあげてください」

「……え？」

「私は、大丈夫ですから。気にしてない、とまでは言いませんけど……そんなに心配しなくても、平気ですよ？」

「で、でも……でもっ」

　私は矢や島じまさんの耳元にそっと口を寄せ、ささやいた。

「入いる間まくんは、とっても優しい人よ。噂うわさなんて、当てにならないくらいにね」

「──え？」

「あなたがもしも、申し訳ないと思ってくれるなら……お願い。彼の事は悪く言わないで。それだけで、私は十分だから」

「ま、まさか朝あさ比ひ奈なさん！　入間くんの事を……!?」

　あれ？　何な故ぜか彼女は口元を手で覆い、驚いたように目を瞬またたかせている。

　なにやらモゴモゴと呟つぶやいているようだけど、何が言いたいんだろう？

　しかし、私がそれを問いただそうとした時、聞き覚えのある声が廊下から響いてきた。

　七なな瀬せさんと、その取り巻き達だ。

「さ、席に戻ってください。一緒にいるところを見つかったら、厄介ですからね」

「朝比奈さん、本当にごめんなさい……！」

　涙を零こぼしながら立ち去る彼女を見送り……私は、自分の心がやけに落ち着いている事に驚いた。矢島さんは大丈夫かと、心配する余裕さえある。いつから、私はこんな風に思えるようになったのだろうか。

　その原因を考えようとして──不意に、『彼』の顔が、思い浮かぶ。

　心臓の音が激しくなり、ため息にさえ熱がこもる。

　ああ、本当に私はどうしちゃったんだろう？

　私は、彼を──どう、思っているんだろうか……。





　　　　二






　放課後の帰り道。いつものように、二人並んで歩く。

　晴はる斗とくんとお喋しやべりをしていると、それなりに長いはずの通学路も、あっという間に歩き終わっちゃう。ああ、もう分かれ道が見えてきた。楽しい時間も、これでおしまいだ。

　いつもなら、駅前のお店に寄ったりと、もう少し一緒に居るのだけど、今日は彼の方に用事があるのだという。ちょっぴり残念だけど、しょうがない。

　申し訳なさそうに謝る彼にいいよ、と微笑ほほえんで。私達は手を振り合いながら別れる。

　そのまま歩くこと少し、もう、あと十分もしないうちに家に着く、という時だった。

　着信音と共に、お母さんからのメールが届く。

　──お鍋の材料が足りないので途中で買って来て欲しい、か。

　文面に記載された買い物リストを眺めながら、顎先に指を当て、頭の中でイメージ。それらの値段と大きさを、一つ一つ思い浮かべていく。

　量は多くない。ビニール袋一つに収まる程度だ。お金も手持ちで十分足りる。

　けど──

「あ、それじゃあ戻らないと駄目ね」

　こっちの方にはコンビニもスーパーもない。戻るついでに、駅前の方に行こう。

　あそこのスーパーで特売でもやっていたら儲もうけ物だ。

　程なくして、商店街に辿たどり着つく。年の瀬が近い事もあってか、中々の賑にぎわいだ。

　行き交う人々も、活気に満ちているように見えた。

　そういえば、もうすぐクリスマス。様々なイルミネーションや派手な装いが、目を楽しませてくれる。

　──クリスマス、かあ。今年は、晴はる斗とくんもいるし、二人っきりで……

　彼の家、手料理を振る舞う自分。お腹なかがふくれたころに、差し出されるプレゼント。受け取った拍子に指先が触れ合う。強く手が引かれ、そのまま二人の距離も近付いて──

「──って、違うし！　彼とはそんなんじゃないもん！」

　我に返って頭を振る。妙な妄想をしてしまった。うわ、胸がドキドキする。

　か、買い物。そうだ、買い物しなきゃ。ええと、スーパーは……

「あ、あった──って、え？」

　あそこにいるのは、晴斗くんと……誰？

　いつもの癖とは恐ろしいもので、私はサッと物陰に身を寄せた。

　──晴斗くんの隣にいたのは、とても綺き麗れいな女の人だった。

　うっすらと白みがかった長い髪。ほっそりとした頬ほおと切れ長の瞳のマッチングは素晴らしく、見ようによっては冷たい印象を与えるのではないかと思うくらいだ。

　しかし、その表情はとても楽しげで、朗らかで……思わず見み惚とれてしまいそうになる。

　いくつくらいだろうか。下へ手たをしたら私とあまり年が離れていないんじゃ？

　私が見ているのも知らず、二人は何やらお喋しやべりをしているみたいだった。

　買い物の途中かな？　晴斗くんは、両手に大きなビニール袋を下げている。

「まだ買うの？　もう、両手は埋まっちまってるよ」

「何、言ってんだい！　これからが本番だよ！　ほら、荷物持ちに付き合うって約束だろ？　腕が塞がったんなら、口を使いな」

「んな苦行はごめんこうむるっつうの。ったく、人使いが荒いんだからさ」

　晴斗くんが何か文句を言っているようだが、その顔はとても楽しそうに見える。

　わ、私にも、あんな顔を見せた事はないんじゃ……

　お姉さんだろうか？　いや、そんな事は言っていなかった。

　確か、妹さんがいると言ってたから、そっち？　でも、それにしては態度が横柄すぎる。

　聞こえてくる会話からして、とてもじゃないけど兄に対する言葉の使い方じゃない。

　じゃあ、友達だろうか。でも、それにしては距離が近すぎる様な……

「そら、行くよ！　次はあっちの酒屋だ！」

「グェッ！　へ、ヘッドロックはマジ勘弁！　締まってる、締まってるって！」

　あー!?　なななな、何、あれ！

　は、晴はる斗とくんの首に腕を回してる！　しかも、とっても自然な動作で！

　彼も口では離すように言っているものの、嫌がる素振りがないし！

　わ、私だってまだ、あんなのしたことないのに！　ずるい！　ずるいぃぃぃ！

　怒りか焦あせりか、体が震える。もしかして、彼には他に良い人がいたのでは？

　私が告白したのに同情して、ついあんな返事をしてくれたんじゃ……

　き、きっとそうだ！　だって、あんなに素敵な男の子なんだもの！

　彼女の二人や三人、いたっておかしくない！

　ああああああ、どうしよう、どうしよう！

　そうこうしているうちに、二人が歩き出してしまう。

　──行っちゃう！　待って！

　反射的にそのまま追いかけようとして──見事につまずいた。

「あばっ!?」

「──へ？」

　自分のドジさ加減が嫌になる。どうしていつもこうなの？

「あだだだだ……ふぃ、ふぃた舌噛かんだぁ……」

「ちょ、大丈夫ですか──って、若わか葉ばさん!?」

　転んだ音を聞きつけたのだろう。晴斗くんが血相を変えて駆け寄ってきた。

「あ、あわわわわわ!?」

　どど、どうしよう！　ばれちゃった！

「だ、大丈夫？　凄すごい音がしたけど……」

「ななな、何でもないです！　大丈夫だから！」

　慌てて立ち上がり、無事をアピールする。

　少し舌がヒリヒリするけど、そんな事は後回しだ。

「な、ならいいけど。びっくりしたよ……」

　晴斗くんが手を伸ばし、髪の毛についた葉っぱや泥を拭ってくれる。

　そのまま頬ほおに指が掛かった所で、彼はピタッと固まり、慌てて手を引っ込めてしまった。

「あ、ごめん！　その、つい……」

「う、ううん！　あ、ありがとう……」

　何だか、無性に照れ臭くなり、彼に触れられた場所をそっと撫なでてしまう。

　上目遣いにチロッと見上げると、ちょうど彼も頭を下げていて。

　視線が不意に絡み合い、私達はお互いの顔を真っ赤に染め、瞳を逸そらしてしまった。

「あ、えっと。と、ところでさ！」

「は、はい！」

「わ、若わか葉ばさんはどうしたの？　確か、家は反対方向じゃなかったっけ」

「そ、そそそその！　かかか、買い物に──」

　私がしどろもどろに説明しようとした、その時だった。

「どうしたんだい、晴はる斗と？　……って、このお嬢さんはどちら様？」

　様子を見ていたのだろうか。先ほどの女の人がこちらに近付いてきた。

　まだ心の準備ができていない。な、何て説明すればいいんだろう？

「あ、こ、この子はその……俺の、彼女だよ」

　──って、そんな直球で!?

　ごまかしもためらいも全くない。

　ストレートすぎる彼の言葉に、私は竦すくみ上がってしまった。

「な、何だってぇぇぇ!?」

「いや、そのですね……！」

　すわ、修羅場か！　私は思わず身構えそうになる。

　けれど、予想に反して、何と彼女は満面の笑みを浮かべていた。

　そのまま私をビシッと指差し……歓喜の叫びをあげた。

「で、でかしたぁぁぁ！　こんな上じよう玉だまを捕まえるなんて、見直したわよ！」

「ほえ？」

「ちょっ!?　なんつう事を言うんだよ!?　ていうか、指差すな！」

「固い事を言うんじゃないよ！　いやあ、アンタは女っ気がまるでなかったから、どうしようか心配してたんだけどね。あの人に申し訳が立たないって、枕を涙で濡ぬらす日々だったよ。それが、もう！　良かった、良かった！」

　え、なに？　これ。私が思っていたのとはまるで違う。

　というか、この反応は──まるで……

「ああ、もう！　恥ずかしい！　只ただでさえ、この前の自爆がトラウマになりかけてるんだ。彼女の前ではそういうの勘弁してくれよ、母ちゃん！」

　……え、え？

「えええええ！　ま、まま、まさか！　こ、この人は……晴斗くんのお母さんですか!?」

「う、うん。実はそうでして……」

　嘘うそ!?　だって、どう見ても彼女は二十代……下へ手たをしたら十代にだって見えるのに！

　私の両親も若作りな方だが、そんなレベルじゃない！　アンチエイジング!?

「あ、あれ？　まさか、本当に気を悪くしちゃった？　ごめんよ、ついはしゃぎすぎちまって……」

「い、いえ！　大丈夫です！　こちらこそ、失礼しましたぁ！」

　いけない、お母さんに変な印象を持たれたくない！　私は慌てて頭を下げる。

「わ、わたしは朝あさ比ひ奈な若わか葉ばといいます！　ごめんなさい、とってもお若くて綺き麗れいな方だったから、驚いちゃって……その！」

「おやまあ、お世辞とはいえ嬉うれしい事を言ってくれるじゃないの。いいねえ、ますます気に入ったよ！」

　よ、良かった。どうやらファーストコンタクトは成功したみたい……

「あたしは備び前ぜん…‥ああ、いや。入いる間ま奈な津つ樹きっていうんだ。この子共々、よろしくね」

「あ、はい！　こちらこそ、よろしくお願いします！」

　あれ、今。備前って言いかけたような……気のせいかな？

　それにしても、ハキハキして格かつ好こいい女性だ。

　気きつ風ぷの良い、とはこういう人の事を言うのだろう。まさに姉御肌。

　私が人見知りしがちな性格だけに、少し憧れてしまう。

　何にせよ、晴はる斗とくんと同様に、とても親しみやすそうな人だと思った。

「朝比奈さんも、今帰りなのかい？」

「いえ、母からお使いを頼まれまして。ちょっと買い物に……」

「そうかい、そうかい！　感心なお嬢さんだねえ。晴斗！　手伝っておあげ！」

「……え？　そうしたいのは山々だけど、でも母ちゃんの買い物はどうするんだよ」

　晴斗くんが心配そうに尋ねるが、奈津樹さんはそんな我が子を豪快に笑い飛ばした。

「馬鹿だね、この子は。そんなもん、どうだっていいじゃないの。そら、袋をお貸し！　そんなもんぶら下げてたら、邪魔だろ？」

「駄目だよ、重いよ！」

「この奈津樹さんを舐なめるんじゃないよ！　こんなの軽い軽い」

　そう言って、晴斗くんの手から買い物袋を奪い取ると、事もなげに持って見せた。

「ったく、言い出したら聞かねえんだから！　じゃ、半分こにするよ。俺なら片手さえ空いてたら、幾ら重くても平気だからさ」

「ちっ、しゃあないねえ。それで譲歩してやるよ」

「あの、大した量じゃないですし、私なら大丈夫ですから！」

　せっかくの親子のふれ合いを、邪魔したくない。

　そう言って遠慮するが、しかし奈津樹さんは聞く耳を持たない。

「いいって、いいって！　このバカ息子を、精々こきつかってやってよ。年中エロいゲームばかりやってるような子だけど、体力だけはあるからさ」

「ギャアアアア！　やめ、やめろ！　やめてください、お母様！」

　あ、家族公認なんだ。う、うん。趣味に口出しするのは良くないよね。

　……でも確か、そういうゲームは年齢制限があった気がするけど。その辺はどうなんだろう。まあ、見た限り、そんな事を気にするようなお母様ではなさそうだ。

「そら、行っといで！　何なら、朝帰りでもいいよ！」

「もう、黙ってくれよ、母ちゃん！　ほほ、ほら！　若わか葉ばさん、行きましょう！」

「ひゃ、ひゃい……」

　このままここにいると、何を言われるかわからない。彼の顔はそう物語っていた。

「むう、あたしがそんくらいの年には、もうアンタが腹の中にいたんだけどねえ。最近の子は遅れてるね」

「知りたくもねえよ、そんな話！」

　あまりにも生々しい話に、晴はる斗とくんが酷ひどく焦あせっている。

　な、なんと言えばいいのやら。とにかく、豪快豪胆なお母さんだ。

「ま、いいか。アンタ等らにはアンタ等のペースがあるよね。そら、楽しんどいで」

　奈な津つ樹きさんの見送りを受けて、私達はその場を後にする。

　ううん、勢いで流されちゃったけど、いいのかな？

　親子の間に割り込んでしまったみたいで、いまさらながら、気まずい感がすごい。

「えっと、本当に良かったの、かな？　その、すっごいお邪魔をしちゃったんじゃ……」

「ああ、いいって、いいって！　あれ以上ごねたら、逆にしばかれちまうし。若葉さんはなんにも気にすることないんだよ」

　そうはいっても、気になるものは気になる。

　晴斗くんとお喋しやべりしつつ、こっそり、後ろを振り返り──

「──あ」

　何な故ぜか、奈津樹さんは笑いながら、涙を零こぼしていた。

　私は慌てて顔を前に向け直す。冷や汗が頬ほおをすべり落ち、心臓が、どくどくと音を立てているのがわかった。見てはいけないものを見てしまったような、不安と後ろめたさが胸にのしかかる。

「……若葉さん？　どうかした？」

「あ、ううん！　なんでもないんです！　は、はやく行きましょう！　タイムセールが終わっちゃうかも！」

　きょとん、とした晴斗くんを尻目に、私は歩く速度を速めた。

　せめて、こうしている間だけでも、仲の良い彼氏彼女に見えますようにと、そう祈りながら。







「ねえ、無理しなくて良いいんですよ。ただでさえ、重い物を持ってるのに」

「いいから、いいから！　俺に任せときなって」

　買い物が終わり、店を出る。あてが当たり、お醤しよう油ゆもお野菜も特売品を買えたのは良かった。けど、それらはせいぜい片手に持てるくらいの量なのに、晴はる斗とくんときたら、自分が持つと言ってきかないのだ。

「これで若わか葉ばさんに持たせたと知れたら、母ちゃんに何言われるかわかったもんじゃないし。ね、俺を助けると思って頼むよ」

　ずるい。そんなふうに言われたら、断ったりできない。

　じろり、と上目遣いに睨にらんでみるが、笑ってかわされた。

　仕方ない、ここは素直に彼の好意に甘えよう。

「さて、買い物も終わったし、何ど処こかでお茶でもしていかない？　母ちゃんはもう帰ったってメールが届いたから、気兼ねしなくていいよ」

　言われて、時間を確認する。夕飯がお鍋なら野菜は切って煮るだけ、少しくらい遅くなっても平気だろう。傷みそうな食材もないし、うん、大丈夫、大丈夫！

「あ、じゃあ……いつものケーキ屋さんなんて、どうかな？　新しいメニューも増えたみたいですよ」

「お、そいつはいいね！　それじゃ、決定！」

「はい！」

　一応、お母さんに少しだけ遅くなるとメールを入れておいてーっと。よし、これで安心。

　ケーキ屋さんはすぐそこだ。足取りも軽く、私達はいそいそとそちらに向かう。

　お店の前に着くと、お客さんが次から次へと入店していく所が見えた。人気のお店だけあって、人の入りも凄すごいのだ。

「さ、早く入りましょ。座れなくなったら、それこそ一大事だもの」

「本当に若葉さんはここのケーキが大好きなんだなあ。よし、それじゃあ中に……」

「──あれ？　お姉ちゃん？」

　んん？　良く聞き慣れた、この声はまさか──

「やっぱりそうだ！　こんなところで会うなんて、珍しいね！」

「ふ、双ふた葉ばぁ!?」

　ま、またこのパターンなの？

　どうしてこの子は、いつもいつもこんな絶妙のタイミングで現れるのよ！

「あれ、その名前って、確か……」

「う……はい。双子の妹の、双葉です」

「あ、やっぱり！　そうじゃないかと思ったんだ」

　ぽん、と手を叩たたくと、晴はる斗とくんが双ふた葉ばに向き直り、頭を下げた。

「どうも、初めまして！　入いる間ま晴斗と申します！」

　初対面の女の子相手でも、全く物もの怖おじしないのは凄すごい。コミュ力のお化けみたいな人だ。

　だが、それは我が妹も負けていない。ニパッと笑うと、可愛かわいらしい一礼をしてみせた。

「あ、どうもどうも、ごてーねーに！　朝あさ比ひ奈な双葉です！」

　相変わらず、ハキハキと元気が良い。お外でも変わらないんだね、この子は。

「お姉ちゃんのお友達ですか？　男の子と一緒なんて珍し……ああ、そういうことかあ」

　双葉の笑顔が邪悪に歪ゆがむ。ウシシシシ、という妙な声を上げながら、私の脇を肘でつついてきた。

「この人が、お姉ちゃんの良い人なんだね？」

「うっ！　その、えっと……！」

「隠す事ないじゃん、水臭いなあ！　入間さんだっけ？　いつもお姉ちゃんがお世話になってまーす！」

　晴斗くんの容姿を見ても、双葉は何一つ嫌そうな顔をしない。人を見かけで判断しないのが、妹の美徳だ。正直、ホッとした。良い子だと知ってはいるけど、双葉は少々、空気の読めないところがある。彼に失礼な事を言わないか、心配だったのだ。

「いえいえ、とんでもないッスよ。こっちこそ、お姉さんにはいつも良くしてもらってますし」

　晴斗くんがこちらを見て、何やらニヤッとした。う、嫌な予感がする。

「妹さんの事、お姉さんからよく聞いてますよ。いつも元気で優しい、自慢の妹だって！」

「ちょ！　ははは、晴斗くん!?　な、何をいきなり！」

「へえ……『晴斗くん』ねえ？」

　私の言葉尻を捉え、双葉がニンマリ笑う。晴斗くんは晴斗くんで、悪戯いたずらを成功させた、とばかりにお腹なかを抱えて爆笑してるし、もう！

「くくく、若わか葉ばさんは本当に照れ屋で困っちゃうよ」

「あー、そういう事を言うの？　ふーんだ、そんな意地悪をする人には罰が必要ですね。明日のお弁当のおかず、梅干しだけにしてやるから、覚悟なさい！」

「ちょ、それはマジ勘弁！　毎日の楽しみを奪わないで！」

「ふふふーん、どーしよっかなー？」

「私めが調子に乗っておりました！　どうかこの阿あ呆ほうめに、ご慈悲を！」

　ふふ、他た愛あいのないやり取りが、本当に楽しい。彼と話しているだけで、心が弾む。

「……うっそぉ。あんなお姉ちゃん、家でも見た事ないよ。一体、どんな魔法を使ったんだろ。ムムム、ああ見えて凄い人なのかな、入間さん」

　っと、いけない。双ふた葉ばを放って二人で盛り上がってしまった。

「あ、すみません。はしゃぎすぎちゃって」

「いえいえ、構いませんとも！　仲が良いんですねえ、二人とも！　何だか妬やけちゃうなあ、いひひひひ」

「もう、またそんな事を言って……双葉ったら」

　……まあ、いずれ家族に紹介しようとは思ってたし、ここで会ったのも何かの縁ってやつなのかも。幸い、晴はる斗とくんも双葉もお互いに悪印象はないみたいだし。

　うん、そうだ。ある意味、手間がはぶけて良かったと、そう前向きに考えよう。

「ねえ、双葉？　私達、これからこのケーキ屋さんに行くんだけど、良かったらあなたもどう？」

「あ、そうなんだ！　それは奇遇だね、私達もここに寄るところだったんだ。お邪魔虫がいて良ければ、ご一緒しようかな？」

「あ、お友達が一緒なんですか？」

「はい……って、しまった！」

　いきなり、双葉が素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「お姉ちゃんを見つけた瞬間に猛ダッシュしたから、みんなを置いて来ちゃった！　あちゃー、ちなっちゃん達はともかく、かずっちは怒ってるだろうなあ」

　あ、相変わらずというか、何というか。目の前の事に全力投球しすぎる子だ。

「ちょっと、双葉！　いきなりあたし等らを放っておいて、どこに行くのよ！」

「うわ、ごめん、みんな！」

　怒鳴り声と共に、三人の少女がこちらに走り寄ってきた。

「……ったく、しょうがないんだから！」

　先頭に立っている三つ編みの女の子が、彼女達のリーダー格なのかな。ムスッとした顔をしつつも、その表情にはどこか諦めが混じっている。きっと、双葉の奇行にも慣れっこなのだろう。うん、妹がいつも面倒をかけてごめんなさい……

「ごめんね、晴斗くん。双葉は、ちょっとそそっかしいところが──」

　──って、あれ？　どうしたんだろう？　晴斗くんがぽかん、と口を開けて三つ編みの女の子の方を凝視しているみたい。彼女に見とれてる？　いや、まさか──

「あはは、ふたちゃん、足が速いですねえ……」

「まあまあ、和かず穂ほも落ち着いて、落ち着いて。怒るとまたシワが増えるよ」

　私が晴斗くんの態度にうろたえているあいだに、三つ編みの子の後ろにいる、残りの二人が会話に加わってきた。どうやら、彼女を宥なだめて……いや、火に油を注いでる？

　おっとりした眼鏡めがねの子と、ショートカットの女の子。彼女達を合わせた三人が双葉のお友達かあ──って、あれ？　三人の顔に見覚えがあるような……

　ああ、そうだ！　いつぞや、コンビニの前で双ふた葉ばと楽しそうにはしゃぎあってた子達だ。

　今日も双葉と一緒だったみたいだし、仲良しの友達グループってやつなのかな？

　なんとなく彼女達をながめていると、その中のひとり、ショートカットの女の子と目があった。

「んん？　おやおや、そちらにいるおじょーさんは誰なん？」

　女の子が、私の方を見て首を傾かしげた。顔立ちがそっくりだから不思議に思ったのかもしれない。目をパチパチさせながら、双葉と私を見比べている。

「ああ、紹介するね！　私の双子のお姉ちゃん！　朝あさ比ひ奈な若わか葉ばでーす！」

　わー、と双葉が両手を挙げて叫ぶ。その後ろでは、晴はる斗とくんが大きな拍手をして、妹の演出に花を添えていた。みょ、妙に呼吸が合ってるね、この二人。

「わあ、本当にそっくりさんなんですね。初めまして、私は遠とお野のゆかりです」

　眼鏡めがねの女の子が、礼儀正しくお辞儀をする。

「有あり森もり和かず穂ほよ。ゆかりとは中学時代から一緒の腐れ縁なの」

　遠野さんの頭をぽんぽんと叩たたきながら有森さんが笑う。

「ボクは新につ田た千ち夏なつだよ、よろしくね。おお、双葉とはまた違った、小動物的な愛らしさがあるねぇ、ふふ」

　怪しげな笑みを零こぼすショートカットのボクっ子──新田さんが、こちらに手を差し伸べた。な、なんかこの人、目が怖い。

「ったく、アンタは初対面の人に何を言ってんのよ。ごめんね、若葉さん」

　私の怯おびえを感じ取ったのか、有森さんがぺし、っと新田さんの頭をはたいた。

「って、あれ？　お姉さんと一緒にいる男の子は──」

　有森さんの言葉が途中で途切れる。どうやら、ようやく晴斗くんの存在に気が付いたようだった。

「ああ、この人はね、お姉ちゃんとお付き合いをしている入いる間まはる──」

「嘘うそ……！　アンタ、入間じゃないの!?」

　有森さんがいきなり血相を変えて、晴斗くんの前に飛び出した。

「ほ、ほんとだ！　入間くんだ！　どうして、ここに!?」

　おっとりとしていた遠野さんも、驚いた顔かおで駆け寄ってくる。

　ど、どうしたんだろう。気のせいか、目に涙も浮かんでるような……？

「やっぱり、有森さんに、遠野さんかぁ。えっと、本当に久しぶり。元気そうで良かったよ、うんうん」

「あ、あれ？　晴斗君の知り合い……なの？」

　まるで死人にでも会ったかのように、有森さん達は慌てている。対して晴斗くんは何だか腰が引けているように見えた。どことなく、ばつが悪そうな顔をしているのは……気のせいだろうか。

「久しぶり、じゃあないわよ、この馬鹿！」

「本当に、心配してたんですよ、入いる間まくん……！」

　あからさまにホッとした様子で、有あり森もりさん達が息を吐く。

「アンタ、携帯の番号もメアドも変えてたでしょ。こっちから連絡する方法もなかったし、どうしているか、気が気じゃなかったのよ！」

「ど、どうしたのさ、二人とも。和かず穂ほはともかく、ゆかりまでそんな風に声を張り上げるなんて……」

「そ、そうだよ、かずっち。何があったのさ」

　双ふた葉ばと新につ田たさんがオロオロと友人達を見比べている。どうやら、彼女達も事情を知らないみたいだ。私も、とつぜん巻き起こった修羅場？　になんと言っていいのかわからない。

　助けを求めるように、晴はる斗とくんの方へと顔を向けると……

「……いや、何でもないよ。彼女達とは中学が一緒でね。俺は、途中で転校しちゃったけど」

　雲行きの怪しさに気付いたか、晴斗くんがそう、さらっと説明してくれる。

「有森さん、遠とお野のさん。あれだけお世話になったのに、何も言わずに転校しちゃって、ごめん！　色々とゴタゴタがあってさ。卒業式の日くらいは、顔を出したかったんだけど、それもできなくて、本当に悪かった！」

　ぱん、と両手を合わせて、晴斗くんが有森さん達に謝った。

　けど、彼女達はだんまりだ。頭を下げる晴斗くんに対してノーリアクションである。

　さっきまですごい剣けん幕まくで詰め寄ってたし、まだ怒ってるのかな？

　そう思ってちらりと見ると、彼女達は目を見開き、戸惑ったように立ち尽くしていた。

　あれ、なんでだろ。有森さん達、すごくびっくりしているような……？

「そういうことだから……ね？」

「あ、う、うん」

　晴斗くんが片目をつむると、有森さんと遠野さんはお互いに顔を見合わせた。

　そうして、おずおずと頷うなずく。

　あの、意味ありげな視線はなんだろう？　彼女達と晴斗くんの間に、何かあったのかな。何だか、仲間外れにされたみたいでもやもやする……むう。

「おっと、ごめん」

　私の視線に気付いたのか、晴斗くんがおどけたように笑った。

「心配しなくても、俺は若わか葉ばさん一筋だから、安心してよ！　マジ愛してるし！」

「んなっ!?」

　ば、ばかっ！　こんなところでいきなり何を言うの!?

「まったく、俺の彼女はやきもち焼き屋さんでしかたないなあ！」

　モテる男は辛つらいぜ、とばかりに口笛を吹くお饅まん頭じゆうさん。似合わないにも程がある。

「な、何よ！　私に隠れて、え、えっちなゲームとかしてるくせにっ！　そんなんでイケメンを気取るとか、なんなの!?　調子にのらないで！」

「わわわっ！　そそ、それは言わないお約束でしょ!?」

　途端にモテ男の仮面が外れ、慌てだす晴はる斗とくん。うん、それでこそ私の彼氏です。

「あれ、お兄さん。エロゲーとかするん？」

「あ、その。紳士の嗜たしなみ程度に……」

　目をきらり、と光らせて新につ田たさんがにじり寄ってくる。

「へえ、どんなジャンルが好みなの？　その辺を語らせたら、ボクはちょっとうるさいよ？　調教系とかいいよね！」

「いや、俺は純愛専門っすから！　鬼畜お断り！」

「またまた、彼女の前だからって気取らなくてもいいんよ？」

　うへへ、と親父おやじクサい笑いを零こぼす新田さん。それを見て、あの双ふた葉ばがため息をもらした。

「もう、ちなっちゃんはそういう会話になると、目の輝きがちがうよね。ていうか、それ十八歳未満はやっちゃいけないゲームじゃないの……？」

　双葉の疑問を華麗にスルーし、新田さんは晴斗くんにお喋しやべりをしだす。

　どうやら、彼女はゲームやアニメが好きらしい。初対面にもかかわらず、二人はすっかりそれらの話題で盛り上がっている。

　若い女の子たちに人気なケーキ屋さんのその前で、女子高生と男子高校生が十八禁なゲーム談義をしている姿は、絶妙にシュールだ。お客さんとおぼしき人々が、珍獣を見るような目でこちらをチラ見しつつ、そそくさとお店の中に入っていく。

　……これ、営業妨害にはならないよね？

　そう心配していると、いつのまにやら、双葉も彼ら二人の会話の輪に入り、お喋りを楽しんでいるのだから、たいしたものだ。周りの目なんて、気にもしていない。

　意外な事に、双葉もそこそこゲームを（えっちなのではなく！）やっているようで、晴斗くん達の会話に入り、時折相あい槌づちを打っていた。

　相変わらず、誰とでも仲良くなっちゃう人だ。

　ちょっとだけ、新田さんや双葉が羨ましいかもしれない。

　うーん……私も、もっとアニメやゲームに触れておくべきなのかな？

　そう思い、取り残され組である有あり森もりさん達に目を向けると──

「あ、あいつ……変わったわね」

「本当に……別人みたいです」

　彼の様子を見て、有森さん達は目を見張っているようだ。

　先ほどからの会話や、意味ありげな態度。ああ、もう！　我慢も限界だ。

「あ、あのっ！　有あり森もりさん達は、晴はる斗とくんのクラスメイト……だったんですよね」

「え？　あ、うん」

「彼って、中学時代はどうだったんですか？」

「あいつの中学の頃？　そうねえ……」

　ふっ、と。有森さんが遠い目をする。

「何というか、今のアイツとは全然違うわね。昔は、もっとオドオドしてたし、どちらかと言えば根暗だったわ」

「うん、大人しい人でしたよ。何かあるたびに、波なみ川かわくんが庇かばっていましたっけ……」

　有森さんの後を引き継いで、遠とお野のさんが微笑ほほえんだ。

　え、昔の晴斗くんはそんな性格だったの？　それじゃあ、まるで──

「でもね、ちょっとずつ頑張っていましたよ、入いる間まくん」

「そうね、中二に進級した頃にはイジメも軽くなってきたし……気弱な所だけは、なかなか変わらなかったけどね。もう少し、あのウジウジした態度が何とかなれば、といつも思ってたわ」

「ふふ、和ちゃん、波川くんと一緒によく勉強や宿題、手伝ってあげてたものね」

「あんまり駄目のダメダメだったから、見兼ねてね。その代わり、英語だけはアイツ得意だったから、教えてもらえたし。まあ、持ちつ持たれつだったわ」

　二人は顔を見合わせ、懐かしそうに笑い合った。

「お父さんが英語の教師だから、それだけは得意なんだって照れてましたっけ。ほら、入間くん、お母さんがいないじゃないですか。だから、家事とかやらなくちゃいけなかったみたいで、勉強にまでなかなか身が入らなかったとか」

「──え？」

　お母さんが、いない？　え、あれ？　だって、さっき……

「あ、あのっ！　晴斗くんのご家族って、その……！」

「お父さんと、二人で暮らしてたみたい。とても仲の良い親子だったらしいわ。あのオドオド饅まん頭じゆうが、お父さんの話をする時だけはやたらと饒じよう舌ぜつだったしね」

「うん、本当にお父さんの事が大好きなんだなあって思ってました。なのに、あんな事になって……」

　そこで、二人は黙り込んだ。唇を噛かみ、悲しそうに首を横に振っている。

「な、なんですか！　彼に、何があったんですか!?」

「し、知らなかったの!?　あ、え、まず……っ！」

　しまった、というように有森さんが口を覆う。でも、私は追及の手を緩めなかった。

「話してください！　一体、何が……！」

　本当は聞いてはいけない事なのかもしれない。彼が話さない以上、私が知る必要はないとも思う。けど、私は、私は……！

「アイツね、中学二年の時にまた、ちょっとしたイジメにあってさ。階段から落ちて、足を怪け我がした事があったの。幸い、骨に異常は無かったんだけど、頭も打ってたし、一応検査入院をしようって事になったのね」

　私の様子を見るに見兼ねたか、有あり森もりさんは観念したように話し始めた。

「それで、あいつのお父さん。職場を早退して急いで病院に向かったらしいわ。でも、焦あせっちゃったのかしらね、交差点でトラックが飛び出してきた事に気付かず……そのまま、事故で亡くなったの」

「──っ！」

　な、なにそれ……彼は、そんな事はなにも、一言も──




『ま、怒るとやたらと厳しかっ「た」けどさ。でも、俺にとっては大事な父親ですよ』




「あ……」

　そうだ、どうして気付かなかったんだろう。

　彼が、お父さんの事を話す時は、いつも過去形で喋しやべっていたのに……

「入いる間まくん、すごく取り乱しちゃって。自分のせいで、お父さんが死んだ！って暴れて暴れて……波なみ川かわくんが止めても聞かなくて。私達、ろくにお見舞いをする事もできなかったんです」

「そうして、お葬式が終わった後、アイツ、クラスの誰にも黙って、そのまま転校して行っちゃったのよ。波川のご両親が転勤するから、それに便乗したとか聞いたけど……いくら幼おさな馴な染じみだっていっても他人だし、そんな事があるのかって私も信じられなかったわ」

　言葉も無かった。まさか、彼の過去にそんな事があったなんて。

「でもまあ、あんなに元気になったみたいで、安心したわ！　見違えて明るくなったし、あなたのお蔭かげなのかしらね？」

「ええ、本当に良かった！　ありがとうございます、朝あさ比ひ奈なさん！」

　違う。私は、何もしてない。

　そうだ、そればかりか──




『はい、そうです。みんな、とっても仲が良いんですよ』




「あ……っ」




『はい、とっても優しくて面白いお父さんです！』




「ああ……っ」




『入いる間まくんのお父さん達は、どんな人なんですか？』




「あああああ……！」




『今朝は、大変だったの。お父さんがお母さんに、まーた叱られて……』

『若わか葉ばさんは、家族の話が本当に好きなんだね』




「わ、私っ、ちがっ！　そんな、つもりじゃ──」




『「毎朝毎朝」、感心しちゃうなあ』




「──っ！」

　知らなかったとはいえ、私は、何てことを……！

「あ、　あの！　大丈夫ですか!?　顔色が……」

　私の様子を不審に思ったのか、遠とお野のさんがおずおずと尋ねてくる。

「い、いえ。別に……何でも、ありません」

「え、お姉ちゃん!?　どうしたのさ！　もしかして、かずっちが何か変なことを言ったんじゃ……！」

「わ、わたしは何もしてないわよ！　いや、ちょっと、入間のことを話しただけで──」

　双ふた葉ばに詰め寄られて、有あり森もりさんが慌てて首を振る。そうだ。彼女はなにも悪くない。

　けれど、私はそれをフォローするどころか……。

「だいじょうぶ、本当に……なんでも、ないの。なんでも──」

　うつむきながら、そう答えるだけで、精一杯だった。

　どくどくと、心臓が、いやな音をたてながら弾む。足もふらつき、喉の奥から吐き気のようなものさえ、せり上がって──

「……え？」

　突然、視界がふさがれた。真っ白な布のようなものが、目と鼻の先で揺れている。

「今日は、お茶は止やめて帰ろうか？　ほら、これで汗を拭いて」

　その声に顔を上げると、いつの間にか晴はる斗とくんが私の傍かたわらに立っていた。こちらに向けて差し出されたその手には、真っ白なハンカチが握られている。

　心配そうなその顔を見つめながら、私はこくり、と頷うなずいた。





　　　　三






　妹たちと別れ、私と晴はる斗とくんは二人ならんで夕暮れの街を歩く。

　双ふた葉ばは最後まで『私も一緒についていく！』と言っていたが、さすがにそれは気がとがめた。私の勝手な事情で、妹と友達のひとときを邪魔したくはなかったのだ。

　本当は、晴斗くんも家に帰してあげたかったのだけど……。遠慮する私の言葉も、彼は頑として聞き入れず──話を聞いてしまった負い目もあり、私はそれを断る事ができなかったのだ。

　そうして、会話のないまま、歩き続けていると──不意に、晴斗くんが立ち止まった。

「……ごめん。隠すつもりは、なかったんだ」

「え？」

「その、若わか葉ばさんが気を悪くしたらいけないと思って」

「聞いてたんですか……？」

　驚きのあまり、心臓が止まりそうになる。だったら、どうして謝るの？

　人の秘密を勝手に暴き立てたのだ。むしろ、彼には怒る権利があるのに。

「俺、耳が良いんだよ。話し声も大きかったしさ。ああ、妹さん達は多分気付いてないだろうから、安心し──」

「今まで、無神経でした、よね……ごめんなさい！」

　涙が出そうになる。自分という人間が、心底嫌になった。

「晴斗くん、あんなに辛つらい目にあってたのに、私、自分の事ばかりで……っ！」

「若葉さん……」

「こんな根暗で無神経な女の子……嫌いに、なったでしょう？」

　そうだ、私みたいな女を、誰が好きになるのか。虐いじめられるのも当然だ。

　今だって、彼を傷付けるばかりで、何もしてあげられないのに。

　申し訳なさ過ぎて、晴斗くんの顔を見る事さえできなかった。

「私、私なんて──」

「若葉さん！」

「え……？」

　驚いて顔を上げると、晴斗くんがヘラヘラと笑っていた。

「なーに、いつまでも暗い顔してるんだよ。ははーん？　さては、そうやってまた俺をからかうつもりでしょ？」

　その手にはのんないよ、と彼がそっぽを向く。

「そ、そんなつもりじゃない！　ひどい、私は真面目まじめに──」

「マジメな話ぃ？　ちゃんちゃらおかしくて、ヘソで鍋が沸くぜ！」

「な、何がそんなにおかしいのよ！」

「俺の中じゃ、もう二年も前に終わった話だよ。それを、今更言われてもなあ。ああ、そんな事もあったね、くらいにしか思わないって」

　やれやれ、と晴はる斗とくんが首を振る。

「そ、そんなはずは……！」

「勝手に考え込んで、勝手に落ち込んでりゃ世話ねーよ。俺がそんな事くらいで、若わか葉ばさんの事を嫌いになる？　ハッ！　まったく、思い込みが激しいにも程があるっつうの！」

　ガハハハハ、とお腹なかを叩たたきながら入いる間まくんが爆笑する。

「大体、俺みたいなニブチンが、そういつまでも過去の傷を引きずるわけがない、ない！　そんな事で参るような男だったら、入学式でエロゲー談義をぶちかまし、一発退場を喰くらったりしないって」

　俺の築き上げた伝説を舐なめるなよ、と晴斗くんが親指を立てた。

「ま、ここはほら。俺も黙ってた事だし、そっちも勝手に聞いた事だし、でイーブンという事で一つ！　まだ申し訳ないと思うなら、お弁当のおかずを更に豪華にしてくれると嬉うれしいな」

　……彼の嘘うそは、なんてわかりやすいんだろう。

　そんな事もあったね？　過去の傷を引きずらない？

　だったら、あの初デートの日。太た一いちくんとそのお父さんの背中をみつめながら……

　どうして、あんなに切なそうな顔をしたの？

　彼の優しさに戸惑っているのを悟ったのか、晴斗くんが、ふと真面目な顔付きになる。

「俺は、家族の話をしている若葉さんが、好きだよ」

「え……？」

「本当に嬉しそうにお父さんやお母さん、それに妹さんの事を話す……その笑顔が、大好きなんだ」

　な──！

「だ、だから！　なーんも気にする必要なんてないんだよ！　むしろ、もっと家族の話を聞かせて欲しいんだ！　俺は、そんな若葉さんを、ずっと、ずーっと見ていたい！」

「はると、くん……」

　彼の優しさが、染み入るように胸の中へと広がってゆく。

　それは、熱く激しい切なさを伴って、私の心を強く揺さぶった。

「……ありが、とう」







「しかしなんだなあ。前々から思ってたけどさ、若わか葉ばさんはちょっと謝りすぎじゃない？　もっと気楽に構えるべきだと思う」

「むう……そ、そうでしょうか？」

「ほら、そのデスマス口調とかさ。付き合い始めの頃はともかく、今も続けてるでしょ。少し、無理してないかなあって。いや、最近はだいぶ砕けてきたとは思うけど」

　言われてみれば、そうかもしれない。何かあれば、その場で謝ってやり過ごす。

　そんな癖が、いつの間にかついてしまったのかな。

　敬語だってそうだ。お母さんに憧れて、と言えば聞こえが良いけど、それは裏を返せば自信の無さの表れだったのか……。




『お姉ちゃん、最近は何だか口調が柔らかくなったね』




　ああ、そうだ。双ふた葉ばに、そんな事を言われたっけ。そういえば、ここの所は……特に妹と話すときは、敬語を使わなくなってきたかもしれない。

「ほら、俺の母ちゃん見たろ？　あれくらいになれとは言わないけど、あの図太さは見習ってもいいと思う。あ、でも間違っても美み冬ふゆ……俺の妹は参考にしないように！　若葉さんがああなったら、俺は首を吊つるかもしれん」

　い、いったいどんな妹さんなんだろう。少し、興味が出てきた。

「あ、そうだ。お母さんと言えば──っと！」

　慌てて口を閉じるが、どうやらそれだけで彼は察してくれたようだ。

「ああ、有あり森もりさんの話を気にしてるんだ？　心配ないない、今日会った母ちゃんが、俺の実の母親だよ。ちょっと離れて暮らしてたってだけで」

「あ、そうですよね！　私ったら、変な勘違いをしちゃって……」

「ま、あの話の流れなら誤解するのも無理ないよなあ。実際、俺も二年前に美冬に会うまでは、母ちゃんは死んでるんだろうって思ってたし。ったく、父ちゃんもさ、もっと詳しい事情を教えといて欲しかったよ」

　──晴はる斗とくんの話では、こうだった。

　お母さん……奈な津つ樹きさんは、正式には入いる間まの姓ではない。本当の苗みよう字じは備び前ぜん。そう、あの備前亮りよう一いちくんと彼女は血の繋つながった親類だという。

　名家の娘として生まれたものの、窮屈な暮らしを嫌った奈津樹さんは家を飛び出し、逃げたその先で晴斗くんのお父さんと出会ったらしい。

　そうして彼らは結ばれ、晴斗くんが生まれた──のだが。

　幸福な生活も長くは続かず、晴斗くんが生まれた直後に、お父さんは友人に騙だまされ、多大な借金を背負ってしまったらしい。

　それを肩代わりしてもらう代わりに、奈な津つ樹きさんは夫と離縁し、実家に戻った、と。

　そして彼女は元の許嫁いいなずけと再婚し、生まれたのが晴はる斗とくんの妹さんだった。

　二年前、父親を亡くした彼の前に妹さんが現れ、母親がまだ生きているという事を……

　彼に会いたいと願っている事を、告げたのだと言う。

「んで、紆う余よ曲きよく折せつあってね。亮りよう一いちや唯ゆいさんとも知り合えたし、美み冬ふゆや母ちゃんも一緒に暮らせるようになったわけざんす。ハッピーエンドで、めでたし、めでたし」

　ただ、妹さんはどうやら弱冠十四歳にして天才の部類だったらしく、たまに実家に戻っては家業を手伝っている、とか。だから彼も頭が上がらないらしい。

　そんな事を、サラッと彼は説明してのけた。

　まるで、漫画かドラマのような話だ。めでたしめでたし、と彼は言っていたが、そんな言葉で片付くようなものなんだろうか。

　きっと、私なんかでは想像もつかないような苦労がそこにあったに違いない。

「ま、あれだよ。終わり良ければすべてよし、ってやつだ。父ちゃんはもういないけど、教えてくれたものはちゃーんと残ってるしね。体の鍛え方に、味み噌そ汁しるの作り方。それに、実践に使える英語とか。どっかで役に立つと思うし」

「そういえば、晴斗くんのお父さんって英語の先生だったんですよね？　もしかして、前に言ってた夢って、もしかしてお父さんと同じ職業に就く事、とか？」

　初デートの時の会話を思い出し、私は何気なくそう言ってみた。

「い、いやその。それも将来の選択肢ではあるんだけどさ、俺の夢ってのはそういう、努力次第で実現できそうなものじゃなくて……」

「あれ、そうなんですか？　じゃあ、晴斗くんの夢って……」

　照れた表情から察するに、もっと彼らしい願いなのだろうか。

　キスとか、その…‥も、もっとえっちな事とか！

　そんな失礼な事を考えていた私の心も知らず、晴斗くんは声を張り上げた。

「わ、笑わない、かな？」

「もちろん、笑ったりしませんよ」

　内容によっては引いちゃうかもしれないけど。

「さっき、母ちゃんは俺が生まれた直後に実家に戻されたって言ったよね。だから、あの人は赤ん坊だった俺をロクに抱く事もできなかったんだよ。母ちゃん、あれで結構、その事を気にしているらしく、寝言で俺に謝ってた事があるんだ」

　だから、と晴斗くんは空を見上げた。

「いつか、好きな人と結婚して、家庭を作って……それで、子供が生まれたらさ。母ちゃんに、その子を思う存分、抱かせてあげたい。俺は、母ちゃん達のおかげで、こんなにも幸せになれたよ、って。そう、言ってあげたいんだ」

　ざあっ、と。一陣の風が、私達の間を通り抜けてゆく。

　それは、私の心の中へと吹き抜けた、純粋な想おもいだったのかもしれない。

「それが、晴はる斗とくんの……夢？」

「そ、そうなんだよ。平平凡凡な夢だけど、マザコンだって言われるのが恥ずかしくて、まだ誰にも話した事が無かったんだ……！」

　そう言うと、晴斗くんは両手で顔を覆ってしまう。

「わ、笑わないかな!?　改めて口に出すと、凄すごく恥ずかしい奴やつだ、これ！」

「そんな、笑うなんて！　とっても素敵な夢じゃない。私も応援します…‥って、うん？」

　あ、そう言えばあの時！　私は確か、彼に──




『他にも何か夢があるんですか？　私で叶かなえられることなら、叶えてあげますよ？』




「うきゃああああ!?」

「え、ど、どうしたの？」

「う、ううん！　なんでもないの！　ただ、この前のことを、おもいだしただけでひゅ！」

　わあ、何を口走ってるの、私は!?

　晴斗くんも、動転する私を不思議そうに眺めていたが──

「この前って確か──あっ」

　どうやら、思い当たってしまったらしい……！

「あ──う、うん」

「えっと……そ、そのぅ」

　二人とも、何も言えずに黙り込んでしまう。彼の顔はもう真っ赤を通り越して、真紅である。多分、私も同じだろう。

　ち、沈黙がこれほど気まずいなんて、思わなかった。

　恥ずかしい、恥ずかしすぎてもう、穴があったら入りたい！

「あ、その……」

「う、おう……」

「……帰り、ましょうか」

「……そ、そうだな！　寒くなってきたし！」

　そうして、私達はいつも通り隣に並び、歩き出す。

「……」

　やがて、どちらからともなく──

「……」




　──手を、繋つなぎ合った。




　帰り道での会話は、ない。言葉なんて要らなかった。とても不思議で、心地良い空気が私達の間に漂っていたから。

　繋いだ手のひらから、彼の温ぬくもりが伝わってくる。

　心臓の音がやかましく鳴り響き、それが彼にまで聞こえやしないかと、冷や冷やする。

　既に、日は傾きかけていた。夕日の光が私達の姿を包み、影法師がその背に伸びていく。

　今日一日で──ううん、今日だけじゃない。

　私は、晴はる斗とくんと出会い、彼という人間を知る機会に恵まれた。

　時に、お調子者で。かなり、エッチで。お世辞にも、イケメンとは言えない。

　でも、どんな辛つらさも笑い飛ばせる強さと、いつも皆を笑顔にしてくれる、そんな優しさを併せ持った──まるで、お日様みたいな、男の子。

　その事を自覚した時。私の胸の中で、何かが弾はじけた。

　それが、どこから来た、どういうものなのか、今の私の中に、その答えはあった。

　──やっと、気付いた。そうか、私は、彼の事が……
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　……好き、なんだ。




　微かすかに残されていた男性への苦手意識が、恐怖心が。綺き麗れいサッパリ溶け落ちてゆく。

　代わりに湧きあがってきたのは、温かくて、決して手放したくないと願う……心の芯まで火ほ照てってくるような想おもい。それは、生まれて初めて味わう──恋心であった。

　私は、心の中に芽生えた情熱の赴くままに、繋つないだ手のひらを、ぎゅっと握りしめた。

　それに気付いたのだろうか。彼もまた、私の手を優しく握り返してくれた。

　その感触が、どうしようもない程にあたたかくて、心地良くて……

　私は、顔を真っ赤にして俯うつむいたまま、彼に手を引かれるようにして、歩いて行った。







　──やがて、家の前に辿たどり着つく。何だかんだで、あっという間だった気がする。

　もう少し、彼と一緒にいたかったのに……

　家に上がってもらおうかな？　あ、でも。部屋をまったく片付けていない！

　別に、散らかっているわけじゃないけど、第一印象はなるべく良くしておきたい。

「そ、それじゃあ若わか葉ばさん。今日は、この辺で……ちょっと、名残惜しいけど」

「は、はい……その、今日は色々、ありがとう」

　彼には、どれだけ感謝をしてよいかわからない。言葉にして伝えたいのだけど、口くち下べ手たな私では、到底無理な話だ。

「お礼を言われるような事なんて、なーんにもしてないよ。むしろ、こっちがお礼を言いたいくらいだし」

　だから、せめて……私の大好きなこの人に、お返しをしたかった。

「でも、それじゃあ私の気が済みません。色々迷惑をかけちゃったお詫わびもしたいですし、ちょっとだけ横を向いてもらえますか？」

　私の今の、精一杯を心に込めて。ほんの少しだけ、勇気を振り絞った。

「ん、こうかな？」

「──ッ」

　爪先を伸ばし、顔を近付け……彼の頬ほおに、唇を押し当てた。

「え……」

　呆ほうけた声と共に、晴はる斗とくんがこちらを振り向く。彼は、信じられない物を見た、というように目を剥むき、口をぽかんと開いている。

「──お礼、だよ。ほっぺたでごめんね？」

「──あ、え？」

　彼の体が、ゆっくりと横に傾いていく。倒れ込みそうになる寸前で踏みとどまり、晴斗くんは頬ほおに手を当てた。そのまま、振り返りもせず、ふらふらと来た道を歩き出してゆく。

「おーれのほっぺに、柔らかっチュッ、そーら、どんとこ、ほい……」

　うわ言のようにブツブツと謎の歌を口ずさみながら、晴はる斗とくんの姿が夕闇の彼方かなたへ消えていく。……ちょ、ちょっとやり過ぎたかな？

　その背を見送りながら、私はぺろり、と舌を出した。





　　　　四






　それから──私の世界は、目に見えて輝きだした。

　今までの私は、どれだけ鈍感だったんだろう？　気付いてしまえば、ほら！

　こんなにも、毎日は楽しかったというのに。




「明後日あさつてのデートは、何ど処こに行こうか？」

「わ、若わか葉ばの行きたい所でいいよ？　何処へだって、付いていくし！」

　彼は、いつの間にか私の名前を親しみを込めて呼び捨てるようになり。




「もう……そんなの、私だって同じだよ？」

「俺達は、本当に気が合うなあ。えへへ、まさにベストカップルとはこの事だ！」

　私もまた、彼に対して、敬語を使う事を止やめた。




「次は、あのゲーム、やろう！」

　晴斗くんと過ごす時間が、何よりも愛いとおしい。

「了解、このアクセ、見事に取ってプレゼントするぜ！」




　ずっと、ずーっと、一緒にいたい。




「今日は、このプラモを買おうかな？」

「あのさ、デートコースの締めが、毎回のようにプラモ屋ってのもどうなん？」

「細かい事を気にしちゃ駄目だよ」

「いや、若葉さえ喜んでくれるんなら、それでいいんだけどさ……」

　ちょっぴりのワガママも、聞いてくれる。

「ま、何だかんだでお似合いって事でいいじゃねえか。はいよ、ジェムⅡお待ち！」




　それは、まるで夢のような日々。




「わあ、ぷにぷにだぁ♪」

「く、くすぐったい……他人にお腹なかを摘つままれるのって、妙な感覚なんだなぁ。うう、何かに目覚めそう……」




　何をするにも楽しくて、どんな事を話しても嬉うれしくてたまらない。

　……私は、すっかり彼に夢中になっていた。

　どんなに甘えても怒らない。その気持ちに寄り掛かっても、うっとうしがらない。

　何を言っても、うん、うんって聞いてくれて。優しい笑顔で私の心を包み込んでくれる。

　こんなの、好きにならない方がおかしい。顔や体型なんて、どうでもいい。

　きっと、こういうのが心地良い関係、って言うんだろうな。

　彼の傍そばにいると、すごくホッとする。いつまでも一緒にいたいって、そう思ってしまう。

　もう、晴はる斗とくんのいない学校生活なんて、考えられない。

　怖いくらいの幸せにひたりながら、私はこの夢のような日々に浮かれきっていた。







「はい、若わか葉ば特製のお弁当だよ！」

「おお、今日も美う味まそうだなあ！」

　昼休みの校舎裏。私達は、いつものようにお弁当タイムと洒落しやれ込こんでいた。

「さあ、召し上がれ。波なみ川かわくん達の分も、用意してありますよ」

「ありがとう、朝あさ比ひ奈なさん。いやあ、晴斗くんは果報者だなあ」

「ほんとにな、コイツには出来過ぎた彼女だろ。唯ゆいの弁当もあるけど、これくらいの量なら、十分に腹にはいるぜ」

　今日は、二人きりじゃない。波川くんと備び前ぜんくんも、お弁当会にお誘いしたのだ。

　晴斗くんの、大事なお友達である。手を抜かずにキッチリと作り上げた。

　もちろん、本命の分はそれ以上に力を入れたのは、言うまでもない。

「はい、お腹いーっぱい、食べてね？」

「ああ、最高だ……幸せすぎる……もう、どうなってもいいや……！」

　とろん、とした笑顔でおかずをかっ込む晴斗くん。

「ったく、見てらんねえぜ。あの、だらしねえ顔はなんだよ」

「あはは、本当だね」

　晴斗くんの健けん啖たんぶりを見ていた二人が、冷やかすように野次を飛ばした。

「ハッハッハ、大丈夫さ！　二人ならきっと、唯さんや美み冬ふゆとも上う手まくいくって！」

「そこでなんで唯の名前が出るんだ？」

「ありがとう、晴はる斗と君！　僕も頑張るよ。……ああ、亮りよう一いち君に関してはもう、ノーコメントで」

　メイドの唯ゆいさんとは、前に一度会った事がある。傍はたから見てもあからさまな好意を表に出してるのに、なんで備び前ぜんくんは気付かないんだろう。不思議でしょうがなかった。

「ほら、この前さ、俺の誕生日にプレゼントくれたろ？　あれも、すっごく良かったし。センスあるよな、お前ら」

「そう言って貰もらえてうれしいよ。選んだ甲か斐いがあったね」

「へッ、礼なら唯の奴やつに言えよな。アイツが選んだような物だし。俺はさっさと決めちまいたかったんだが、アイツが長くてよ」

　そうだ、それ！　その件に付いて物申したい事がある！

「むう、何でもっと早く教えてくれなかったの？　そしたら、プレゼントを用意してお祝いしたのに。もう、二週間以上も経たっちゃったじゃない！」

「ご、ごめん！　あの時はほら、わざわざ言うのも催促しているように聞こえるかなあって思っちゃって。それに……」

「それに……何？」

「今年はもう、素敵なプレゼントを若わか葉ばからもらっちゃったからさ」

　照れくさそうに身を揺らしたかと思うと、彼は真まっ直すぐに私の目を見て、こう言った。

「お、俺の彼女になってくれたんだからさ！　これ以上にない、最高の贈り物だったよ！」

　ず、ずるい……そんなの！　晴斗くんは、卑ひ怯きようだ！

「くーっ、見てなさい！　いつか、絶対にすっごいプレゼントを用意して……度肝を抜いてあげるんだから！」

「いやあ、今年のプレゼント以上のサプライズなんて、そうそうないっしょ？　ま、期待しないでいつまでも待ってるよ！」

　それより、と晴斗くんはこちらをチラ見する。

「……もしも祝ってくれるなら、他にしてほしい事があるんだけどなあ？」

「お前も、大概欲張りだな。プレゼントはもう貰った、とかほざきながら、それかよ。これ以上、朝あさ比ひ奈なの奴から何が欲しいんだ？」

「ええ、晴斗君が（二次元以外で）人から何かを欲しがるなんて珍しいですね」

　備前くん達の言う通りだ。一体、何が欲しいのだろう？

　できる限りの事は、してあげたいけど。

「そ、そろそろ……ほら。俺の事をさ、呼び捨てにしてくれてもいいんじゃないかなあ、って。こっちは既にそうしてるしさ」

「あ、あう……そ、それは」

　そ、そんなお願いは予想外だった。下の名前で呼ぶだけでも照れちゃうのに。

「ほらほら、呼んでみてくれよ♪」

「え、ええと……はる、と……ゴニョゴニョ」

「あれあれ、聞こえないなあ？」

　もう！　私をからかって、楽しんでるのね！

「こんの……調子に乗らないで！　意地悪さんは、もう知らない！」

「あ、ありゃりゃ……お、怒っちゃった？」

　プイッと顔を背けると、焦あせったような声が聞こえた。

「ふーんだ、〝晴はる斗と〟なんて、どっか行っちゃえばいいのよ。女の子をイジメて遊ぶ人は、大っ嫌い」

「……だから、若わか葉ばは好きだよ」

「んなっ!?　は、話をちゃんと聞いてたの？　このばかっ！」

　そんな私達のやり取りは、どうやら傍はたから見て聞くに耐えないものだったらしい。

　いつの間にか、備び前ぜんくん達が生暖かいような、白けたような目でこちらを見ていた。

「あーあ、甘ったるくて付き合ってらんねーよ！　おら、瞬しゆん！　メシもあらかた喰くい終えたろ？　こんな奴やつら放っておいて、行こうぜ！」

「そうだね。見ているだけで、お腹なかいっぱいになっちゃったよ」

「あ……」「あう……」

　二の句も継げない。うわ、これ。見ようによっては、あれだよね。

　周りの視線も気にならないくらい盛大にイチャつき、二人だけの世界にトリップしていたバカップルってことだよね!?

　……うん、見ようによっては、どころじゃない。誰がどう見ても完全アウトだ。思い返すだけで、顔から火が出そうだった。

「こんな時くらい、気を遣わなくてもいいんだよ？　ね、亮りよう一いち君」

「へっ、校内で不純異性交遊だけはすんなよ、わけぇの！」

「そそ、そんな事しないって！」

　波なみ川かわくんと備前くんが、ニヤニヤしながらその場を去る。

　残された私達は顔を見合わせ、恥ずかしそうに微笑ほほえみあった。

「……二人とも、本当に良い人たちだね」

「そらもう、密度の濃い付き合いしてたし。気心の知れた、親友って奴だよ」

　とても嬉うれしそうに友人達の事を語る彼を見ていると、こっちまで嬉しくなる。

　私達はその好意に甘え、チャイムが鳴る寸前まで、二人仲良く話をし続けたのだった。





　　　　五






　──夕食時。いつものように、家族みんなで食卓を囲む。

「ふっふーん♪」

　お母さんのご飯を口に運びながらも、考えるのは昼間のこと。彼の事だ。

　今日もお弁当、美お味いしいって喜んでくれたっけ。嬉うれしいな。

「まあ、まあ。今日もご機嫌ですね。何か良い事でもあったのかしら？」

「何でもないよ？　お母さんのご飯は、いつも美味しいなぁ、ってだけ！」

「そ、そう？　そう言って貰もらえるのは嬉しいのですが」

　実際、今日のご飯はいつもより何倍も美味しく感じた。

　気持ちが弾んでいると、こうも違うのだろうか？

「ま、まあ……元気なのは良い事だけどさ。ちょっと最近、はしゃぎすぎじゃないか？」

　お父さんが、顔をひきつらせながら、そんなことを言う。

　そうかな？　自分ではそんなつもりは無いのだけれど。

「──うん？」

　ふと、視線を感じて隣を見る。

「双ふた葉ば？　どうしたの？」

「え、ううん？　何でもないよぉ」

　そう言いながら、妹はニコニコと笑っている。

　その目は実に優しげだ。まるで、そう。微笑ほほえましいものでも見ているような……？

　ちょっとだけ恥ずかしくなり、私はご飯を口に放り込んだ。







　お風呂から上がり、さっぱりした体で、一日を振り返る。

　失敗したこともあったけど、今日も実に幸せだったと、そう思う。

　彼の言葉や表情を、頭の中で反はん芻すうする。

　それだけで、顔がにやけてくるのが自分でもわかった。

「お姉ちゃん、ちょっといい？」

　ノックの音と共に、ドアの向こうから妹の声が聞こえてくる。

　もちろん、断る理由なんてない。二つ返事で了承し、双葉を自室に招き入れた。

「ごめんね、夜遅くに」

「別に大丈夫だよ。それより、どうかしたの？」

「最近、どうもお姉ちゃんの様子がおかしいぞ、ってお母さん達……特にお父さんが心配しちゃってるみたいでさ。それで、私が様子を見にきたわけです！」

　朗らかな笑顔で、妹がそんな事をのたまってきた。

　様子を見るも何も、双ふた葉ばには姉の浮かれっぷりの『その理由』がわかっているのだろう。

　こちらを見る目つきが、あからさまにおかしい。

「で？　で？　最近、上う手まくいってるんでしょ？　ほら、あの入いる間まさんって人とさ！」

「あ、まあ……じゅ、順調だよ？」

　仕方ない。双葉と晴はる斗とは一回顔を合わせているし、もうこれ以上隠す事はない、かな。

「晴斗ったらね、今日もおバカな話をして、私をからかうの。でもでも、そう見えて、ちゃーんと私を気遣ってくれるのよ。本当に、素敵な男の子なの」

「へぇ、そーなんだ？　ふふ、『晴斗』、ねえ」

　意味ありげに相あい槌づちを打ったかと思うと、双葉は不思議そうに首を傾かしげた。

「でも、あれだよね？　お姉ちゃんには悪いけど、その、ちょーっと独特な体型と顔の人だよね。正直言って、お姉ちゃんが好きになるようなタイプには見えなかったけどなあ」

　相変わらず直球だなあ。戸惑うような妹の言葉に、苦笑してしまう。

　最初は私も彼の事をそう思っていた。けれど、今は。

「確かに、外見はどちらかといえば悪い方かもね。私は可愛かわいいと思うけど。でもね、あの人の魅力はそんなところにはないのよ」

　あの人の傍そばにいるだけで、心がウキウキする。自然に笑顔が出てくる。

　いつぞやの、波なみ川かわくんが彼を表した言葉を思い出す。

　それが決してお世辞でない事が、今の私には良くわかる。

「他人のために、一生懸命になれる。きっと、誰よりも優しい人」

　だから私は、晴斗の事が大好きなのだ。

「はー……っ」

　双葉が感かん服ぷくした、というように息を吐く。その頬ほおは微かすかに赤らんでいるように見えた。

「お姉ちゃんは、あの人の事が本当に好きなんだね！　もう、聞いているこっちが恥ずかしくなってくるよ！」

　ほっぺたを両手で押さえて、双葉が身をよじる。

「あーあ、何だか羨ましくなってきちゃったなあ！　私も彼氏が欲しい！　ねえねえ、参考までに聞かせてよ。どうやって、そんな素敵な人と付き合えるようになったの？」

「彼との馴なれ初そめ？　ふふ、それは──」




　──それは、何だっけ？




「……あれ？」

　どうして、私は、彼と──




『おや、君が朝あさ比ひ奈なさん？　俺に、どんなご用事かな』

『は、はい。あの、その──』




　あれ、今。何か、変なものが、見えた、ような。

　ずきり、と。あたまが、痛んだ。

「あれ、お姉ちゃん。どうかした？」

「あ──う、ううん！　何でもないよ？」

　まあ、いいや。思い出せないなら、大したことじゃないよね。

「えっと、その辺はね、あまり覚えてないの。言うなれば成り行き、かな？　気が付いたら彼の事を好きになっていて、今に至るというわけよ」

「ふぅん？　よくわかんないけどさあ、恋愛ってそういうものなの？」

「う、うん。きっと、ね」

　何だろう、また頭が痛んだような。最近、寝不足だったかな？

　いけない、いけない。目に隈くまでも作っちゃったら、彼に会わせる顔がない。

　双ふた葉ばには悪いけど、もう休ませてもらおう。

　そう断ると、妹はバツの悪そうな顔をして、部屋を出て行った。

　私はベッドに腰掛けると、胸に手を当てた。変だな？　何だかここが、もやもやとする。

　おかしな事なんて何もないのに。不安に思う事なんて、あるはずがないのに。

　そういえば、ここの所……七なな瀬せさん達が私にちょっかいをかけてくることがなくなった気がする。遠巻きにひそひそと何か噂うわさをするばかりで、近寄ってこようともしない。

　……ちょっかい？　あれ、なんで？　どうして、そんな事が気になるんだろ？

　まるで、私がイジメでも受けていたみたい。そんなはずがないのに、馬鹿ね。

　だって、彼と付き合う事が間違ってるはずがないんだもの。

　私が、誰かに強制されて告白なんてするわけがないんだから。

　彼との間に、嘘うそなんてないんだ。だって、そうだと思わなきゃ──




　──この幸せが、壊れちゃう。




　……もう、寝よう。今晩も晴はる斗との夢を見ながら、眠るんだ。

　きっと、明日も素晴らしい日になるはずだから──







　…………
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　………………

「……………………………な、ななな……マジで!?」

「きゃっ」

　教室中に響き渡る様な大声で、『晴はる斗と』が絶叫した。

「ほ、本当に!?　お、おおお俺の事を!?　え、何？　これ、夢じゃないよね」

「思いも掛けない超展開だな……某少年漫画誌なら打ち切りに向かってまっしぐら、だろこれ」

　慄おののく晴斗に、今更ながら罪悪感が募る。

「は、はい。あの、私は、その……」

「あ、あわわわわ!?」

　言葉が詰まる。本当に、言わなければならないのか。今なら、まだドッキリだと言えば間に合うんじゃないか。

　しかし、そんな迷いも──

「朝あさ比ひ奈なさん？」

　──七なな瀬せさんの声が、粉砕してしまった。

「入いる間ま、くん……」

「は、はい！」

　ドクン、ドクン、と心臓が早鐘を打つ。体の震えが止まらない。

　もう、後には退ひけない。逃げられ無いのだ。

「……あなたの事が、好きです。どうか、私と付き合って──」

　…………

　………………

　…………………………





　　　　六






　三時間目の授業がようやく終わった。次の英語を凌しのぎきれば、待望のお昼休み。

　ここの所、晴はる斗とに勉強を教わってるせいか、苦手意識が克服できている。良い成績を取って、彼に褒めてもらおう。

　そのお礼、というわけじゃないけど、今日の弁当も自信作だ。ご飯を幸せそうに頬ほお張ばる晴斗の顔が頭に浮かび、何だかにやけてしまう。早くお昼にならないかなあ。

「なんか最近、えらくご機嫌じゃない？」

　私が妄想を楽しんでいると、七なな瀬せさん達がやってきた。何か、用だろうか？

「何よ、ニヤニヤニヤニヤ、気持ち悪いわね。そういえばアンタ、キスの件はどうなったのよ。用事がどうのこうので誤ご魔ま化かして。あれから随分経たったじゃない。まさか、まだヤッてないとか言うんじゃないでしょうね」

「キ、キスだなんて、そんな！　私達には、まだ早いです！　あ、でもでも、彼がもう少し積極的になってくれたら、その時は……きゃっ」

　想像しただけで、胸が高鳴った。

　そう、そうなの。どうも彼は私に遠慮しているんだよね。

　人を気遣うのは彼の美徳だけど、もう少し強引になってくれてもいいのに。

「え、ちょっと朝あさ比ひ奈なさん？　なな、何を？」

　東海林しようじさんが戸惑ったように目をパチパチさせている。

「つ、ついに頭がおかしくなったの？　あんたの言ってること、わけ分からないんだけど」

　いつもはクールな取とり巻まきさんも、なんだか慌てているようだ。

　三人とも、どうしちゃったんだろうか。

「本当に、何を言ってんのよ、アンタ！　ふざけてるの!?」

　何をって、そっちこそ何を言ってるんだろう。おかしな人達。

　私は、自分の彼氏の事を話しているだけなのに。

「今日もね、朝一番に起きてお弁当を作ったんですよ？　彼、喜んでくれるかなあ。ねえ、どう思います？」

　そう言って、感想を聞いただけなのに。七なな瀬せさん達の顔から血の気が引いてゆく。

　どうしたんだろ、貧血でも起こしちゃったのかな。保健室いく？

「き、気持ちの悪い事を聞かないでよ！　わ、わたし達への当て付けのつもり!?」

「な、七瀬さん！　落ち着いてください！」

「そ、そうよ。朝あさ比ひ奈ななんて放っておいてさ、行こうよ。こんな根暗と話してたら、あたし達までおかしくなっちゃう！」

　こんなに慌てふためく七瀬さん達は初めて見る。やっぱり調子が悪いんだろうか。

「そ、そうね……。アンタ、そんな風に開き直っても無駄だからね！　最後まで付き合ってもらうんだから！」

「……はあ？」

　言っている意味がわからない。最後まで？　何を付き合うっていうの？

「──っ！　行くわよ、皆！」

　いきなり怒鳴りつけてきたかと思うと、サッサとドアを開けて出て行ってしまう。もうすぐ、休憩時間も終わるというのに、せっかちな人達だなあ。

「あ、朝比奈さん？　どうしちゃったの？」

「矢や島じまさん？」

　おそるおそる、というふうに。矢島さんが声を掛けてきた。

　彼女まで、一体どうしたというのだろう。

「何でもありませんよ。ちょっとね、七瀬さん達が変な事を言ってきただけです。ふふ、あの人ったら、まるでね、私と晴はる斗とが付き合ってるのが、間違ってるみたいな事を……おかしな人達ですよね？」

「──え？　あさひな、さん？」

　あれ、固まっちゃった。本当に、今日は皆、変だなあ。

　急に顔色を悪くした矢島さんを心配し、声をかけるが……彼女は怯おびえたように震えるばかりで、話にならない。

　どうしたものかと思っていると、彼女を呼ぶクラスメイトの声が聞こえてきた。

「ねえ、瑠る璃り！　ノート見せて！　英文の訳し忘れがあったみたい！　翻訳アプリ使ったんだけど、今一つ要領を得なくて──ね、お願い！」

「え──う、うん……」

　けれど、矢島さんは級友に声を返したものの、まだ気にかかることがあるのか、なにか言いたげな様子でこちらを見ている。うーん、どうしたんだろう？

　安心させるように微笑ほほえみ返してあげると、彼女の細い目が大きく見開かれた。

　そのまま後ずさりをしはじめたかと思うと、私から目を背けるようにして身をひるがえし、自分の席に帰ってしまう。……なんだったんだろうか？

　まあ、いいや。それよりも、晴はる斗との──私の彼氏の方が大事だ。

　スマホを取り出し、ＬＩＮＥを起動。彼とのやり取りを一つ一つ、上から下までじっくりと眺める。

　……胸の奥からじんわりと、痺しびれるような愉悦の波が広がっていく。

　文面を見ているだけで、心が安らいでいくのがわかった。

　他た愛あいもないやり取りが、すっごく楽しい。うれしい。いとおしい。

　こんなにも素敵な恋ができるなんて、思わなかった。少し前まで、学校に来るのが嫌でしょうがなかった、だなんて嘘うそみたい。

　……あれ？　でも、それはどうしてだっけ。たとえ、付き合う前だったとしても、学校に行けば、好きな人に会えるのに。なのに、それを嫌がるなんて──あり得ない。




　私は、どうして、あんなにも、毎朝、嫌な思いを、隠して──




「──つうっ！」

　また、頭が痛んだ。

　そうだ、余計なことは考えない方がいい。

　晴斗のことだけ想おもっていれば、それで──うん、それで、いいんだ。

　はやく、会いたい。彼に、晴斗に逢あいたい。

　じれったい気持ちを押し隠しながら、授業を受け続け──やがて、待望のチャイムが鳴り響く。それは、私にとってはまさに福音だ。慣れ親しんだ電子音を聞きながら、内心で喝采をあげる。待ちに待った時間が、ついに訪れたのだ！

　私は、先生が退出するのと同時に、席を立った。

　早く、晴斗に会いたい。一緒に過ごしたい。その想いが溢あふれて、止まらなかった。

　逸はやる気持ちを抑えつつ、廊下に出る。さあ、行かなくちゃ。彼の、教室へ──

「ちょっと、待った」

　足取りも軽やかに歩き出そうとしたところで、その声に出鼻をくじかれた。

　つんのめりそうになるのをこらえつつ、すべるようにターン。声の聞こえた方向へと体を転換させる。

　すると、そこに立っていたのは……

「……備び前ぜんくん？　あれ、一人なんですか？　晴斗達は？」

　周りを見渡すが、彼以外に見覚えのある生徒は居ない。

　珍しい、備前くんが一人でここに来るなんて。

「ああ、安心してくれや。晴斗の奴やつには、あんたが今日は来れなくなった、って言ってあるからよ」

「え!?　ちょ、それってどういう事ですか？」

「いやいや、大した事じゃないんだがな。あんたに、ちょっと話があってな？」

　話？　いや、それよりも！　そんな嘘うそを吐ついて、どういうつもりなの？

「まあ、ここじゃあなんだし。どっか別の……そうだな、屋上にでも行こうか。聞かれちゃまずい奴等らもいるしな」

　一方的にそうまくしたてると、備び前ぜんくんは私に背中を向けた。

　付いて来い、と。そう言う事らしい。

「待って下さい！　訳が分かりません！　一体、話って何を──」

「なに、本当にすぐ済むさ。ちょっと確認したいだけだからよ」

「か、確認？」

「ああ、そうだ。そうだとも。俺はよ、ただ、お前らのやってる──」

　こちらを振り向きもせず、夕食のメニューを尋ねるような、何気ない調子で。




「──『ゲーム』について、知りたいだけだ」




　彼は、そう言った。
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あとがき






　皆様、初めまして。間はざま孝たか史しと申します。

〝スレ発ラノベ４〟の第一弾、『朝あさ比ひ奈な若わか葉ばと○○な彼氏』をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます！

　この『スレ発ラノベ』。具体的になんぞや？　ネット小説なの？　という方々もいらっしゃるかと思います。

　これは元々、ＷＥＢ上でアスキーアート（ＡＡ）と呼ばれる、文字や数字の集合体を絵としてみなす表現方法がありまして。二〇〇〇年代半ば頃から、これらを使って物語を創作する文化が発展していきました。〝スレ発ラノベ４〟とは、その歴史の中で生まれた四つの作品をライトノベルとして書籍化した物なのです。

　さて、そんな経緯で出版された、この『朝比奈若葉と○○な彼氏』。

　これは、いわゆる学園ラブコメものです。

　ふとした事からはじまった、嘘うそ告白のゲーム。そのプレイヤーとして、無理やり選ばれてしまったのが、この物語の主人公・朝比奈若葉。

　彼女はとても内気で臆病な女の子です。家族の前では元気がよくお喋しやべりするものの、一歩外に出たらとたんにダメのダメダメ。気弱で自分の意見を言うのが苦手。だから、いつも他人の言葉に流されて、右往左往するばかり。外見は文句なしの美少女といっていいのに、それがプラスになるどころか、逆にねたまれて。その性格も災いしてか、イジメの標的になる始末。だから、ますます自分の殻に閉じこもって……と。

　物語開始時点での彼女は、マイナス面ばかり目立ちます。

　そんな少女が、入いる間ま晴はる斗とという少年と出会い、彼とふれあう中でどんな風に明るく、可愛かわいらしく、変わっていくのか。どうぞ、温かく見守ってくださいませ。

　ちなみに、これは余談ですが、若葉は物語が進むにつれて、口調や呼び方が数段階に渡って変化していきます。そして、その到達点。ファイナルフォームに至った彼女は、色んな意味で見ものですよ！

　物語の後半、クライマックスとなる次巻にて、ぜひともその勇姿をご確認ください！




　最後に謝辞を。慣れない作業に戸惑う私を、全面的にサポートしてくださった担当編集様。美麗かつ繊細な、素晴らしいイラストを描いてくださった桃もも[image: ]もち様。執筆活動を励まし、いつも支えてくれた友人や家族。それに、ＷＥＢデビュー時から今日まで応援し続けてくださった読者の皆様。

　そして、この本の出版にご尽力くださった全ての方々に心からお礼を申し上げます。

　それでは、次も無事にお目にかかれる事を祈って……。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『お誕生日のお祝いに』





　夕焼けは、人を特別な気持ちにさせるものだ。それが気心の知れた仲であるなら、尚更である──波川瞬は、そう思う。

　紅のヴェールが教室を包み込み、光と闇を交差させる。そうして、炎のような赤い輝きに舐められて、二つの人影がくっきりと浮かび上がった。

　その片方。窓辺に佇んでいた『それ』が、身じろぎする。長い髪の毛が風に揺られてたなびき、四方に影を落とす。それを見て、もう片方──ぽっちゃりとしたシルエットが、息を呑んだように思えた。

「──っ」

　どれくらい、時間が経ったろうか？　やがて意を決したか、ロングヘアの人影が大きく息を吸い込んだ。そして、頬を赤く染めながら、その口を開き──

「──お前、何が欲しい？　さあ、言え！　言ってみやがれ！」

「いや、何がって何がだ。わけがわかんねえんだけどさ！」

　入間晴斗の返しに、長髪の少年──備前亮一が口をひん曲げた。

「いや、そこで黙るなよ。なんでむくれてんだお前。てか、夕暮れの教室でさ、向かい合う二人──とかいうシチュを強制しといて、その態度はなんだ」

「いや、あれだよ晴斗君。もうすぐ、君の誕生日じゃない？　去年も一昨年も、意地を張ってるうちにプレゼントを買えもしなかったからさ、今年こそはと意気込んでるらしいよ。その結果が今のど直球ストレートな質問さ」

　このままじゃ、一向に話が進まない。見かねた瞬が口を挟むと、亮一が顔を赤くしながらそっぽを向く。その反応を目の当たりにして、晴斗の顔が大いに引き攣った。

「え、なに？　お前、ツンデレ枠を埋めようとしてんの？　俺のヒロインに立候補するつもりなん？　勘弁してくれ、どこでフラグが立ったんだ……!?」

「気持ち悪い勘違いすんじゃねえ！　あのな、唯の奴がうるせえんだよ！　お世話になった人には云々かんぬん……！　だから、俺様は仕方なくだな！」

　メイドの唯さんは、相変わらず仕事が出来る人だ。素直になれない彼に、ちゃんと理由まで用意してくれるんだから、恐れ入った。

「そう怒るなよ。くれるもんは嬉しいぜ？　しっかしなあ、これでお前が美少女だったら言う事ねえんだけどなあ！　ま、ＴＳは性癖外だからノーサンキューだけどさ」

「そういう事を言ってっから、女に縁がねえんだよ！　変な妄想は捨てろ豚！」

「うっさい！　三次元の女にどう思われようと知った事か！　二次元最高！」

　そうして始まる罵り合い。これが彼らの日常である。どうやら、今年のプレゼント選びは賑やかになりそうだ。その光景を思い浮かべながら、瞬は苦笑するのだった。
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